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こ の 事 業 は 日本 自転 車 振 興 会 の 機 械 工 業 振 興 資 金 に よ

る 「昭 和44年 度 情 報 処 理 普 及 促 進 に 関 す る 補 助 事 業 」

の1部 と して 、 当 財 団 が 米 国TheDieboldGroup,

Inc.に 調 査 委 託 したAnalysisoftheUnited

StatesSoftwareIndustryを 翻 訳 編 集 し た もの で

あ りま す 。
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序 に か え て

社 会、 検済 の発 展 に と も な い、 各種 情 報 の蓄 積、 加 工、 供 給 を 有 機 的 かつ

効果 的 に行 な う方 法 と して、 特 に コン ピ ュ ータに よ る情 報 処 理 の 役 割 りの重

要性 が 認識 さ れ て お りま す 。

ま た、最 近 は、 情報 社 会へ の 指 向 とあい ま って情 報 処 理分 野 の拡 大 とと も

にそ の高 度化 の 方 向 が検討 され つ つ あ り、 大 きな発 展期 を迎 えて い る とい え

ま すo

この よ うな情 勢 に 拾 いて情 報 処 理 お よび 情 報 処 理産 業の 前 途 に は解 決 を要

す る幾 多 の課 題 が あ ります 。

す なわ ち、 現代 の社 会機 構 は ます ます 大 規模化 の傾 向 に あ り、 組織 も複 雑

化 しつ つ あ ります 。 この た め組 織 で扱 われ る情 報 も増 大す る一 方 で、 現代 社

会 にお い ては情 報 処 理 が重 要 な 問題 とな り、 組織 の あ らゆ る人 に、 必 要 な情

報 を、 必要 な形 で 与 え る こ との で き る よ うな情 報 処 理 システ ム の確 立 が強 く

望 まれ て お ります 。

さ て、 現 代 社 会 にお いて、 情 報 処理 シス テ ムを合 理的 に構 成 し運 用 す るた

めには 情 報処 理 シス テ ムを築 い てい く うえ での形 成 、 方法 等 につ い て ソ フ ト

ウエ ア の状況 に 関 し充 分 認識 す る と と もに、 ソフ トウエ アに 関す る種 々の 問

題 を解 決 す る必 要 が あ ります 。 当財 団 では 内外 の情 報処 理 お よび情 報 処 理 産

業に 関 し、 種 々 の調査 を行 なっ てお ります が、 本年 度 はそ の一 環 と して、 ソ

フ トウ エア の実 態 を特 に米 国 に おい て認 識 す る とい う観 点 か ら 「米 国 に おけ

るソ フ トウ エア産 業 の実態 」 につい て調 査 を行 な い こ こにそ の 結 果 を報 告す

る次 第 で あ ります 。

した が っ て、 本 報 告書 が 各 方 面、 と くに情 報 処 理 シス テム の研 究・ 開発 に

たず さわ る分野 に お いて利 用 され、 わ が 国情報 処理 産業 発 展 の 一助 と して寄

与 で き ます よ う念願 す る次 第 で あ ります 。

財団法人 日本情 報処 理開発 セ ンター

会 長 難 波'捷 吾
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本 報 告 書 はTheDieboldGroup,Inc.,(NewYork)が(財)日 本 情

報 処 理 開 発 セ ン タ ー の た め に実 施 した 米 国 ソ フ ト ウ ェ ア 産 業 の 分 折 の 結 果 で

あ る 。

1.調 査 目 的

本 調 査 の 主 な 目 的 は:

1.米 国 ソ フ ト ウ ェ ア 産 業 に お け る ソ フ ト ウ ェ ア 商 品 と ソ フ ト ・サ ー ビ ス

の 違 い を 明 白 に す る 。

2.ソ フ ト ウ ェ ア産 業k・ よ び 市 場 の歴 史 的 傾 向 を 説 明 す る。

3.米 国 の ソ フ ト ウ ェ ア 会 社 、商品、パ ッケージの 中で 主 な もの を紹介 す る。

4.米 国 ソフ ト ウ ェ ア 提 供 者 と ユ ー ザ の 状 況 を 明 らか に す る 。

5.ソ フ ト ウ ェ ア 産 業vateけ る マ ー ケ テ ィ ン グ、 広 告 、 価 格 傾 向 、 開 発 コ

ス トを 検 討 す る 。

6.ソ フ ト ウ ェ ア 産 業 に お け る 最 新 の 技 術 開 発 の イ ン パ ク トを 明 らか に す

る。

7.ソ フ ト ウ ェ ア産 業 一(;成功 す るの に必要 な フ ァ ク タ ー を検 討 し、 将 来 の ソ

フ トウ ェ ア 開 発 を 予 測 す る 。

とい っ た こ と で あ る。

2.調 査の 範 囲

本 調 査 の 目的 は米 国 の ソ フ トウェ ア産業 を ソ フ トウェ ア の商 品 お よびサ ー

ビス の両面 か ら分 折 す る こ とに あ る。 言 葉 をか え て い え ば、"ソ フ トウェア'

を単 なる プ ロ グ ラム とい う よりは もっ と幅 広 い意 味 で、 コ ン ピュー タ技 術 と

ハ ー ドウェ ア を最 大 限 に利 用す る ため に関連 ず る あ らゆ る サー ビス とい っ た

」
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解 釈 に よ る も の と す る 。

5.用 語の 定義

ソフ トウェア産 業 を定 義 す るに は ま ず、 この 業 界の 現 況 を特 徴 づけ る商 品

とサ ー ビス を定 義す る こ とが必 要 で あ る。 多 くの場 合 次 に示す 分類(カ テ ゴ

リー)は オ ー バー ラッ プす るが、 現 状 の一 般的 な11概 観nに は十 分 で あろ う。

5コ メ ー カ ー 供 給 サ ー ビ ス お よび 商 品

コ ン ピュ ー タ ・メ ー カ ー の 手 で 提 供 さ れ る 商 品、 サ ー ビ ス は す べ て 、

少 く と もIBMそ の 他 で 価 格 分 離 策 が 取 られ る ま で は 、 一 諾 に して 考 え

ら れ る。 メー カ ー は 通 常 ハ ー ド ウ ェ ア と一 諾 に シ ス テ ム ・ ソフ トウ ェ ア

を提 供 す る 。(同 時 に こ れ も ソ フ ト ウ ェ ア の 分 類 の 中 に 入 れ て 良 い が 適

当 な ドキ ュ メ ン テ ー シ ョ ン=説 明書=を そ え ら れ る)。 加 え て 、 メー カ

ー ・ソ フ ト ウ ェ アは 一 般 に 多 く使 わ れ る 多 種 多 様 の ア プ リ ケ ー シ ・ ン ・

パ ッ ケ ー ジ が 含 ま れ て い る 。

一 方
、 汎 用 ア プ リケ ー シ ョ ン ・パ ッ ケ ー ジ の外 に ユ ー ザ ー と契 約 を結

ん で 特 別 な カ ス タ ム ・メ ー ドの も の を 提供 す る場 合 が あ る が 、 い ず れ の

場 合 で も、 メー カー は メ ン テ ナ ン ス と教 育 の 責 任 が あ り、 教 育 用 資 料 と

教 育 コ ー ス を 準 備 す る。 これ は ア ン パ ン ダ リ ン グ(価 格 分 離)の 結 果 、

再 編 成 を余 儀 な くさ れ メ ー カ ー 以 外 の 企 業 と の 競 合 が 出 て くる 。 上 記 の

サ ー ビス の 外 に ほ とん どの メ ー カ ー は 小 規 模 ユ ー ザ ー を 主 に 対 象 に した

も の で科 学 技 術 、 事 務 用 両 方 に わ た り例 え ばIBMのServiceBureau

Oorporationと かGE、XDSに よ っ て実 施 さ れ て い る商 用 タ イ ム シ ェ

ア リン グ ・サ ー ビス と い っ た 形 で サ ー ビス ・ビ ュー ロー に よ リデ 一 夕 処

理 サ ー ビス を 提 供 して い る 。

メ ー カー の サ ー ビ ス の 分 類 は 第1図 に 示 す 通 り で あ る 。

o

θ
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カス トム・ソフ トウエア6%

●

図1メ ー カ ー の サ ー ビ ス の 分 類

、

5.2独 立 専 門 会 社 提 供 の サ ー ビ ス と 商 品

11独 立tl系 企 業(こ こで は
、 コ ン ピ ュ ー タ ・メ ー カ ー で は な い と い う

こ と)は 上 述 した 分 野 の す べ て に お い て サ ー ビス と商 品 開 発 の 新 分 野 で

活 発 に 活 動 して い る。 多 く の 企 業 は1つ の特 定 ユ ー ザ ー に い くつ か の 種

類 の サ ー ビ ス を行 な っ て 一 括 した 完 壁 な サ ー・ビス を 提 供 し よ う と努 め て

い る 。 これ に よ っ て コ ン ピ ュ ー タ ・サ ー ビ ス の 包 括 的 サ プ ラ イ ヤ ー に な

り た ら と して い る。

⑲

商 品指 向型 ソフ トウエ ア 業

1)ソ フ トウェ ア開 発 契 約会 社

この タイ プ企業 は独 立 系 ソ フ トウェア会 社 全 体の 中 での極 め て大 きな

比 率 を 占めて い る。 契 約 に よっ て請 負 った特 定 の仕 事 を完 遂 す る た め、

ユー ザ ー ・サ イ トも しくは 外 部 で ユー ザー に マ ンパ ワーを 提供 す るの が

典 型 的 な もの で あ る。 対 象 と な る プ ログ ラ ミングは 種 々 あ り、特 定 プ ロ

グ ラム、 トー タ ル ・シ ステ ム、 特 別 な ア プ リケ ー シ ョン ・プ ログ ラム、

シス テ ム間 の コ ン バー ジ ョン、 特 定 分野 熟練 技 術(例 えばORな ど)な

どで あ る。,

2)専 有権 付 ソ フ トウェ ア
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これ は ソフ トウ ェア会 社 が リス クを 承知 で も し くは ソフ トウ ェア開 発

請 負 い先 との何 らか の契約 に よ り作成 す る商 品 で あ る。 しか しなが ら、

いず れ の場 合 も特 定 ユ ーザ ー の規 制 を うけ る もの では ない 。 専 売制 ソ フ

トウ ェア企 業 は コ ン ピュー タ ・メ ー カ ーが 新 しい ソ フ トウ ェ ア も し くは

ソ フ トウ ェアの 改 良 な どに利 用す る こ とが 頻 繁 に あ り、場 合 に よって は

特 定 ユーザ ーの ため に い くつ か の シス テ ム の1つ も し くは プ ログ ラミ ン

グの ユー ザ ー ・サ イ ト開発 とい う形 で 提供 され る場 合 もある。 この実 例

と して は各 種軍 関係 システ ムの 開 発が ある。

3)ソ フ トウ ェア ・パ ッケー ジ

これ らの パ ッケ ー ジは 多 くの ユー ザ ー に 販売 で き る に十 分 なほ ど汎 用

性 の持 つ もの と して デザ イ ンさ れ、 そ の ア プ リケ ー シ ・ンが 当事 者 のみ

に利 用 を制 限 され た契 約 条件 を持 っ て販 売 さ れ る ものが 多い。 現 在 で は

各種 の パ ッケー ジが入 手 で きる が、 そ の 中 には シス テ ムズ ・ソフ トウェ

ア、 コ ンバー ジ ョン補 助、 トラ ンス レー タ、 ア プ リケ ー シ ョン ・ソフ ト

ウェ ア、 ドキュ メ ンテ ー シ ョン補 助、 ファ イ ル ・マ ネ ー シ メン ト ・パ ッ

ケー ジな どが あ る。 この 分野 は 過去2カ 年 間 に最 っ と も急速 に伸 展 を遂

げ た ところ で あ る。但 し、未だ に利益 率 が 良 い とは い え ず、 こ こで の基 本

的 課 題 は、 開発 コス トが高 くつ くこ と、 か な りの数 の ユ ー ザー に これ を

売 り込 む に十 分 な マ ー ケ ティ ン グカ が な い こ とで あ る。

4)教 育 商 品

この分 野 はIBMの ア ンパ ンダ リン グ以 来急 速 に拡 大 したが 多 くの 問

題 に悩 ま され て い る。 この 中 には マ ー ケテ ィ ン グ知 識 の欠如、 コ ン ピュ

ー タ と教 育 の両 方 に 通 じた人 材 が 不足 して い る こ とが あ る。加 え て、 企

業 が教 育 の流 行 に とび込 ん だ 際 に、 これ らの サー ビスが追 加商 品 の シ リ

ー ズ と して提 供 され る こ とか ら、 それ を売 る に適 した事業 的 ア プ ロー チ

が組 識 化 され てい ない とい っ た 問題 が起 っ て い る。 商 品 と して は、 通 常

ユ ーザ ー サ イ トへ の 出張形 成 も し くは公 共 的 な学 校 な どにお け るセ ミ

●

'
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ナ ー か ら教 育 資 料 、 読 本 、 通 信 方 式 に よ る コ ー ス 、 プ ロ グ ラ ム 学 習 式 コ

ー ス
、 特 定 ユ ー ザ ー 向 け の カ ス タ ム ・コ ー ス な どが あ る 。

5)コ ン ピ ュ ー タ関 係 出 版

コ ン ピ ュ ー タ関 係 企 業 は各 種 の 出版 活 動 を 実 施 して い る
。 こ の 中 の 意

欲 的 企 業 の1つDieboldGr・up,Inc.,は コ ン ピ ュ ー タ評 価 レポ ー ト

(ハ ー ド ウ ェ ア 、 ソ フ トウ ェ ア の 両 方 を含 む)、 現 状 調 査 レ ポ ー ト、 そ

の 時 々 の タ イ ム リー な 関 心 事 の トピ ッ ク ス な ど を 提 供 す る完 壁 な ス タ ッ

フ を 有 し て い る。 こ の 他 に はComputerConversions
,Inc.のDatapro

Reportと かAuerbach社 の い くつ か の サ ブ ス ク リ プ シ ョ ン ・サ ー ビ ス が

著 名 で あ る。 この 他 の 当分 野 の 商 品 と し て は プ ロ グ ラ ム と サ ー ビ ス の カ

タ ロ グ な ど が あ る 。 最 近 に な っ て 数 社 の 企 業 が 新 し く進 出 して い る が
、

定 評 の あ る レポ ー ト を 出 して い る と こ ろ は まず な い 。 こ う し た 状 況 を 助

長 し て き た 問題 点 の い くつ か は す べ て の ソ フ.ト ウ ェ ア の 情 報 交 換 の 場 が

な か っ た こ と、 ソ フ ト ウ ェ ア の 標 準 の 欠 如 、 同 一一の コ ン セ70ト の ター ミ

ノ ロ ジ イ の 差 異 、 サ プ ラ イ ヤ ー が ソ フ ト ウ ェ ア を 詳 解 す る の を そ れ らが

重 複 す るの を 恐 れ て 嫌 が るこ と、 ま た、そ の 重 複 を防 ぐ適 当 な 方 法 が な い

こ と な ど が あ る 。

6)シ ス テ ム 分 折

上 述 の ソ フ ト ウ ェ ア 商 品 の 多 くは プ ロ グ ラ ム ・ベ ー ス の も の で あ る 。

しか し な が ら こ の 他 に 極 め て 重 要 な 商 品 と して 認 識 さ れ 説 明 さ れ る もの

に シ ス テ ム分 折 が あ る 。 こ れ は ソ フ トウ ェ ア ・サ ー ビ ス 会 社 の ほ とん ど

ま た プ ロダ ク ト指 向 型 企 業 に よ っ て 提 供 さ れ る 場 合 が 多 い 。 例 え ば
、 ソ

フ ト ウ ェ ア 開 発 契 約 を 中 心 とす る 企 業 は プ ロ グ ラ ム と 同 時 に シ ス テ ム 設

計 、 分 折 を 実 施 す る こ と が 極 め て 多 い 。 シ ス テ ム 設 計 、 分 折 は コ ンサ ル

テ ィ ン グ 会 社 の 仕 事 で も あ り、 と くに 一 般 的 な マ ネ ー ジ メ ン ト技 術 を 主

に 専 門 とす る と こ ろ よ り は コ ン ピ ュ ー タ ・ベ ー ス の コ ン サ ル タ ン トで は

極 立 っ た 特 徴 で あ る 。

」
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定 義

シス テ ム分折 とは 複雑 な シス テ ム複合 体 の 主 要 な性格 を決 定 す る一 般 的

な分折 手 法 の ア プ リケ ー シ ・ン と して 説 明 され る。 この よ うな現 存 す る シ

ステ ムの分 折 に利 用 す る の に 加 え て シ ステ ム分 折 は新 しい シ ステ ムの設 計

補 助 とか システ ム 目的 の確 定 の た め に利 用 され る。 試行 錯 誤 的 ア プ ロー チ

に以 た もの と して は、 提案 され た シス テ ムのい くつ か の構 成 が与 え られ た

目的 を遂行 す るに 適 当 か ど うか を決 め る システ ム分 折 に使 用 され る もの が

あ る。

シス テ ム分 折 と シス テ ム設 計 の 手 順

シス テ ム分 折

① 分折 の た め の ア プ リグー シ ・ンの 選択

② 新 しい シス テ ムの 問題 点 を明 白 に し、 目的 を確 認 す る

③ シス テ ム調 査 も し くは可 能 性 の 検討 をす る。

④ 効果 的 設計 に 必 要 な すべ て の デー タを収 集 す る

⑤ 一般 的 シス テ ム設計 を実 施

⑥ 詳細 シ ステ ム仕様 、 実際 の プ ・グ ラ ミン グ、 テ ス ト、 シス テ ム設 置

の進 行 を監 視 す る

シス テ ム設 計

① 背 景 デー タ 問題 点 の ス テ ー トメン ト、 調 査結 果 、 勧 告

② 目的 に対 す る詳 述 、 シス テ ム機 能、 シス テ ム の利益、 設 置 ス ケ ジ ュ

ー ノレ

③

④

⑤

⑥

⑦

シ ス テ ム の 詳 細 フ ロ ー チ ャ ー ト

ハ ー ド ウ ェ ア 構 成 の 選 択

ソ フ トウ ェ ア に 対 す る要 請 の 説 明

す べ て の 入 出 力 の 定 義 と詳 解

そ の 他 の デ ー タ仕 様 、 例 え ば フ ァ イ ル 組 識 、 デ ー タ ・キ ャ ラ ク タ リ

●

■
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ス テ ィクス、 応 答時 間、 デー タの統 計(ト ラ フィ ック制 御)、 監 査 と

統 制、 計 算処 理(解 法 フ ォー ミュ ラ、 デ シジ ・ン ・テ ー ブル)そ して

フ ァ イ ル変 換 の ため の条 件 とい った もの の詳 細 説明

メー カーは カス トマー 援 助 と して、 シス テ ム分 折 の この分 野 にす ぐ対 応

で きる立 場 に あ るが、 これ がハ ー ドウ ェ ア選択 の 目的 では検 討 の 余 地が な

い こと は疑 うまで もない。 業 界 筋 で は 全 体 の プ ロ ジェク ト予 算 の10%方

が この フィ ー ジ ビ リテ ィ と シス テ ム分 折 に費や さ れ:こ れ は 数年 前 のo.5

%に 比 べ る と著 る し く向上 した と言 明 して い る。 この観 点 か らは独 立 系企

業 は シス テ ム分 折 に関 して は、 メー カー と向 かい 合 って もむ しろ有 利 な地

位 に あ る とい うこ とが 明 らか で あ る。

●

●

サ ー ビ ス 指 向 型 サ ー ビ ス 業

独 立 系 企 業 全 部 の 中 で サ ー ビ ス 指 向 型 ソ フ ト ウ ェ ア業 は ソ フ ト ウ ェ ア 産

業 の 最 大 の シ ェ ア を 占 め る も の で あ る 。 こ の 分 野 は 過 去3カ 年 間 に わ た っ

て タ ー ミナ ル の 利 用、 デ ー タ通 信 、 タ イ ム シ ェ ア リン グ の 段 階 的 採 用 で 急

速 に 前 進 を とげ て き た 。 この サ ー ビス 分 野 は 基 本 的 な い くつ か の 部 門 に 分

け られ る。

1)一 般 サ ー ビス ・ ビュ ー ロ ー

こ の サ ー ビス ・ビ ュ ー ロ ー は 自 己 所 有 の コ ン ピ ュ ー タ も し くは 要 員 を

擁 しな い ユ ー ザ ー に 一 般 的 バ ッ チ 処 理 と か オ ン ラ イ ン ・サ ー ビ ス を 提 供

す る こ と に よ っ て 存 在 し て き た 。 サ ー ビス ・ビ ュー ロ ー は 問 題 点 の 分 折

ソ フ トウ ェ ア ・プ ロ グ ラ ム の 開 発 、 定 常 的 に ユ ー ザ ー ・プ ロ グ ラ ム を ラ

ン さ せ る と い っ た サ ー ビ ス を 提 供 す る 。 こ れ ら企 業 が バ ッチ 処 理 に 加 え

て リア ル タ イ ム も し くは タ イ ム シ ェ ア ・コ ン ピ ュー タ ・サ ー ビ ス を は じ

め 出 した の は ご く最 近 の こ と で あ る 。 サ ー ビ ス ・ビ ュ ー ロ ー で1分 野 の

ア プ リケ ー シ ・ ン も し くは ユ ー ザ ー に 専 業 化 して い る の は 極 め て 少 な い 。

2)プ ア シ リ テ ィ ・マ ネ ー ジ メ ン ト
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こ れ は ご く最 近 に ス タ ー ト し た サ ー ビス で あ るが コ ン ピ ュ ー タ 施 設 の

完 全 な マ ネ ー ジ メ ン ト とス タ ッ フ提 供 サ ー ビス で あ る。 こ の た め ユ ー ザ

ー の コ ン ピ ュ ー ト ・サ イ トも し くは コ ン ピ ュ ー タが1か 所 以 上 の カ ス ト

マ ー を サ ー ビス す る リモ ー ト処 理 を 通 じ て 実 行 さ れ る。 ダ ラス に 本 社 を

置 くElectronicDataSystems社 は 完 壁 な フ ァ シ リテ ィ ・マ ネ ー ジ

メ ン ト ・サ ー ビ ス を 提 供 し た 最 初 の 企 業 群 の 中 の1つ で あ る 。 そ し て こ

の 仕 事 に業 界 の 注 目 を 集 め さ せ る重 要 な役 割 を 演 じた 。

3)タ ー ン キ イ ・シ ス テ ム ズ ・サ ー ビ ス

こ れ は フ ァ シ リテ ィ ・マ ネ ー ジ メ ン ト ・サ ー ビス の 改 良版 と も い うべ

き もの で あ る が 、 追 加 サ ー ビス と し て 、 シ ス テ ム の 完 全 な コ ン セ プ ト設

定 、 シ ス テ ム 設 計、 プ ロ グ ラ ミ ン グ、 ハ ー ド ウ ェ ア 調:達 、 設 置 、 テ ス ト

操 作 実 施 、 教 育 訓 練 、 そ れ に ド キ ュ メ ン テ ー シ ・ン を 含 ん で い る。

高 性 能 コ ン ピュ ー タ と エ ン ド ・ユ ー ザ ー ・タ ー ミ ナ ル 機 器 を 含 ん だ シ

ス テ ム の タ ー ン キ ー ・サ ー ビ ス を提 供 す る 場 合 は 非 常 に 広 範 な ハ ー ド と

ソ フ トの 技 術 能 力 の み な らず 、 当 該 産 業 の 特 質 とか カ ス トマ ー に つ い て

の 特 別 な他 の 性 格 を 良 く知 ら ね ば な ら ぬ 。 こ の タ イ プ の 仕 事 は 非 常 に 多

くの 問 題 が 派 生 す る た め 、 多 くの メー カ ー は 現 在 こ う した 契 約 を す る の

に 気 の り し て い な い よ う だ 。 この 結 果 、 逆 に大 型 の よ り一 般 的 に 力 の あ

る 独 立 系 企 業 に か な り の 機 会 を 一与 え る もの と な っ て い る。

タ ー ン キ イ ・サ ー ビス は 場 合 に よっ て 特 別 に設 計 さ れ た プ ロ グ ラ ム と

シ ス テ ム補 助 と同 時 に ミ ニ ・コ ン ピ ュ ー タ を 採 用 す る こ と が あ る 。 こ の

小 型 シ ス テ ム は 極 め て 標 準 化 さ れ た ア プ リ ケ ー シ ・ ン に専 門 に 使 わ れ 、

しか も タ ー ン ・キ ー ・シ ス テ ム の サ プ ラ イ ヤ ー に と っ て は 強 力 な 成 長 性

の あ る と こ ろ で 、 独 立 系 お よ び 小 型 機 メー カ ー(DECの よ うな)に 利

す る こ と に な ろ う。

4)タ イ ム シ ェ ア リ ン グ

タ イ ム シ ェ ア リ ン グ ・サ ー ビ ス は4つ の 共 通 した 特 徴 を 有 し て い る:

●

'

■

●
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a)複 雑 で 同 一 時 点 の ユ ー ザ ー とそ の プ ロ グ ラ ム

b)ユ ー ザ ー 、 プ ロ グ ラ ム の 相 互 間 の 独 立 性

c)シ ス テ ム と ユ ー ザ ー 間 の 会 話 型 の 対 話 に 対 す る応 答 が 速 い こ と

d)汎 用 の シス テ ム 能 力(同 時 に そ の 後 の ソ フ トウ ェ ア も)

こ の 分 野 は 異 常 な ほ ど の 比 率(1960年 代 中 期 か ら1970年 に は

年 率75%増)で 成 長 を 遂 げ て き た 。 タ イ ム シ ェ ア ・サ ー ビ ス に は 二 つ

の タ イ プ が あ る 。 す な わ ち計 算 処 理 と質 疑 指 向(Inquiryoriented)

で あ る 。 計 算 処 理 型 の タ イ ム シ ェ ア リ ン グ は 通 常 、 特 定 の い くつ か の 解

答 も し くは デ ザ イ ン ・コ ン セ プ トに対 し て オ ン ラ イ ン対 話 型 の ベ ー ス で

処 理 で き る 数 学 的 フ ォ ー ミ ュ ラ、 ア ル ゴ リズ ム 、 も し く はCAD

(ComputerAidedDesign)手 法 と い っ た ツ ー ル に ユ ー ザ ー が ア ク

セ ス す る とい う形 で あ る。 一 方 、 質 疑 指 向 型 は 一 般 的 に 瞬 時 オ ン ラ イ ン

・ベ ー ス で 質 問 が で き る 巨大 な デ ー タ ・ベ ー ス の 利 点 を 生 か した もの に

組 識 さ れ て い る 。 実 際 、 この 分 野 で は そ の デ ー タ ・パ ンク と サ ー ビ ス の

広 さ を ポ イ ン トに"デ ー タ ・ユ ー テ ィ リテ ィ'と し て 売 り込 ん で い る 企

業 もい くつ か あ る 。 こ の サ ー ビス は 通 常 メ ー カ ー お よ び 内 部 の ソ フ ト ウ

ア ・ス タ ッ フが 開 発 した 幅 広 い ア プ リ ケ ー シ ・ン ・パ ッ ケ ー ジ を 持 っ

て い る。 パ ッ ケ ー ジは す べ て 多 くの ユ ー ザ ー が 各 々 にそ の 特 別 な 必 要 に

よ る わ け だ が 一 度 に デ ー タ ・ベ ー ス に ア ク セ ス す る こ とを 許 す に 十 分 な

一 般 的 な も の で あ る
。

5)コ ン サ ル テ ィ ン グ ・サ ー ビ ス

コ ン サ ル テ ィ ン グ 会 社 は 普 通 前 述 の サ ー ビ ス お よ び 商 品 開 発 分 野 の ど

こか の 範 囲 に 含 ま れ る 。 例 え ば 、 コン サ ル テ ィ ン グ ・サ ー ビス は 経 営 諮

門 サ ー ビ ス(一 般 事 業 分 野)、 監 査(CPAペ ー ス 会 社 の 展 型)、 人 事

サ ー ビス(リ ク ル ー ト)、 テ ス ト ・計 測 、 モ チ ベ ー シ ョ ン ・サ ー ビス 、

ス タ ッ フ評 価 、 そ し て シ ス テ ム設 計 な ど多 くが 含 ま れ る。

コ ン ピ ュ ー タ 関 連 の マ ネ ジ メ ン ト ・コ ン サ ル テ ィ ン グ ・サ ー ビ ス は ま



「

L

－10一

た 意 思 決 定 、 長 期 事 業 計 画 、 財 務 分 折 、 特 定 プ ロ ジ ェ ク トの 管 理 、 製 造

エ ン ジ ニ ア リ ン グ と い っ た 分 野 で の マ ネ ジ メ ン ト効 率 を改 善 す る こ との

で き る コ ン ピュ ー タ ・ベ ー ス ・シス テ ムが 対 象 に な る で あ ろ う。 こ う し

た シ ス テ ム の 開 発 に は シ ス テ ム分 折 の 特 殊 な 技 法 、OR(Operations

Research)、 数 学 モ デ ル 、 コ ン ピュ ー タ ・シ ミュ レ ー シ ・ ン 、 コ ス ト

効 果 、 経 済 分 折 と い っ た 手 法 が 利 用 さ れ る 。

コ ン サ ル テ ィ ン グ ・サ ー ビ ス は 計 算 処 理 の 特 定 分 野 にお け る(マ ネ ー ジ

メ ン ト、 オ ペ レ ー テ ィ ン グ ・プ ロ セ ジ ュ ア を 含 む)効 率 と効 果 測 定 に 限

定 さ れ る か も し くは 、 か な り広 い 視 野(コ ン ピ ュ ー タ ・シ ス テ ム の仕 様

の準 備 、 契 約 条 件 の 公 平 な 評 価 、 装 置 、 要 員 とい っ た 点 で の 企 業 リ ク ワ

イ ァ メ ン ト調 査 な ど)の 場 合 も あ る 。

コ ジ ピ ュ 一 夕 ・ユ ー ザ ー は 自 社 の コ ン ピ ュ ー タ に 関 す る 各 種 の 需 要 を

満 たす の に単 一の企 業 に ま か せ る よ り も何 社 か を 利 用 し よ う と い う傾 向 が

増 え る も の と考 え られ る 。 とい う こ と は"ア ー チ テ ク ト型"の コ ン サ ル

タ ン トが 将 来 も っ と も大 き く望 ま れ る こ と に な ろ う。 ロシ ス テ ム ズ ・ア

ー チ テ ク ト ロは こ こ で は コン ピュー タ ・シス テ ム の 建 設 当 初 の 責 任 を取 り
、

そ の 後 シ ス テ ム が 運 用 状 態 に 入 っ た 後 に 継 続 的 責 任 を 確 保 す る よ うな こ

と を さ して い る 。 オ ペ レ ー シ ョ ナ ル な意 味 で の タ ー ン キ イ ・スペ シ ャ リ

ス ト と同 様 に ロシ ス テ ム ・ア ー チ テ ク ト ロの概 念 は シ ス テ ム を デ ザ イ ン

し、その 後す ぺ ての 責 任 を 引 渡 す コ ンサ ル タ ン トと、す で に 確 立 さ れ た 施 設

の 中 に あ っ て コ ン ピ ュ ー タ活 動 の す べ て の 点 に完 全 な 責 任 を 要 求 さ れ る

プ ア シ リテ ィ ・マ ネ ー ジ メ ン ト会 社 の 間 に は 何 ら か の 形 で 横 た わ る も の

で あ る。

◆

δ
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第2章 米国におけるソフ トウエア産業の概況

1.ソ フ'ト ウ ェ ア 産 業 の 特 徴

●

`

◎

1.1産 業 と市 場 の 成 長

急 速 に 拡 大 しつ つ あるデ ー タ 処 理 産 業 は ソ フ トウ エ ア 産 業 の 発 芽 を 育 ん

で き た。 ソ フ トウ エ ア が コ ン ピ ュ ー タ 能 力 を 拡 大 し強 化 す る こ とが 認 め

られ て か ら、 既 存 の ハ ー ドウ エ ア を 使 っ て 例 え ば コ ン ピ ュ ー タ ・メ ー カ

ー 側 で は 研 究 開 発 投 資 の 削 減 とか 製 造 コ ス トの 引 き下 げ
、 ま た コ ン ピ ュ

ー タ ・ユ ー ザ ー で は 頻 繁 に ハ ー ドウ エ ア を 買 い か え な く と も良 くな つ た

こ と を 通 じて い くつ か の 改 善 を な し とげ て き た。 また そ れ は 投 資 に 対 す

る 高 い お 返 し を 結 果 的 に得 る と い う点 で 既 存 コ ン ピ ュ ー タ の 能 力 の よ り'

効 果 的 利 用 を 意 味 した。

1960年 代 に 、 コ ン ピ ュ ー タ の 性 能 を 厳 秘 に す る と称 し同 時 に フ レ

キ シ ブ ル な 調 整 の 道 具 に 使 う こ と もあ っ て ハ ー ドウ エ ア と こ み で 販 売 さ

れ た。 し か しな が ら、 過 去3カ 年 間 に、 ソ フ トウ エ ア は そ れ 自 身 が 産 業

と し て 登 場 して く る こ と に な り ソ フ トウ エ ア とサ ポ ー ト ・サ ー ビ ス は

1969年 に ハ ー ドウ エ ア 販 売 を80億 ドル(2兆6,800億 円)も し

の ぐ こ と に な つ た(コ ン ピ ュ ー タ 販 売 は65億 ドル ー2兆4,400億 円 、

サ ポ ー ト ・サ ー ビ ス は145億 ドル ー5兆2,200億 円 で うち13億 ド

ル(4,680億 円)は ソ フ トウ エ ア)。

業 界 筋 で は1979年 ま で に、 ソ フ トウ エ ア 販 売 は110～140億

ドル(3.4～5兆 円)に 達 す る と し、 ハ ー ドウ エ ア は.200億 ドル(7.2

兆 円)弱 と相 対 的 に レベ ル が 落 ち、 サ ポ ー ト ・サ ー ビ ス は600億 ドル

(21.6兆 円)と 伸 長 す る だ ろ う とみ て い る。
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1.2独 立系 ソフ トウエ ア会 社 の 数 と新規 進 出 企業 の年 間参 入 率

1968年 にEDP市 場 には 約1,000社 の 独立 系 ソフ トウエ ア会 社

が あ る と推 定 され て い る。 この トータ ル の うち100社 は 株 式 が公 開 さ

れ てお り、 既 存 企 業 か ら飛 び 出 した有 能 な 人 材 に よる新 会 社 の設 立は ハ

ー ドウエ ア と ソフ トウ エ ア両 面で 今後 も続 く もの と予 想 され るが、 その

テ ンポは かな り低 い もの にな りそ うで あ る。

新 規進 出企 業 の形 成 は 市 場成 長 率の年 率25%に 対 応 して発 生 す る こ

とは 考 え られ る(い くつ か の失 敗 、 合併 、 そ の他 の理 由 に よ る事 業 中 止

を 考慮 に入 れれ ば、 過 去 数 力年 間の 実 質 的平 均 比率 は20%に 近 い もの

にな つて い るだ ろ う)。 しか しな が ら、 新 規 企 業 の創 業 テ ンポが 急 落す

る との 見 通 しが、 第3世 代機 が よ り適 当な プ ログ ラム ・レベ ル をつ け て

供給 され、 一 方 で米国 経 済 の一 般 的傾 向 が鈍 化 を続 け る とい っ た理 由 で

出て い る こ と も事 実 で あ る。

ソフ トウ エ ア会 社 の企 業 合 併 とか 乗 っ取 りの 傾 向(い くつ か の 錯綜 し

た 理 由で)は 強 くな る で あ ろ う。 あ る業 界 オ ブザ ー バ ーは 米国 の ソフ ト

ウエ ア会社 の数 は1966年 の1,130か ら1971年 には'565社 ま

で す な わ ち3年 間 で50%に 減 って しま うだ ろ う と推 定 して い る。

新 規進 出 企業 を 許 す新 しい需要 とか機 会 は 第 四世 代 機 の 発 表 に と もな

つ て姿 を現 わ す だ ろ うが、 た とえ そ う として も大 き な イ ンパ ク トで はな

い だ ろ う。 学 卒 の プ ログ ラマ ー とか シス テ ム ・ア ナ リス トは よ り精 緻高

度 な 分 野 で の そ の 技 術 的能 力 と共 に人 材 の 供 給 増 に も結び つ くこ とにな

る。 コ ン ピュ ー タ ・メ ー カ ーは そ の ソ フ トウエ アが 準備OKに な る前 に

市 場 に第 四 世 代 機 を 発 表 す る こ とには しぶ つて い る。1970年 代末 に

向 か って 小 規 模 な ジ 。ブ ・シ ョップに よつ て供 給 され るブ ・グ ラムの需

要 は そ の存 在 を 支 え るだ ろ うが、 た ぶ ん 多 くの新 規 プ ログ ラ ミン グ ・サ

ー ビス 企業 の成 立 を 促進 す る まで には い か な い だ ろ う。

●
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1.5限 られ た 特 定 力 ス トマ ー に よ る大 型 の 単発 契 約へ の 依 存

特 に小 企 業 につ い てだ が、 大 手 に お い て もい くつ かの企 業は 契 約 の キ

ャ ンセル とか 非 継 続 の 仕事 に対 して 弱い とこ ろを 持っ て い る。 プ ログ ラ

ミング ・サ ー ビス の最大 に して かつ もっ と も影 響 力 のあ るバ イヤー(買

い 手)は 各 官 庁 を含 む連 邦 政府 で あ る。 この分 野 に お け る独 占形 態 は他

の産 業 で は 通 常 見 られ ぬ 構造 的 特徴 を現 出 させ て きた。 中 には 完 全 に単

一 の 政 府機 関 に依 存 して い る企業 もあ り、 全 部 では な い が、 ほ とん どの

収 入 の リス ク ・ロスが官 庁 の予 算削減 に あ る とい つたケ ー ス もあ る。

しか し、 同 時 に政 府 相 手 の事 業の 面 白味 もあ るわ けで、 例 え ば、 政 府

の 仕事 は ソフ トウエ ア会 社 に とっ て専 売 制 ソフ トウエ アの ロ研 究開 発'

の 契機 と して使 わ れ る こ とが しば しばで あ る。 こ うい つた こ とか ら、 官

庁仕 事 がせ い ぜ い トン トンの 利 益 しか 出な い なが ら もそれ が そ の会 社 を

民間需 要 の 市 場で より強い立場に導 くといったことになる。 一 度経 験 が あれば

政 府 の仕 事 を キ ー プ して い くのは 割 合 易 しい が、 そ う した 仕事 は 定 期 的

に 予 算縮 少 にみ まわ れ る運 命 に あ る。 む ろ ん 民間 需要 市 場 で も大 口契 約

の 場合 は つ ね に同 じよ うな リス ク の あ る依存 関 係 が存 在 す る。

1.4要 員 不 足 の問題 点

コン ピ ュー タ部 門 の人 的 資 源 の不 足は 独立 系 ソフ トウ エ ア会 社 に とっ

て 極め て 重 大 な要 素 とな つ て きた。 こ うした 要 員不 足は ユ ー ザー に も複

雑 な デ ータ 処 理 問 題 を 解決 す る に外 部 のタ レ ン トに委 託 す る よ うに し向

け て きつ つ あ る。 また、 独 立 系 ソフ トウ エ ア 会社 の能 力 もい か に十 分な

ス タ ッ フを 確 保 す るか にか か つて い る。 一 般 的 にい っ て コ ンピ ュータ 産

業 の特 徴 の一 つは 個 人 の 職場 移 動 が 極 めて 多 く、 会 社 か ら会 社へ 給 与の

ア ッ プ と報 酬 を求 め て さま よ う。 大企 業 に とっ ては、 割 の 良い給 料 と利

益配 分 、 株 の オ プ シ ョン制 な どで 従 業 員 の確 保 に努 め て い る。

要 員不 足 が 独 立 系 ソ フ トウ エ ア会 社 の成 功 と成 長 に 貢献 してい る とは
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い うもの の、 同 時 に また常 に 目 を離 せ ぬ 問題 源 とな つて きた。 一 つ には

シス テ ム ・アナ リス トとプ ログ ラマ ー の移 動性 は 健 全な人 事 ポ リシー と

ス タ ッフを保 持す るた め の 寛容 な報 酬 を 出 す ことが 要求 され る。 最 近 ま

で ソフ トウ エ ア分 野 で 会 社 を創 業 す る こ とは 他 の 会 社 に移 動 す るの と同

じ ぐらい容 易で あ る とい うこ とで ソフ トウ エ ア会 社 のス タ ッフ に 常 に大

きな 力 とな っ て いた。 こ うした状 勢 は一 般的 な 経 済 の低 迷(産 業 の縮

少 と新規 事 業 開始 資金 の 入 手 が 極 端 に難 か し くな ったた め)と 新 世 代 コ

ン ピュ ータ 装 置 の発 表 まで の過 渡 期 とい った こ とが理 由 とな つて 昨年 あ

た りは かな り緩和 され た。 この シ ス テ ム ・ア ナ リス トとプ ログ ラ マ不 足

の も う一 つ の結 果 は 企 業 が 内部 の 力 の充 実 と内部 の促 進 の機 会 を増 す も

の と して要 員の 訓 練、 教 育 に対 す る関 心 を増 大 させた こ とで あ る。

2.ソ フ トウ ェ アに影 響 を及 ぼす コ ン ピュー タ産業 の動 向

2コ コン ピユ一 夕 ・ハー ドウエ ア お よび ア プ リケー シ ョン の複 雑 化 とユ ー

ザ ー に お け る高 度 精緻 化

コン ピュ ータ ・ハ ー ドウエ アは これ を利 用 す る ソフ トウエ ア以 上 に極

め て急 激 に そ の複 雑 性が 増 してい る。 第2図 、 第3図 は 各 々tt展 型 的 シ

ス テ ムnす なわ ち1つ は 数年 前の バ ッチ ・シス テ ム、 も う1つ は現 在 の

代 表 的 シス テ ムが どれ だ け複 雑 にな っ た か を グ ラフ に示 した もの であ る。

幸 い だ この よ うな シス テ ムを適 用 す るユ ー ザ ーが そ の 高度 化 を成 し とげ

て い る こ とで、 ま た ソフ トウ エ ア技術 も改善 され て きた。 しか し、 な お

現在 の シス テ ムズ ・ア ウ トプ シ トとア プ リケー シ ョン ・ニー ズ の 間 の ギ

ャ ップは 拡 大 し、EDPマ ネ ー ジ ャーは 継続 的 に シス テ ム能 力 を増 加 さ

せ るべ く責任 が 課 せ ら れて い る。

第3世 代へ の コ ンバ ー ジ ョン もまだ一 部分 が完成 され た だ け で あ つ て、

現 在、IBM360で 実 行 さ れ て い る プ ロ グ ラム の 約80%は い

ま だ に"シ ュ ミ レ 一 夕'・ モ ー ド"で ラ ン ク さ れ て お り、 これは 演 算

▲

◆
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ス ビー ドの 外 は 新 型 機 の 特 徴 で ある 利 点 を 全 く利 用 せ ず に 新 型機 に

移 行 して きた こ とを意 味 して い る。 ソフ トウエ ア ・ビジ ネス の 複 雑 精緻

化 に向 か う傾 向 の 関 連は 次 の よ うな もの であ る。 、 ベメ

・ソフ トウエ ア ・サ ー ビスの 潜 在 市 場性 は い まだ 極 め て 高い。
,,ジ?

・1つ 前 の仕 事 で 得 られ た 特 殊 な専 門知 識 に対 す る プレミアムを さ らに取

れ る。 ・t.i E::

・ユー ザ ーは 個 々バ ラバ ラにサ ー ビス を受 け る よ り優 位 な地 位 に立 て る。

また 自分 の要 望 を よ りは っ き りさせ る傾 向 もあ り、 同 時 に よ旦買 いパ

ー フ ォマ ン スを 要 求 して い る。 .一、、

・ユ ーザ ー が適 切 な"ソ フ トウエ ア'パ ッ ケー ジ ロを利 用 す る能 力 また

その 利益 と新 機 軸を 理 解す る力 は 伸び てお り、 理 解 しや す い そ ッケー

ジは 極 め て 良 く売 れ る。/ t∵ 」

)'c・

2.2新 しい ア プ リケ ー シ ョ ン分 野 の進 展 が 加速 度 的 に 現われ る

新分 野の 情 報技 術 の 利 用 は大 きな成 長 を見 せ て お り、 新 しい成 長株 の

ア プ リケー シ ・ン と して 以下 の 分野 が有 力視 され てい る。

・工 業 オ ー トメ ー シ ョ ン

・商業 ベ ー ス の情 報 サ ー ビス

・州 ・地 方 政 府機 関 に対 す るサ ー ビス

・情 報 格納 と検 索(IR)

・情 報 お よびオ ペ レー シ ョナ ル 目的で の教 育 分 野

・通 信ベ ー ス情 報 シス テ ムの拡 大

・航 空 ・宇 宙

・医 学、 病 院 シス テ ム

一:・ ・、

先 進 的で も し くは 精緻 な ソ フ トウ エ ア能 力 を売 る企業 に とっ て、 新 し

い言 語 の開 発、 そ れ が 必 要 とされ る新 分 野 で の 言語 開 発へ の 関心 は 世俗

的仕 事 の 効 率以 上 に利 用 価値 が あ るか ど うか 確 か め るべ きで あ る。 他 方

e
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で、 バ イヤ ー は よ り売 れ 行 きが 良 くな り、 ソフ トウエ ア分 野 で 競 合 が激

化 す るに つ れ て、 新 しい仕事 の 大 きな機 会 を 内 蔵す る新 しい分 野 が生 ま

れ て くる。 根本 的 に、 これ ら の新 しい ア プ リケ ー シ ョンは ソフ トウ エ ア

産 業 に お け る顕 著 な成 長性 を保 証 す る もの で あ る。

2.5コ ン ピュ ー タ産 業 の 技 術的 成熟

コン ピ ュー タ 産業 の成熟 度 合 い は検 討 され るぺ きだ が、 新 製 品発 表 が

遠の きつ つ あ る事 実は 一 般的 に認 め られ つ つ あ るが、 これは ユ ーザ ー と

メ ー カー の機 器 世 代 の 間に か な り長 い 期 間 のあ る こ とを示 す もの で あ る。

こ の機 器 の 世 代 間 の期 間 に よ って で て くる ユ ーザ ー を 征 服す る必 要性 お

よび メーカーの ソフ トウエ アの 問題 点 な どが ソフ トウエ ア会 社 に は利 益 と

して 反 映 され て い るが、 商 品 開発 コ ンセ プ トの ス ロー ダ ウ ンは 業 界 に取

って 好 ま し くな い形 に働 く。

■
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図2パ ッチ処 理システムの例(1964年)
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図3TSSシ ス テ ムの例

コス トを カ ッ トす るた め に コ ン ピ ュータ'メ ー カ ーは内 部 の力 に頼 る

こ とを試 みつ つ あ り、 このた め外 部 の ソフ トウエ ア会 社 に 依存 しな くな

っ て きて い る。 また 新機 種発 表 が 間 遠 くな っ てい る こ とは 、 ユ ーザ ー が

こ う した ソフ トウエ アの 問題 点 に よ り冷 静 でか つ理 知的 な ア プ ロー チ を

許 す 形 を譲 成 して い る。 これ は ユ ー ザ ーが 真 正 直な 問 題 には ソフ トウエ

ア会 社 とい つた外 部 の助 力 を うけ ず、 もっ と複 雑精 緻 で進 ん だ ア プ リケ

ー シ ョンに 援助 を 求 め る傾 向 に あ る こ とを 示 して い る。

2.4コ ンピュ ー タに 比 べ て 周辺 機 器、 ター ミナ ル装 置 が 成長 す る

デ ー タ ・タ ー ミナル が 将 来 の コ ン ピュー タ'シ ス テ ムの 重要 な 部 門 と

な り、 本体 に ・ぶ ら下 げ る 目周 辺機 器 の数 が今 後急 激 に増 え る こ とは 明

白 にな って きて い る。
,、

ソフ トウエ ア分 野 に とって、 こ う しだ 進 展は2つ の プ ラス 面 の関 りあ
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い を 持 っ て い る。

・こ う した よ り複 雑 な 機 器 構 成 に な る シ ス テ ム は 性 格 か らみ て
、 よ り精

緻 な もの に な り、 こ れ に は 外 部 の ソ フ トウ エ ア 援 助 が 頻 繁 に 要 求 さ れ

る 種 類 の ア プ リケ ー シ ョ ン が 含 ま れ て い る。 こ れ らの シス テ ム は ま た

制 御、 ス ー パ ー バ イ ザ ー 、 エ グ ゼ ク テ ィ ブ ・プ ロ グ ラ ム に よ り厳 重 な

要 求 を 持 つ もの で あ る。 こ の 結 果 、 そ の ユ ー ザ ー は 特 殊 な エ グ ゼ ク テ

ィ ブ も し くは 制 御 プ ログ ラ ム、 ま た は メ ー カ ー の 手 で 提 供 さ れ る汎 用

パ ッ ケ ー ジ に 代 る こ との で き る パ ッ ケ ー ジ を 使 うこ とに な ろ う。

・タ ー ミナル と周 辺装 置の主 な製 造 者 の1つ は今 後 と もコン ピ ュ ータ ・

メ ー カ ーで あ ろ う。 しか しなが ら、 デ ータ処 理 お よび通 信 分 野 の特 定

分 野 と同 様 に汎用 も中小 独立 系企 業 が サ ー ビス す る分野 も急 速 な ピ ッ

チ で 拡大 し、 メ ー カー との競 合 力 を増 して くる こ とに な ろ う。

2.5タ イム シェア リン グ、 オ ン ライ ン ・ア プ リケ ー シ ョン、 リア ル タイ ム

・シス テ ム の増 加

これ まで に述 べた タ ー ミナル 市場 の成 長 はタ イ ム シ ェア リング ・サ ー

ビ ス'オ ン ライ ン'ア プ リケ ー シ ョン、 そ して リアル タ イ ム ・デ ータ 処

理 とい つ た 第3世 代 機 で 可能 にな つ た もの の 急 増 を 直接 反映 した もの で

あ る。

こ う した 技 術 に よつて 支 援 され た ア プ リケー シ ョ ンは継 続 的 に開 発 さ

れ て きた し、 また 産 業 界、 教 育 界、 官 界、 そ して 民間 で広 く受 け入 れ ら

れ づ っ あ る。 そ う した シス テ ムは よ り便 利 で 柔軟 性 が あ るだ け でな く、

シス テ ムか らユ ーザ ーへ の 応答 のす 速 さ と瞬 間 的 な 援助が しば しば人 間

の 効 率 さえ も改 善 す る こ とにな る。

こ う した シ ス テ ムは 設 計 にかな りの 金 を 食 うが、 量 的大 き さ と施 設 共

有 が オ ベ レー シ 。 ンル ・コス トを 削減 に導 い て お り、 多 くのタ イ プの ア

句



r19一

プ リケ ー シ ョ ン が こ う した シ ス テ ム で 実 行 され て い る。 こ れ ら に は 情 報

サ ー ビス 、 デ ー タ 収 集 、 メ ッ セ ー ジ 交 換 、 リザ ー ベ ー シ ョ ン ・シ ス テ ム、

株 式 ブ ロー カ ー、 金 融 ア プ リケ ー シ ・ン、 環 境 制 御 と い つ た もの が あ る。

6

●

5.ソ フ トウェア産業における最近の研究開発

5.1ア ン バ ン ダ リ ン グ

ソ フ トウ エ ア 産 業 に お い て1969年 に あ った も っ と も際 立 つ だ 事 件

は1969年6月23日 のIBMに よ るハ ー ドウ エ ア と ソ フ トウ エ ア を

分 離iす る とい う発 表 、 い わ ゆ る'ア ン バ ン ダ リン グnと して 一 般 的 に い

わ れ て い る 決 定 で あ る。Buvroughs社 は 現 実 的 にはIBMよ り先 に ア ン バ

ン ダ リ ン グ に 入 っ て お り、SciertificDataSystems(現 在XDS)

は 何 年 間 か 前 か ら 価 格 分 離 を し、CDC(ControlDataCorp)社 は大

型 機 ユ ー ザ ー の 要 求 に 関 連 して 一 部 ア ン バ ン ダ リン グ を 実 施 し て い る。

但 しCDCと は 逆 にIBMは 大 型 機 を ア ン バ ン ダ リン グ か ら除 い て い る。

IBMが1969年6月23日 に 発 表 した 内 容 は 次 の 通 りで あ る。

・ シ ス テ ム ・エ ン ジ ニ ア リ ン グ ・サ ー ビス イ ン ス ト レー シ ョ

ン 時 のIBMの 援 助 とIBMデ ー タ 処 理 機 器 の 利 用 は 料 金 対 価 支 払 い

を ベ ー ス とす る。 しか し、 シ ス テ ム ・エ ン ジ ニ ア リ ン グ ◆サ ー ビ ス へ

の 料 金 は1970年1月1日 以 前 の カ ス トマ ー に つ い て は そ れ ら サ ー

ビ ス が ア シ ス タ ン ス と し てIBMに 同 じで 、 カ ス トマ ー は こ の 発 表 前

に 相 互 に 計 画 さ れ た もの を 延 期 す る。

・ カ ス タ ム 契 約 サ ー ビス .IBMは シ ス テ ム設 計 、 分 析 とア プ

リ ケ ー シ ョ ン、 プ ロ グ ラ ム 開 発 、 シ ス テ ム ・イ ンス ト レ ー シ ョ ン と評

価 の 分 野 で カ ス タ ム契 約 サ ー ビス を 請 負 う。

・ プ ロ グ ラ ム す べ て の 新 しいIBMプ ロ グ ラ ミ ン グ の 発 表 は

SCP(SystemControlProgramming)も し くはPP(Program

Products)の ど ち ら か に分 類 さ れ る。 但 し現 在 の タ イ プ1プ ロ グ ラ
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ム の あ る 種 の 改 善 とか モ デ ィ フ ァ イ を 除 く。

・ プ ログ ラ ム ・プ ロ ダ ク ツ これ は 言 語 コ ンパ イ ラ
、 汎 用 ユ ー

テ ィ リテ ィ ・プ ロ グ ラ ム ・ア プ リケ ー シ ョ ン ・プ ログ ラ ム とい つ た ユ

ー ザ ー の 仕 事 に対 す る シ ス テ ム ・ア プ リケ ー シ 。 ン に 関 連 し た もの で

IBMProgramProductsの ラ イ セ ンス 契 約 の 下 で 各 々の 料 金 制

に よ り提 供 され る。

・ シ ス テ ム 制 御 プ ロ グ ラ ム シ ス テ ム の 操 作 とメ ン テ ナ ン ス に

基 礎 と し て 必 要 な ロー デ ィ ン グ、 イ ニ シ ャ ラ イ ジ ン グ 、 ス ケ ジ ュ ニ リ

ン グ、 ス ー パ ー バ イ ジ ン グ、 デ ー タ ・マ ネ ー ジ メ ン ト と い っ た もの で、

無 料 で 提 供 され る。

F.G.Rodgers

Presideht

DataProcessingDivision

IBMCorporation

June23,1969

1BMに 対 す る ユ ー ザ ー か ら の 観 点 は、 この 発 表 の 結 果 は 価 格 上 昇

で あ っ て 、IBMの 価 格 は 次 の よ うな 重 み づ け で 決 まる 形 を取 って い る。

す なわ ち、約3分 の2は 販 売 サー ビK3分 の1が 利 益 と事業管 理 費
、6分 の1

が ソ フ トウ エ ア、 残 りの6分 の1は ハ ー ドウ エ ア 製 増 原 価 と な っ て い る。

こ う した 内 訳 け か ら、 シ ス テ ム ズ ・エ ン ジ ニ ア リン グ、 教 育 訓 練 サ ー ビ'

ス 、 ア プ リケ ー シ ョ ン ・ソ フ トウ エ ア が 取 り除 か れ て も、 ユ ー ザ ー に と

っ て は 発 表 され た コ ス ト値 下 げ よ りは る か に大 き な コス トを 移 しか え る

に す ぎ な い。

IBMの 発 表 後NationalCashRegisterとCDGが こ れ に な ら

い 、RCAは オ プ シ ョ ン で ア ン バ ン ダ リン グ を、 そ し てGEと ハ ネ ウ エ

ル は 大 手 メ ー カ ー の 中 で は 単 一 包 括 価 格 政 策 を 取 る もの と して 残 っ た 。

あ る 業 界 の 消 息 筋 は 本 体 メ ー カ ー の 一 般 的 傾 向 は 他 の 方 向 す な わ ち 包

■

■

●
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括 契 約 に 残 る と予 測 して い る。 しか しな が ら、 長 期的 には 主 力 メ ー カー

の す べ ては ユー ザ ー が 多彩 な コ ン ピュ ータ 需 要 を満 たす た め に1社 よ り

は 幅 広 い 多 くの会 社 の要 求 に従 が わ され る こ とか らア ンバ ンダ リン グ を

指向 す るで あ ろ う。

IBMの 価 格 分 離 の影 響 力 す べ て を予 想 す るの は 難 か しい。IBMの

動 きは 独立 系 ソフ トウ エ ア会 社 に対 して、 これ までは 制限 され て きたO

S(OperatingSystems)、 シス テ ム ・サ ポ ー ト、言 語(第3章 参照)

とい っ た市 場 で対等 に 競合 す る道 を 開 いた。 一方 、 ソフ トウエ ア会社 は

逆 にIBMの ソフ トウ エ ア能 力 の 全機 動 力、とくに、も しIBMが パ ッケ

ー ジ分 野 で もつ と積 極的 に進 出す るこ とを決 めれ ば、 真 正 面 か ら ぶ つ か

る こ とに な る。

しか しな が ら、 カ ス タ ム ・ソフ トウエ ア ・サ ー ビス(プ ログ ラム開 発

契 約 とア プ リケ ー シ ョ ン ・コ ンサル テ ィ ング の コン ビ ネー シ ョ ン)を 提

供す る会 社は ソフ トウエ ア業 界 の他 の部 門 に比 べ れば さほ ど大 き い影 響

は 受け な い だ ろ う。 第1に 、IBMが 設 定 した3時 間1ユ ニ ッ トの66

ドル、84ド ル、105ド ル の料 金 率 は 多 くの場 合 に考え られ る 問題 と

が 専 門技 術 の 水準 か らみ れ ば そ れ ほ ど安い とは 考え られ な いた め で あ る。

した が つ て、 こ うした 政策 を 実 施す る こ とに よ り、 ユー ザ ーはIBM

の シス テ ムズ ・エ ンジ ニ アを よ り注 意 深 く監 視 し、 これがIBM組 織 自

身 にふ る い 落 され る もの が 出 て こよ う。 長 い 目でみ れ ば、IBMは コ ン

サ ル テ ィン グの 多 くの 分野 で、 それ を提供 す る も う一 つ の ソ ース であ る

だ け で、 もは や唯 一 の もの で も、 その 独 占者で もな い。

メ ー カ ー とソ フ トウ エ ア会 社 間 の 競 合 につ い ては 次の 章 で 詳 し く述 べ

る ことにす る。

5.2専 有 権 付 プ ログラ ム ・パ ッケ ー ジ

専有権 付 ブ・グラム ・ソフ トウェアは独 立系 会社の 関心 が増加 している とともに
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活 況 を 呈 して 分 野 で あ る。専有権 付 プロ グ ラ ム は ほ と ん ど の 単 一 ユ ー ザ ー

向 け プ ロ グ ラ ム に 比 べ て 、 よ り広 範 な ユ ー ザ ー ・ベ ー ス に 魅 力 を 感 じ さ

しめ る た め デ ザ イ ン と ア プ リケ ー シ 。 ン とい う意 味 で 標 準 化 され た も の

で あ る。 厳 密 に い え ぱ 、 多 くの タ イ プ の プ ロ グ ラ ム が 専 売 制 と呼 べ る。

メ ー カ ー 提 供 の コ ンパ イ ラー 、OS、 ユ ー テ ィ リテ ィル ー チ ン は す べ て

マ ル チ ・ベ ー ス で 使わ れ て お り、 汎 用 ア プ リケ ー シ ョ ン ・パ ッ ケ ー ジ の

民間 用 は ま た メ ー カ ー の 手 で 主 に ハ ー ドウ エ ア購 入 動 機 を 刺 激 す る た め

に 開 発 さ れ て きた 。

しか しな が ら、 多 くの ユ ー ザ ー に 売 る た め 大 が か り に ロざ 一 シ ッ ク"

プ ロ グ ラ ム やnア プ リケ ー シ ョ ン ・パ ッ ケ ー ジOが リス ク を 覚 悟 で 作 ら

れ る よ うに な つ た の は 最 近 の こ と で あ る。 独 立 系 ソ フ トウ エ ア 会 社 は い

ま だ に 主 力 を 単 一 目 的 プ ロ グ ラ ム に 置 い て い るが 、 専 売 制 ソ フ トウ エ ア

の あ る特 質 は ユ ー ザ ー とサ プ ラ イ ヤ ー 双 方 に 利 益 を 提 供 して い る。

▲

オ

提 供業 者 に とっ ては、 単一 パ ッケ ー ジの 多 量 販売 を可能 と し、 極め

て多 額 の 収 入 を 現 実 の もの と し、 サ ー ビス も し くは 契約 事 業 で 先 天 的

な ロ低 いテ コ作 用"の 問 題 を 征 服 で き る。

ユー ザ ーは ソ フ トウ エ ア需 要 を低 い コス トで 同 時 に 自社 内 の開 発 施 設

な しに満 た す こ とが で き る とい う利 益 が あ る。

こ う した事 業 の状 況 で極 めて 特 徴的 な い くつ か の 点 があ る

・ 専 有権付 ソフ トウェア の 開発 コス トは 単 一 目的 の ソフ トよ り高 くつ く。

モ ジ ュ ラ リテ ィを要 求 され る こと も設 計 とイ ン プ リメ ンテ ー シ ・ンに

大 きな 問題 を誘 う。 そ こで コス トは ほぼ2倍 に 及ぶ こ とに なる。

・ かな りつ つ か りした マ ー ケテ ィ ング能 力 が 要 求 され る。 販 売 陣は こ

の市 場 が カス トマ ー との 契 約 に よる仕 事 よ りも積 極 的 に動 か ね ばな ら

ぬた め広 告 活動 とか各種 の 広い 文献 整備 の支 援が 必 要 で あ る。

`

●
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・ セ ール ス事 後 援助(ユ ーザ ー に プ ログ ラム を適用 させ るた め の)と

継 続 的 な サ ポ ー ト関 係 は カス トマー との関 連 の 上に地 域 的 パ タ ー ンで

要求 され る。

● ソフ トウ エ アの 法的 保 護は い まだ に確 立 され て いな い
。 またサ プ ラ

イ ヤー は そ の権 利 を侵 害 され る に適 切な 手 を持 っ てい ない。

・ 標 準 化パ ッケー ジ のユ ー ザ ーは 特 殊 な プ ログ ラムの 制 限 に従 わ され

る こ とにな る。

こ う した フ ァクタ ーは 専有権付 パッケー ジが 万能 薬 で な い こ とを 明 らか

に して い る。 こ うした結 果 を伴 な う実 際 の経 験は 経 験 をベ ー ス で 結果 を

導 き出 す に は あ ま りに も断片 的 で あ る。 しか しな が ら、 我 々の 期待 は こ

の分 野 が コマ ー シ ャル ・マ ー ケテ ィ ングの 強 化 とプ ロダ ク ト ・デ ザ イ ン

能 力 に よ り成 長 し ソフ トウエ ア会社 の大 き な収 入 源 にな る こ とで あ る。

パ ッケ ー ジ ・プ ログ ラ ム ・ア プ ロー チは 次 の フ ァクタ ー に よっ て利 益 が

出 て く る。

・先 進 的 な ソ フ トウエ ア技術 が その 適 確 性 と適 応 性 を増 加 して い く
。

・ユ ーザ ー の 高度 化 が こ うした パ ッケ ー ジ の適 切 かつ 効果 的 な利 用 を

裏打 ち す る。

・パ ッケ ー ジの マ ー ケテ ィン グ と販 売事 後 援助が 改 善 され る
。

これ らは ソフ トウエ ア産 業 に とって は一 般的 に有 利 に働 く前 進 と して

み ら れ る もの だ が、 専 売 制 プ ロ グ ラムは 独立 系 ソフ トウエ ア会 社 と同 様

に コ ン ピ ュー タ ・メ ー カー に とって も極 め て 興 味 をそそ られ る分 野 であ

る。

ろ、5専 有権 付 ソ フ トウェ アのた めの 法 的 保 護

専有権付 ソフ トウェア の法 的保 護 につ い て 現 在討 論 され て い る こ とは通

常3つ の法 的 形 態 か ら 考え られ る潜 在 的保 護 を探 る こ とであ る。 す な わ

ち 特 許、 著作 者 、 商 業 機 密 で あ る。 そ れぞ れ 一 般 的 に何 が 該 当 す る か に
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つ いて うま くい っ てい な い。 調 査 は も し何 か適 当 な代 替案 もし くは 折 衷

案 が適 用 で きる のでは な いか とい うこ とを決 め るた め に実 施 され て きた・

現 在、 情 勢 は特 許 もい くつ か の プ ログ ラ ムにつ いて は 可能 で、 著作 権

で はか な りの もの が保 護 され つ つ あ り(一 般 的 にむ しろ弱 い保 護 で あ あ

るが)さ らに商 業 機 密 で もい くつ か(そ の欠 陥 を指適 す る人 は 多 いが)

が処 理 されて い る とい つ た 段 階 で あ る。 専有権付 ソフ トウェア の法 的保 護

に関 した 解決 法、 質 問 の カバ レー ジは 急 速 には 起 き て こない し高 ま り も

しな いだ ろ う。

次 にの べ る論 議 は特 許 化 の ア プ ロー チ(プ ログ ラム、 手法)の 特 許 化

が、 と くに よ り共 通 の シス テ ム、 ア プ リケ ー シ ・ン分 野 では 、 困 難 も し

くは 獲得 が不 可能 とい う見方 を 裏 づ け る もの であ る。 シス テ ムズ ・ソ フ

トウ エ アは2つ の主 な理 由 で シス テ ム ズ ・メ ー カー の範 中 に残 る。 そ れ

は、 メ ー カーは ハ ー ドウ エ ア ・シス テ ム/ソ フ トウエ ア ・シス テ ムの 販

売 選択 を 自か ら制 御 で き る し、 また 診断 ル ーチ ンに関連 した ソ フ トウエ

ア ・シス テ ムは シ入 テ広 ・デ ザ イ ナー とメ ー カー に よ って取 扱 わ れ るの

が最 上 の道 であ るた めで あ る。 した が って、 この分 野は 発 明 とか特 許 開

発 で は メ ー カー が もつ と も有 利 な位 置 につ くこ とに な る。 しか しな が ら

共 通 ア プ リケ ー シ ・ ン分 野は 、 実態 的 に重 要 な状 況 が認 め られ、 さ らに

心 理 的 プ ロセ ス の ア プ リケ ー シ ョンが打 ち 立 て られ る よ うな、 現 在 の 法

律 で は 特 許化 で き ぬ分 野 で あ る。

一般 的 に、 次 の よ うな状 況 が 現 在 の ソフ トウエ ア保 護 の 実 態 に あ ては

め られ る。

a著 作 権 はn書 いた もの 「「の形 を保 護 す る。 マ イナ ー ・チ ェ ンジ も し

くは 選択 的 ア プ ロー チ は 保護 の形 態 か ら回 避 され る。専有権付 プログラ

ムを書 く時の問 題 の多 くは い くつ かの ア プ ローチ に よ り発 生 す る。 こ

れ は 選 ばれ た ア プ ローチ1つ では 商 業 的 価値 を失 わせ る こ とに な る。

b商 業機 密保 護 を 強 制 す る こ とはデ モ ンス トレー トされ るべ き状 勢 の

'

∠
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た め に しば しば長 た ら し く不 正確で あ る。 広 範 な 強 制(多 くの ユ ーザ

ー に対 す る)は ほ とん ど多 くの ソフ トウ エ ア会 社 の 財務 的能 力 をは る

か に こえた もの で あ る。

cも し適 切 な法 的 規 制が 得 られれ ば、 種 々の価 値 あ る所 有 権 は大 手メ

ー カー か ら出現 す る ことが期 待 され る。 ク ロス ㌔ライ セ ン シ ン グの拡

大 に よ る騰 貴 とは っ き りした 経 済 的優 位 性 の 多 くを 張 消 しに す る こ と

は 独 立 系 ソ フ トウエ ア会 社 に よって得 られ る。

d何 が重 要な事 柄 で あ るか、 ま た開発 に おい て広範 に受 け入 れ られ る

nパ ラレ リズ ムn化 が 急速 に成 長 して い る こ とは 多 ぐの 法的 保 護形 態

をは っ き りした問 題 に開 放 し、 解決 す るた め には 高 くつ く もの にな る

だ ろ う(法 律 料金 な どで)。

e侵 害 とか そ の他 の バ イ オ レー シ ョンの 検知 は そ れ 自身 困難 で、 高価

(多 くの場 合 不 可能 で)で そ うした活 動 か ら くる損 害 の評 価 は しば し

ば不 明確 で あ ろ う。 侵 犯者 は 数 の上で も多 く、 各 々 は極 めて 小 さな

nダ メ ー ジ"で 権 利 回復 プ ロセ スは も し成 功 した と して も、n極 め て

グ レー ドの低 い もの 「「に な りそ うだ。

f最 後 に、 機 械 が よ りパ ワー フル にな り、 効 率的 に な るに つ れ、 単 純

に考 え て の ソ フ トウエ アの'効 率'は 経 済 的 にほ価 値 が低 くな り、 結

局 竺ぶか つ こ うな'手 法 にな つて しま う。

もち ろ ん、 こ うした 論議 に関 し予測 した 見方 もあ るが 、一方 、上述 の こ

とは ソフ トウエ ア事 業 が特 殊 な専 門 技術、 す 速 い応 答、 そ して適用 性 が

特 許 以 上 に重 大 で あ る とい った 電 子工業 の 現状 に似 た もの で あ る こ とを

示 して い る。 そ の た め、 ソフ トウエ ア産 業 で の成 功は 法 的 保 護 に依 存 す

るよりも"早 く"仕 事 を 遂行 す る こ とにあ る よ うだ。

5、4ソ フ トウエ ア標 準 化 の活動

コン ピ ュータ とデ ー タ処 理分 野 で の標 準化 を前 進 さ せ るた め の 極 めて
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連 邦 政府は 独 立 系 ソフ トウエ ア市 場 か ら ソフ トウエ アを 購 入す る単 一

で は 最 大のバ イ ヤーで あ る。1968年 の 市 場 シ ェ アは53%、1億

5800万 ドル(568.8億 円)と 見 積 られ、 この比 率は1972年 ま

で増 加 を続 け、 全 体 の60%、3.6億 ドル(1296億 円)に 達 す る も

の とされ て い る。 この成 長 の 主 な 原 因は 官 庁 で の ア プ リケ ー シ 。ン ・ベ

ー スが 事務 処 理、 手 作業 の 自動 化 に よっ て拡大 す る ことにあ る。 かて て

加 えて 連 邦 政府 は プ ・グ ラ ム と シス テ ム分 野 で 大 量の優 秀 なスタ ッ フを

育 成 し確保 す る こ とに あ ま り大 きな 興 味 を示 さぬ こ とがは っ き りして い

る こ とで あ る。

この文 野 は ソフ トウ エ ア 会 社の ほ とん どが手 慣 れ たサ ー ビス ので きる

分 野 で あ る と同 時 にそ の強 さ と弱 点の 両方 を秘 め て い る分野 で もあ る。

連 邦 政府 市場は 不 安定 で あ り、 と くに契 約サ ー ビス につ い てだ が 、 マ ー

ジ ンで 少な くと も利 益 率 に 関 す る限 り低 く、 そ の試 みが 民間 市 場 に シ フ

トされ た時 に しば しば困 難 さを誘 発 す るア プ ローチ を要 求 す る。

一方 、 この 市場 は 拡 大 が予 想 され同 時 に ソ フ トウエ ア市 場 の大 きな 部 門

を 占め 続 け るだ ろ う。

'

4.2デ ー タ処 理 装 置 の メー カー

OEM(OriginalEquipmentManufacturer)市 場は 過 去 に あ

った こ ど く独 立系 ソフ トウエ ア ・サ ー ビスの トッ プに位 置 す る購 入者 に

な り得 な い ことが 予 想 され る。 こ う した 要 求は 大 きなハ ー ドウ エ ア の世

代 交替 の 新 機種 発 表 時 を ピー ク と して何 回 とな くく り返 され て き た こ と

で あ る。1964年 か ら66年 に お け る 第3世 代機 の 出荷 と共 に こ う

したメ ー カー の動 向 は 独 立系 ソ フ トウエ ア会 社 に その デ リ・ミリー、 ス ケ

ジ ュー ル を支 援す る よ うな大 きな 刺 激 材 料を 与 え た。 もつ と もこの経 験

は 大 きな観 点 か らは 成 功 しな か った が。

ハ ー ドウ エ アの 頻 繁 な変 更 と仕 様 変 更は 進 歩 に ブ レーキ を か け 多 くの

J
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ソフ トウエ ア会 社 の 存 続 に影 響 を与 え た。 一 方 では、OEMの 出荷 にお

け る突 然の遅 延 につ い て適 確 な品 質 管 理 とか 計 画 が な い ことであ る。

将 来 は メ ー カーは 外 部 のサ プ ライヤ ー に対 す る依 存 を少 な くし社 内 ス

タ ップで処 理 し、 そ の能 力 を設 計す るだ ろ う。 これは 業 界 の 技術 的 状 況

が何 か らの 成 熟 をみ せ、 そ う頻 繁 にn世 代ll交 代が され な くな つて メ ー

カーは ソフ トウ エ ア とハ ー ドウエ アを調 整す るた め に 使 う時 間 を現 金ベ

ー ス に移 行 して い くとい った 見通 しに よる もの で あ る。 前 述 の フ ァクタ

ー に加 え てIBMや 他 の メ ー カーが ア ンバ ンダ リン グ政 策 に よっ て、 ソ

フ トウエ ア とシス テ ム ・エ ンジ ニ ア ・サ ー ビス の マ ー ケ テ ィ ング に注 力

す る こ とにな ろ う。 しか しな が ら、予 測 が示 す 通 り、 第4世 代機 の登 場

に と もな い、 近 い 将 来 、 独 立 系 ソフ トウ エ ア会 社 のサ ー ビス に事 業 に プ

ラス にな る もの とみ られ る。

大 型 コ ン ピュ ータ ・メ ーカ ーの 自己 充実 を 防 ぐ第2番 目の フ ァクタ ー

は 中小 コ ン ピュ ータ ・メ ー カー とが 関連 周辺 機 器、 タ ー ミナル装 置の 急

増 が緊急 の もの とな つた こ とであ る。 こ うした企 業 は 将 来 ソフ トウエ ア

面で の 需要 先 とな り、OEM分 野 の成 長 市場 とな るが、 中 小 メ ー カ ーの

政策 と しては ソフ トウエ ア会 社の 吸 収合 併 を 通 じて ソフ トウ エ ア能 力 を

確保 して い こ うとい うこ とに な りそ うであ る。

4.5コ ン ピ ュ ー タ ・ユ ー ザ ー

前 図 が 示 す よ うに、 ソ フ トウ ェ ア 市 場 は1968年 の1億1、200万

ド ル(900億 円)に な る と い わ れ る。 こ れ は ソ フ トウ ェ ア 会 社 に とっ て 、

か な りの 拡 張 は ば で あ る 。 こ の 数 字 は ま た ソ フ トウ ェ ア 会 社 が 効 果 的 な

商業 市 場 活 動 と専 有 権 付 ソ フ ト ウェ ア ・パ ッケ ー ジ を 開 発 す る 有 力 な 誘

因 と なる 。'

こ の 市 場 の各 分 野 に お け る 開 発 は 、 次 の よ う なす う勢 か ら し て 利 益 に

っ な が る こ と と思 わ れ る。
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◎ 高度 な シス テ ム を 設 置 してい るユ ーザ ー が持 って い るか、 も し くは募 集

中 の スタ ッ フ よ り もさ ら に高 度 で ス ベ シャ リテ ィの 高 い ソ フ トウエ ア要 員

を 必要 とす る精緻 な経 営情 報 シス テ ム(MIS)の 増 殖。

◎ パ ッケ ージ ・プ ログ ラム の継 続 的 な普 及、 ただ しこれ には 一層 の 改 良 と

これ に対 す るユ ーザ ー の理 解 が深 まる とい うの が欠 くべ か ら ざる条 件 であ

る。

◎ 進 んだ ソフ トウ エ ア を要 求 す る工 鉱 業、 研 究分 野 に お け る数多 くの ア プ

リケ ー シ ョンの 開 発 、

◎ 近 い将 来 ソフ トウ エ ア の問 題 を 解決 あ る いは 大 幅 に削 減 す る技術 の 出現

が予想 され る こ と。

∫

さ て 、 現 在 の ソ フ トウ エ ア 市 場 に お け る特 色 の 一 つ は 、 ユ ー ザ ー ・グ ル

ー プ の 重 複 あ る い は 、 ユ ー ザ ー と メ ー カ ー との 競 争 とい う こ とで あ る。 ソ

フ トウ エ ア 会 社 は 、 い つ で も、 彼 等 の ユ ー ザ ー の 社 内 ソ フ トウ エ ア 開 発 と

競 争 す る 立 場 に あ る。 ま た ソ フ トウ エ ア 会 社 は 、 多 くの 点 で コ ン ピ ュ ー タ

・メ ー カ ー と も競 合 して い る
。 とい うの は 、 ユ ー ザ ー は メ ー カ ー か ら の 無

料 の ソ フ トウ エ ア ・サ ポ ー トを 期 待 して い る し、 ま た メ ー カ ー は ソ フ トウ

エ ア 会 社 が 売 っ て い る も の を 、 た だ で くれ て し ま う こ と も あ る か ら で あ る。

競 合 とい う点 で は 、 例 え ば大 手 の 航 空 宇 宙 会 社 は 、 ソ フ トウ エ ア開 発 活 動

も活 発 に 行 な っ て お り、 オ ー プ ン 市 場 で ソ フ トウ エ ア 会 社 とは り合 っ て い

る。

∠

5.ソ フ トウェア提供業者の競合形態と分析

種 々 の コ ン ピ ュ ー タ ・サ ー ビ ス や あ る い は 非 コ ン ピ ュ ー タ ・シ ス テ ム

(Non-ComputerSystem)の 分 析 に 関 連 し て い る 分 野 に た ず さ わ っ て

い る 機 関 は 、 ど ち ら も数 多 くあ る し、 多 角 化 し て い る。 す で に 述 べ た よ う

に 、 以 上 の 分 野 に た ず さ わ っ て い る 独 立 系 ソ フ トウ エ ア 企 業 は1,000社
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を 越 え て い る。 企 業 間 の 競 争 は 、 主 に 次 の よ うな 機 関 の タ イ プ に よ っ て 増

長 さ れ て い る。

(1)ハ ー ドウ エ ア ・メ ー カ ー

(2)多 角 化 し た 航 空 宇 宙 企 業

(3}連 邦 政 府 の も とに あ る 技 術 開 発 機 関

(4)非 営 利 の 研 究 機 関

(5)ユ ー ザ ー

独 立 系 ソ フ トウ エ ア会 社 は 、 勿 論 、 彼 等 自 身 間 で も激 し い 競 争 を 展 開 を

し て い る こ とは.言 う ま で もな い。

さ て 上 記5つ の グ ル ー プ の 各 々 に 該 当 す る代 表 者 を あ げ れ ば、 各 グ ル ー

プ の 特 長 が は っ き りす る。 米 国 の 主 要 ハ ー ドウ エ ア ・メ ー カ ー は 現 在10

社 、 し か しIBM1社 だ け で こ の グル ー プ を 代 表 して い る と も言 え る。 同

社 の 完 全 所 有 子 会 社SBC(ServiceBureouCorp)は 、 米 国 で

9,000万 ドル(324億 円)の 売 上 げ を上 げ て い る が、 最 大 の サ ー ビ ス

●ビ
ュ ロウ で も あ る。 ま たFSD(FederalSystemsDivision)は

連 邦 政 府 む け シ ス テ ム 分 析 や そ れ に 関 連 した 仕 事 を 請 負 っ て い るが 、 年 間

売 上 げ 高1億2,000万 ドル(432億 円)に 達 し、 文 字 通 り この 分 野 で

は 最 大 規 模 を 誇 っ て い る。

次 に 連 邦 政 府 の も と に あ る(℃aptive')機 関 は 、 これ ら は 主 と して

連 邦 政 府 に サ ポ ー トさ れ て 非 営 利 事 業 を行 な っ て い る が、 次 の よ うな も の

が 含 ま れ る。 す な わ ち 、RAND社 、Aerospace社 、MITRE社 そ の

他 。 サ ー ビ ス 分 野 で は 、 特 にAerospoce社 の 規 模 は 大 き く、 年 間 売 上 げ

高4,200万 ドル(151億2千 万 円)に 達 し て い る。

よ く知 ら れ て い る 非 営 利 研 究 企 業 と し てSRI(StanfordResearch

Institute)、ArmourReseavchFoundotion,BatteleMemorial

Institute等 が あ る が、 こ れ ら の 企 業 は 大 学 に 何 ら か の 形 で 結 び つ い て

い る の が 普 通 で あ る。SRIは ス タ ン フ ォ ー ド大 学 、Armourは イ リノ イ
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工 科 大 学 と結 び つ い て い る。 ま た ハ ー バ ー ド、MIT、 カ ー ネ ギ ー'メ ロ

ン 等 の大 き な 大 学 は 、 大 学 自身 で コ ン ピ ュ ー タ に 関 連 し た 活 動 を 行 な っ て

い る。

多 角 化 し た 航 空 宇 宙 企 業 や エ レ ク ト ロニ ク ス 企 業 が行 な っ て い るサ ー ビ

ス ・オ ペ レー シ ョ ン と し て は 、ITTのDataService部 門 、General

PrecisionのLinkグ ル ー プ(現 在 はSinger社 の 下 部 組 織 に な っ て い

る)McDounelDouglas社 のAutomationセ ン タ ー、それ にLockheed

Aircraft社 のMissiles&Space社 部 門 等 が あ げ ら れ る。

勿 論 上 記 の カ テ ゴ リ ィ に 入 ら な い 機 関 も幾 つ か あ る。 しか し、 こ れ ら の

機 関 も、 何 れ か の 形 で 競 争 状 態 に あ る こ とに は 変 りな い。 例 え ば、 い くつ

か の 計 算 サ ー ビ ス 会 社(accountingfirms)や マ ネー ジ メ ン ト・コ ン サ

ル タ ン ト会 社 は コ ン ピ ュ ー タ ・サ ー ビ ス を も行 な っ て い る。 そ の外 、 コ ン

ピ ュ ー タ に 関 連 しな い シ ス テ ム 分 析(non-ComputerSystemanalysis);

こ れ に は テ ク ニ カ ル ・オ ペ レー シ ョ ン、 一 般 的 リサ ー チ 、 オ ペ レ ー シ ョ ン

・ リサ ー チ 等 が 含 ま れ る が 、 を 行 な っ て い る機 関 も あ る。

5.1独 立 の ソ フ トウ エ ア 会 社 対 コ ン ピ ュ ー タ ・メ ー カ ー

前 章 で 述 べ た よ うに 、 コ ン ピ ュ ー タ ・メ ー カ ー が 実 行 して い る サ ー ビ

ス は 、 独 立 系 ソ フ トウ エ ア 会 社 が 行 な っ て い る サ ー ビ ス を 凌 い で い る。

す な わ ち 、 メ ー カ ー の プ ・ グ ラ ム 開 発 活 動 は 、 独 立 系 ソ フ トウ エ ア 会 社

に 比 較 して 規 模 の 上 か ら約1.5倍 の 大 き さ と 見 積 られ て い る の で あ る。

IBM社 は 、 他 の 商 業 的 な 機 関 に お け る よ り き わ め て 多 い3,000人 を

越 す 自社 シ ス テ ム ・ア ナ リス トや 、 プ ・グ ラ マ を 擁 して い る。従 って 、も

しIBM社 を 除 け ば 大 手 の 独 立 系 ソ フ トウ エ ア 会 社 は 、 す くな く と も、

こ の 関 係 に お い て 、 メ ー カ ー との 競 争 は、 量 的 に も、 質 的 に も、 よ り少

な くな る だ ろ う。 メ ー カ ー の 計 算 セ ン タ ー ・サ ー ビ ス 活 動 と、IBM社

の 連 邦 シ ス テ ム事 業 部 を の ぞ け ば 、 実 際 に は、 メ ー カ ー は 、 限 ら れ た 分

◆
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野 で の み ソフ トウエ ア会社 と競争 して い る こ とにな る。

われ わ れ が、 ソフ トウエ ア専 門 会社 とメ ー カー との間 の 競争 にお け る

将 来 の 傾 向 に つ いて 議 論す るな ら、IBM社 の価格 政 策 の最 近 の変 化 を

知 る必 要 が あ る。

まず、 一 方 にIBM社 を 置 き、 他方 に 司法 省 と多 くの ソ フ トウエ ア会

社 を 置 け ば、 ソフ トウ エ ア市 場 に全 く新 ら しい競争形 態 が現 わ れ る。

つ ぎの 節 では、 この新 しい競 争 形 態 に関 しIBMの 報告 を も とに 考 えて

見 る。

☆ オ ペ レー テ ィ ン グ ・シ ステ ム

ユ ーザ ーは、 オ ペ レー テ ィ ン グ ・シス テ ムに 関す る価格 分 離 を欲 して

い る とは 思 われ な いが、 シス テ ム を提 供す るIBM社 に とっ ては、 これ

は大 した 問題 で は ない。 結 局 この要 素 は フ ァー ムウエ ア に よっ て引 継 が

れ るだ ろ う。 その 時、 ハ ー ドウ エ ア と ソフ トウエ アの 区 別は 、 非 常 に不

明瞭 に な り、 その結 果、 コ ン ピュータ ・メ ー カー だ けが、 本 来 のサ ー ビ

ス を 実 施で き る よ うにな るだ ろ う。

☆ シ ステ ム ・サ ポー ト

シス テ ム'サ ポ ー ト ・ソフ トウエ アは、 伝統 的 にメ ー カ ー に よっ て無

料 で ユ ー ザ ー に 提供 され て き た。 従 っ て この分 野 は、 独 立 系 ソ フ トウ エ

ア に とっ て 不毛 の領域 にな つた。 しか しなが ら、 比 較的 大 規模 なユ ー ザ

ー は、IBM社 に よつ て備 え られ た シス テ ム ・サ ポ ー トの 質 に対 して、

しば しば不 満 を もつ た ため、 この よ うな ケ ー ス では、 その ユ ーザ ーは 、

多 くの ア シス タ ンス(そ の年 間 レンタ ル 料以 下の)を 受 け る か、 または

他 のメ ーカ ー に くらが え した。 小 規 模 ユ ーザ ー の ため の シ ス テ ム ・サ ポ

ー トは、IBMの 場 合 で さえ非常 に 高価 な もの にな って い るた め、 中 規

模 ユ ーザ ー が、 メ ー カー が 提 供す るシス テ ム ・サポ ー トの主 要 市場 とな

つ た。

上 記 の フ ァクタ ーに 加え 、 サ ポ ー ト ・ソフ トウ エア市 場 の 将来 動 向 を 決
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定 す る 重 要 な 要 素 は 、 大 規 模 な シ ス テ ム に移 行 しつ つ あ る の が 業 界 全 体

の す う勢 で あ る。

先 に述 べ た よ うに 、 価 格 分 離 の 結 果 、 ソ フ トウ エ ア専 門 企 業 に よ っ て

生 み だ さ れ た シ ス テ ム ・サ ポ ー トの た め の ソ フ トウ エ アは 、 価 格 と質 の

面 で 、 メ ー カ ー が つ くっ た シ ス テ ム ・サ ポ ー ト ・ソ フ トウ エ ア と競 争 で

き る よ うに な っ て 行 くで あ ろ う。 以 上 の 諸 々 の 点 を 考 慮 す れ ば 、 大 規 模

シ ス テ ム用 の シ ス テ ム'サ ポ ー ト ・ソ フ トウ エ ア を 開 発 して い る ソ フ ト

ウ エ ア 会 社 は 、 コ ン ピ ュ ー タ ・メ ー カ ー と の 競 争 を 喜 ん で む か え 打 つ よ

うに な る に 相 異 な い。

☆ デー タ ・マ ネ ジ メ ン ト・ソ フ トウエ ア とア プ リケ ー シ ョ ン ・パ ッ ケー ジ

シ ス テ ム360用 の ソ フ トウ エ ア は 大 部 分 不 満 足 な もの で あ っ た た め

ユ ー ザ ー は メ ー カ ー に よ っ て 提 供 さ れ る ソ フ トウ エ ア に 非 常 に 注 意 深 く

な っ た。 同 時 に 、 独 立 系 ソ フ トウ エ ア 会 社 は 、 利 用 価 値 の 高 い ソ フ トウ

エ ア の 提 供 、 マ ー ケ ッ テ ィ ング 、 サ ー ビ ス等 の 面 で ぐん と有 利 に 立 つ よ

う に な っ た が 、Informatics社 のMARKIVは こ の 好 例 で あ る。 事 実

ユ ー ザ ー の 間 に は ソ フ トウ エ ア 会 社 の 方 が 、 メ ー カ ー よ り信 頼 し得 る と

感 じ て い る気 運 が 育 ち つ つ あ る。 そ の 理 由 は 、 ソ フ トウ エ ア 会 社 の 場 合

そ の パ ッ ケ ー ジ が 期 待 に 見 合 わ な い な ら よ り大 き な 経 費 の ・ ス を 受 け る

こ と に な るか ら で あ る。 か く し て 、 デ ー タ ・マ ネ ジ メ ン ト ・ソ フ トウ エ

ア の マ ー ケ ッ トは 、 ソ フ トウ エ ア 専 門 会 社 に移 行 し つ つ あ る よ う に 見 え

る の で あ る。 ア プ リ ケ ー シ ョ ン ・パ ッ ケ ー ジ は 、IBM社 を 含 め て 、 ま

だ そ れ を 販 売 す る こ とは む ず か し い。

'

5.2独 立 系 ソフ トウエ ア 会 社 対他 のサ ー ビス 機 関

航 空 宇 宙会 社や 、 エ レク トロニ クス 関係 企 業は 、 独 立 系 ソフ トウエ ア

会 社 よ りも純 売上 げ 高 は大 きい。 しか しな が ら、 ソフ トウエ ア会 社 との

競 争 とい う部 分 で の、 電 子 工業 、 宇 宙航 空関 係 企 業 の活 動 の範 囲 は、 大
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手 の ソフ トウ エ ア会 社 の活 動 よ り も、 一般 に小 さい。 メ ー カ ーの場 合 よ

り以 上に、 ソフ トウ エ アに 関す る活動 は、 単 に航 空産 業 、 電 子 工業 の 総

量の ほ ん の一 部 分 で あ る。 これ ら の機 関 の多 くは、1,000人 以 上 の科

学 者 と他 の人 員 を擁 して い る。 しか し、 シス テ ム'ア ナ リス トとプ ログ

ラマ ー の数は 、 統 計 で200人 以 下 で あ る。 さ らに、 これ ら の人 員は 、

自社 内の サ ー ビス活 動 に、 頻 繁 に含 まれ て し ま う。 あ るケ ース では、 そ

の 企業 が、 最 新 の技 術 開 発 に遅 れ まい と して外 部 の ソフ トウ エ ア会 社 と

契 約 を結 ん で い る場 合 が あ る。 航 空 宇宙 ・電 子工 業 関 係 分 野 におい て実

行 し うる研 究 や、 シス テ ム分析 につ いて の 強 い 要 望の た め に(た とえ ば

他 の 高度 な 技 術 分 野 の よ うに)こ れ らの企 業 の 多 くは、'将 来 の しつ か り

した ソフ トウエ ア能 力を 達 成 す る こ とを期 待 し得 る として い る。 この能

力 の 向 上が 、 シェ アを 獲 得 す る とい う評 価 に対 して、 ソフ トウエ ア会 社

に対 抗 す る も う一 つ の競争 要 素 で あ る とい うの が、 これ ら の機 関 であ ろ

う 。

ソ フ トウ エ ア産業 は 、 非 常 に流動 性 が あ る業 界 で あ り、 まだ、 明 白な 層

化形 態 が行 な わ れ て いな い業 界 であ る。 す な わ ち、 年 間各 々300万 ドル

(10億8千 万 円)を 売上 げ る企 業 が約10社 あ る。 これ らの 「業 界 リー

ダ ー」 の下 には 、 数 百 のつ ね に名 前 の変 わ る企 業 が あ る。 これ ら の企業 は

リーダ ー とい わ れ る企 業 に比 べ る と非常 に小 さ い し、 また2,3の 重 要 な

契 約 の結 果 が、 利益 の 記 録 と して気 を ひ く程 度 で あ る。 さ らに時 には 業 界

の リー ダー 的 地位 に 昇格 す る場合 もあ る。

以 下 の表 は 、 「業界 リー ダ ー」 の 状 況 を、1969年 の販売状況 を基 に描 い

た もので あ る。
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表2大 手 独 立 系 ソフ トウエア会社1969年 度売上げ高

(単立 干 ドル)

ComputerSciencesCorporation

Computing&Software

PlanningResearchCorp

ComputerApPいcations

AutomaticDataProcessing

Informatics

ComputerUsage

Logican

AppliedDataResearch

$64,607

64!420

57,202

41,913

15,886

11,548

11.466

5,038

4,188

・◆

この 数年 の 間、 「業 界 リー ダ ー」 の1社 の 手 中 に、 ソ フ トウ エ

が、 集 中す る傾 向 が増 加 して い る1一 般 に言 われ て い る よ うに、1968

年 の ソフ トウ エ ア 市場 を3億 ドル と して 、 また 上位10社 の独 立 系 ソフ

トウ エ ア企業 の 売 上 げ の半 分 が ソ フ トウエ ア市 場 でな され て い る と して

も.少 な くと もソ フ トウ エ ア総 市 場 の%は 、 これ ら10社 に よ って 占め

られ て い る こ とに な る。 この市 場 には 数多 くの 新 ら しい進 出者 が い る に

もか か わ らず、 現 在 の市 場 形態 が持 続 され るだ ろ うとい われ る。 そ の理

由は い ろい ろ とあ る が、 この理 由 の一 つは 、 新 会社 を発 足 す る よ りも、

この ビジ ネ スで、 主 要 な競 争会 社 に な る こ との方 が、 な お一 層 難 しい こ

とだか らである。新会社 は、プPグ ラ ミング とか、 あ るい は、 シス テ ムを背

景 に、 個人 で 組 織 され る の が一 般 的 で あ る。 しか しこれ らの 企業 の 中 で

大 会 社へ発 展 す るた め に必 要 とされ る組 織 化 や、 マ ネジ メ ン トの 才能 を

もつて い るの は ご くわ ずか にす ぎな い。 これ ら新 会社 の ほ とん どは 、 彼

らが 相対 的 に小 さ く、 正 式 では な い形 で組 織 化 され るに と どまる限 り、

♪
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利 益 を あげ る よ うに活 動 で き る。 しか しな が ら次の よ うな こ とが経 験 的

に 知 られ てい る。 す な わ ち法 人 組 織 に あっ て100万 ～1,000万 ド

ル の収 入 の範 囲 にあ る企業 に は1つ か それ 以 上の 明 らか な伝統 的 障壁 が

あ る とい うこ とであ る。 そ して そ の 企 業は 異 常 な経 営 状 態 にあ る場 合 に

か ぎ つ て、 さ した るや つか いな 問 題 もな く侵透 す る こ とが で き るの で あ

る。

一 方 、 恐 ら く2,000万 ドル(7億2千 万 円)企 業 を満足 させ る基本

的 な 組織 を周 期 的 に変 更 す る こ とに よっ て 多か れ少 な か れ1億 ドル(30

億 円)の 仕事 が で き る よ うにな る こ とが 信 じられ て い る。

業 界 の リー ダ ー た る企業 は、 い まや、 強 い障 壁 と もい うべ き能 力 を も

つ とこ ろ まで成 長 した。 コン ピ ュー タ ・ア プ リケー シ 。ンは 複 雑、 多様

化 して い るた め、 大手 企 業 だ け が ユ ーザ ー の要 求 に応 じられ る よ うに な

っ て い る傾 向 にあ る。一方、小 規 模 な と ころは 、 彼等 が 満 足 にサ ー ビス 出

来 る分 野 がだ んだ ん 限 定 さ れて 行 くこ とに気 付 いて い る。 大手 企 業 は組

織 化 され た マ ー ケ ッテ ィ ング、 長 期 の 計画 、 そ れ にル ーチ ン ・ワー ク ・

タ イ プの .ビジネ スのベ ー スで 開 発 され たユ ーザ ー との長 期 の仕 事 を エ ン

ジ ・イ して い る。 さ ら に また、 大 手企 業 は、 数 多 くの(100あ るいは

そ れ以 上 の)仕 事 や種 々 の契 約 を持 ち、 要 員を プ ロジ ェク トか ら 次の プ

・ジ ェク トヘ ス ムー ズに 転換 で き るため、 突 然需 要 が減 少 した りした場

合で も、 小 規 模 企業 に比 し大 した打 撃 を こ うむ らな い。 恐 ら く、 巨大 な

そ して 複雑 な プPジ ェク トに シス テ ム分 析 中 ソフ トウ エ ア関連 サ ー ビス

を 提 供で きるの は、 大 手 企業 の み であ ろ う。 一方、 小 規 模 企業 がす ぐれ

て い る分 野 は、 小 規 模 ユ ーザ ーむ け コ ンサ ル タ ン トとか プPグ ラ ム開 発 、

あ る いは メ ー カー が弱 い ところ を持 っ て い る標 準化 の分 野 とか 専有 権 付

パ ッケ ー ジの分 野 であ ろ う。

専 有権 付 プPグ ラム につ い ては、 中 小 ソ フ トウエ ア 会社 が、 その よ う

な プ ログ ラム の開発 や、 販 売 に参 加 で きな い とい う理 由は理 論 的 には 存
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在 しない。 事 実、 現在 、 市 場 に出 まわ っ てい る多 くのパ ッケ ー ジは、 中

小 会 社 に よっ て開 発 され た もの で あ る。 しか し、CSC社 の ジエネラルマ

ネ ジ ャーRogerM.Fisher氏 が 最近 説 明 して い る よ うに、 中小 ソフ

トウエ ア会社 は、 そ の多 くが 自分 のパ ッケ ー ジ を、 サ ポ ー トで き な い た

め、 す なわ ち 彼 らが、 イ ンス トー ル や デ バ ック、 メ ンテナ ンス を で き な

い た め 逆 に彼 らのパ ッケ ー ジ産 業 を 冒 かす こ とにな るだ ろ うとい うこ と

で あ る。 そ の結 果 と して、 小 企 業 が、 ロー ・コス トのパ ッケ ー ジ を売 る

こ とが増 加す る こ とに よっ て、 大 手 企 業 がつ け込 む 可能 性 も増 え て行 く

とい うこ とに な る。TRWの シ ス テ ム'グ ル ー プ の ソフ トウ エ ア開発 部

長SeywourJeffery氏 は 、 他 の 点を 指摘 して い る。 す な わ ち、 大 手

企 業 は、 低 価格 のパ ッケ ー ジ を 開発 す る 上の損 益 には、 甘 ん じて これ を

受 け 入 れ るだ ろ うとい うこ とで あ る。 何 故 な ら、 低 価格 の パ ッ ケー ジ は

その企 業 の名 声 を 高 め、 ひ い ては よ り多 くのユ ー ザー を獲 得 で き るか ら

で 、 長 期 的 には も うけ にな るか らで あ る。

6.マ ー ケ ッテ ィン グ と そ の 伸 展状 況 、料金体系

6.1資 源 と しての ソフ トウェ ア能 力の 価 値

進 んだ ソフ トウエ ア を 開発 す る熟 練 したチ ー ムの能 力 は、 ソ フ トウ

エ ア会 社一 般 に共 通 し
.た資源(resource)で あ る。 この 資 源 は、 契

約 ベ ース(人 件 費 プ ラス 加 算額)で 売 られ る か、 あ るい は また、 利益

を 生み 出す何 ら かの 活 動 に あ ては め られ る。 この情 報 技 術 の能 力 は、

急 激 にふ くれ 上 って い る ビジ ネ ス のベ ー ス と して、 あ るい は ビ ジ ネス

に 貢 献す る もの と して最 も重 要 な要 素 のひ とつ に数 え られて い る。 ま

た ビジ ネス に 貢 献 す る こ とをベ ース と して、 ソフ トウ エ ア会 社 の 資 源

(resource)は 、ソフ トウエ ア企 業 を 評価 す る上 で、 最 も重 要 な要 素

の1つ で あ る。 勿 論、 新 ら しい状 況 下 で の ソフ トウ エ ア企業 の将 来 上

あ る いは ビジ ネス上 の能 力 も重 要 な 問題 で あ る。

b
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以 上の点 にか ん がみ 、 ソ フ トウ エ ア業 界 には 多 角化 の傾 向 が 見 られ

る。 しか し多 角化 の傾 向は、 失敗 の ノ ール 可能 性 を も増 大 させ て い る。

その 生 産 や、 サ ー ビス の 完 全な 部 分 と して、 ソフ トウエ ア開発 能 力

に依 存 して い る企 業 のい くつ か には、 つ ぎの よ うな もの が含 まれ る。

◎ オ ン ライ ン情 報 サ ー ビス、データ・バンク ・サー ビス、 タ イ ム シ ェ ア

リング・サー ビス 、 あ るいは 、 同 種 の特 殊 なデ ータ や 計 算サ ー ビス

◎ コ ンピ ュー タ の リース。 こ こでは 、 ソフ トウ エ アは リー ス され た

シ ステ ムのセ カ ン ド ・ユ ーザ ー を発 見 す る要 素 とな ろ う。

◎ ビジ ネス、 技術 あ る いは デ ータ処 理、 教 育 サ ー ビス

◎ 通 信機 器 や、 デ ータ 処 理 周 辺機 器 の生 産

◎ メ ンテ ナ ン スや 、 モ ニタ リングや安 全サ ー ビスや、 そ れ に関 連 し

た生産

6.2利 益 分析

マ ンパ ワー に基 礎 を 置 い てい る多 くのサ ー ビス業 と同 様 に
、 ソフ ト

ウエ ア分野 にお け る売 上 げ に対 す る利益 の割 合 は低 い もので あ る。

この分 野 で の、 あ ら ゆ る面 で の人 的 な 欠乏 の た め に、 ソ フ トウ エ ア

企 業 は、 短 期 間 の うち にス タ ッフ を解雇 す る こ とに気 が 進 まな い。 こ

れは、 折 角経 験 を積 ん だ 頃 に手 放 す こ とにな るか ら で、 経 費が 高 くつ

くこ とに もな り、 こ うい つ た こ とか らコス トを下 げ る こ とは極 め て困

難で あ る。

コス トを下 げ る こ とは 難 し くな る一方
、 コス ト上 昇 の傾 向は 強 ま る

ば か りで あ る。

例 え ば、 あ る会 社 は マ ーケ ッ トが どの程 度 で あ っ て、 あ るいは プ ロ

グ ラ ムが ど の程 度 の 利 益 を生 む の か調 査 せ ず に 開発 をや っ て い る。 こ

れ ら の プ ログ ラ ムの 多 くは、'た とえ5年 あ るい は1`0年 で 消却 され た

として も、 とてつ もな く高 い もの にな る。

ま た他 の企 業は 新 ら しい分 野 とか、 海外 市 場 で のデ モ ンス トレー シ
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ヨンに 力を 入れ て い るた め、経 済的 には 見合 わな い ところ もあ る。 こ

の うちの ある企業 は、6ヵ 月か か っ て開 発 した プ ログ ラムに、 日あ た り

4万 ドル もか け て 宣伝 して い る。 この企 業 は30万 ドル(1億8百 万

円)の 利 益 を 見込 ん でい る との ことであ っ たが、 万一 契 約 が とれ な か

った場 合、 先 ず 破 産す る か身 売 りす る破 目 に おち い る こ とにな ろ う。

また、 ある技術畑 の企 業 は、 実 際の デ ー タ処 理 プ ・グ ラム とかサ ー ヒ

ス 等 を提 供 す るか わ りに、 ユ ニー クな しか し限定 され た ア プ リケ ー シ

ョンを提 供 してい る ところ もあ る。 これ は いわ ば ピ ュ ア ・リサ ー チ ・

ア プ ローチ ともい われ る もの で、 ソフ トウエ ア企業 と しては 、 全 く不

適切 で あ る。 簡単 に い って しま えば、 ソ フ トウエ ア に お け るnピ ュ ア

・リサ ー チttは ほ とん ど利益 にな らな い の が普 通 で あ る。

大 低 の場 合 、大 手 企業 が 技 術 的 ソ フ トウ エ ア市場 に進 出す る傾 向が

強 くな る に従 って、 売 上げ を伸 ば すの は よ り難 し くな っ て くる。 しば

しば、 これ ら の企 業 の税 引 き純 益は 、5～10%も 下 が る こ とさえ あ

る。

θ

、

6.5ソ フ トウエ ア製 品 のマ ー ケ テ ィ ン グ

一般 の ソフ トウエ ア企業 は、 製 品を 一 般化 す る よ り』もむ しろ特殊 な、

個 性 的 なサ ー ビス を 売 る方 向へ と準備 を と との え てい る。 ソ フ トウ エ ア

とい う製 品 や サ ー ビス を市 場 に 出す 際 の最 も一 般 的 な 問題 の一つ は、 提

供 者 とユ ー ザ ー との 間 の 大 き な コ ミ ュ ニ ケ ー シ ・ ン'ギ ャ ッ プ で あ る。

こ の 業 界 で は 充 分 な コ ミュ ニ ケ ー シ ・ ン が 、 ま だ 行 き わ た っ て は い な い 。

多 くの 例 を み れ ば大 手 の 販 売 業 者 の 方 で は あ ま りマ ー ケ テ ィ ン グ能 力 を

有 して い な い し、 多 くの 潜 在 ユ ー ザ ー の 方 で は そ れ につ い て の 知 識 や 関

心 が 殆 ん ど な い と い うほ うが わ か る だ ろ う。 これ ら の マ ー ケ テ ィ ン グ 上

の 怠 慢 は 、 全 く以 下 の こ とが ら に 起 因 す る'''"…'・

自 社 ソ フ トウ エ ア の 効 果 的 な 販 売 に 要 す る マ ー ケ テ ィ ン グ 上 の 努 力 が

■
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プ ロ グ ラ ミ ン グ サ ー ビ ス の 販 売 と異 なって お り、プ ロ グ ラミ ン グ・サー ビ

ス の 販 売 よ り、 も っ と重 要 で あ る こ と を認 識 して い な い とい う こ と。

多 く の ソ フ トウ エ ア会 社 に お け る 自社 の ソ フ トウ エ ア を 有 益 に プ ロモ

ー トす る た め の 財 政 的 な ね ん 出の 欠 如
。

何 社 か の ソ フ トウ エ ア 企 業 は こ の 問 題 を 認 め て お り、 そ して 自社 の 製

品 で あ る ソ フ トウ エ ア の 開 発 と マ ー ケ テ ィ ン グ を 避 け て、 も し勢 力 的 に

そ の 製 品(ソ フ トウ エ ア)を 市 場 に 出 せ ば、 もっ と客 を 得 る こ とが で き

た ろ うに 、 そ う もせ ず 、 少 数 の 顧 客 を 定 着 させ て い る。 多 くの 場 合 ユ ー

ザ ー は 種 々 の パ ッ ケ ー ジ や 、 そ の 他 自分 ら に とっ て 役 に 立 つ 製 品 が あ る

こ と に 気 づ い て い な い。 そ の 結 果 、 ユ ー ザ ー は ソ フ トウ エ ア の た め に 非

常 に 法 外 な 費 用 を 払 わ せ ら れ る か、 あ る い は ユ ー ザ ー に 完 全 に サ ー ビ ス

して い な い パ ッ ケ ー ジ に 固 定 され る か 、 ま た は そ の 両 方 で あ る。

6.4開 発 コス ト

種 々の ソフ トウエ ア商品 の開 発は.開 発経 費 を カバ ー させ 得 る よ うな

財 政 的 操 作 に依 存 してい る。 あ る種 の ソ フ トウ エ アは そ の開 発 に 非常 に

経 費 が か か る の で、 も し、 そ の開 発経 費 の 何 割 か が、 何 らか の方 法 で帳

消 しで きれ ば、人 目を ひ くよ うな価 格 で ソ フ トウ エ アを ユー ザ ー に提 供

す る こ と もで き る。

ソフ トウエ ア開 発経 費 の調 達方 法 は、 そ の 開発 組 織 の 規模 や 財 源 に依

存 して い る。 自社 で ソフ トウエ ア を開 発 して い る のは、 中小 企業 が大 部

分で あるが、この開 発経 費 に関 す る問題 は、 これ ら 中小 ソフ トウエ ア会 社 に

とっ ては 大 問 題 で あ る。 開 発 費は 非 常 に高 くつ くの で、 大 規 模な ソ フ ト

ウ エ ア会 社 の うち で も、外 部 の 援助 を 受 け ず に 自社 内で この プ ロジ ェ ク

トを 実際 にやれ るの は 、 ほ ん の一 握 りの もので しかな い と推 定 され る。

こ の プ ・ ジ ェ ク トが ユ ー ザ ー に 対 して 特 定 の 形 の 仕 事 に 関 連 して い る と

き に は 、 開 発 を 担 当 す る 会 社 は 、 生 産 し た ソ フ トウ エ ア を 、 自 社 の マ ー
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ケ ッ トで 売 買す る こ とが で き る よ うに、 そ の ソフ トウエ ア をで き るか ぎ

り多 く一般 化 す る こ とが で きる。

ソフ トウエ ア開 発 は、 ス ポ ンサ ーであ る組 織 だ けで な く、1人 あ るい

は数人 の外 部 の投 資家 に よっ て支 え られ て い る。 最 も一般 的 な ア ブP－

チは 、 直接 の投 資 で あ るか、 また は、 パ ッケ ージ の開 発 と組 織 か らの 収

入 とい う他 の 潜在 的 な分 野 か ら期待 され る報 酬をベ ース と した 外 部 のサ

ポ ー トで あ る。 この よ うな投 資 は 、パ ッケ ージ をつ くろ うとす る と き と

そ れを 実 際 に作 った 時 とそ して 市 場 に 出 す 時 との間 に、 一 端何 か 問題 が

生 じれ ば 必ず 危 険 が伴 な うもの であ る。 ス ポ ンサ ーで あ る組 織 につ い て

は、 ど うか とい え ぱ次 の方 法 でInformatics社 は そ のMARKIV

を開 発 した。

Informatics社 の ス ポ ン サ ー で あ る4社 は 、 そ の で き上が っ た

シス テ ム とその パ ッケ ー ジ の再 販権 利 をInformatics社 に 与 え そ

の返 礼 と して 開発 費 を も ら う。

このア プ ローチ が他 社 に よっ て 使わ れ た とい う明 白な事 実が あ るが、

この アブP－ チ が 将 来 に おい ては よ り広 く適 用 され る とい うこ とが 期待

され てい る。

φ

句

6.5価 格 政策

ソフ トウ エ ア'パ ッケ ー ジの 開発 著 た ち の 論議 では 、 パ ッケ ー ジの 価

格 が そ の 実 際の 有 用 価 値 とど ん な関 係 で決 め られ るの かは殆 ん ど明 らか

に されて い な い。 これ は、 どん な製 品 の ユ テ ィ リテ ィ も、 そ れが オ ベ レ

ー トす る環 境 如何 に依 る とい う理 由 に基 づ く。 その製 品 につ い て評 価 す

る場 合 、 使用 時 間 量、 ア ウ トプ ッ トの量 、 人 手 に換 算 した 仕事 量、 ユ ー

ザ ーが どの くら い利 す るか どい う見積 り等 が、 そ の製 品 の価 値 を 評価 す

る判 断 の基 とな る。

価 格 を張 り合 うこ とに対 して あ る注 意が 払 わ れ てい るが、 しか しそれ

■
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が 価格 に影 響 し うるた った 一⇔ のフ ァクターで あ る とは み な され て い な い。

各 々 の開発 者 は、 自分 の 競 争会 社 には そ の シス テ ムの特 殊 な効 能 を主 張

して い る が、 将 来 の 買 手 に対 して は 考 慮 され るべ きシステム・デザ イ ンの

強 さや弱 点 を もっ て い る。

しか しな が ら、 多 くの パ ッケ ージ の価 格 は、 次 の よ うな 方 法 で決 め ら

れ る。

開 発 の経 費+予 想 利 益 _ソ フ トウエア製品 とパ ッケ_ジ に対す る

予 想 売 上 数 価格

これ が真 実 で あ るな ら、 この 図式 は、 どの程 度 の 開発 コス トが 帳 消 し

にな つた か とい うこ と に関連 づ け られ るだ ろ うし、 ま た人 の給 与 の レベ

ル がオ ペ レー シ ョンの 開 発や 効 果 に どの程 度 む す びつ い てい るか も分 か

る。 もち ろん、 付 属的 コス トは、 や む を え ず、 マ ー ケ テ ィング ・コス ト

と して、 この経 費 に付 加 され て い る。'

ワ

6.6自 社所 有 の ソフ トウエア ・パッケージの経済 学

プPグ ラマ ー の 給 料 の 上 昇、 第3世 代 の コン ピュ ー タ の複 雑 化、 標準

化 の 推進 等 の観 点 か らみ る と、 商 業 的 な汎 用 ソ フ トウエ アパ ッ ケー ジは

次第 に注 目を あ つ めつ つ あ る。

汎 用 デ ータ処 理 ソフ トウエ ア ・パ ッケ ー ジの利 用 に よっ て得 られ た全

て の利 益は 、 実 際 に得 られ た金額 に よっ て、また、そ のパ ッケ ー ジ利 用 に

よつて 浮 い た時 間 を金 額 に換 算 す る こ とに よっ て表 わ され る。 汎 用 の ソ

フ トウエ ア'パ ッ ケー ジ を研 究 す る主 た る 目的 は、 シス テ ム の ため の特

別 の プ ログ ラムを 開発 す る必 要 を、 で き るだ け除 去 し、 最小 にす る こ と

で あ る。 また、 不 精緻 か つ、 それ 程一 般 的 でな い プ ロ グ ラム ・パ ッケ ー

ジ が最 初 に要 求 され た仕 事 を実 行 す るの に使わ れ て い て も、 全 く無 の段

階 か ら開 発 す る よ りは そ の シス テ ム の利用 権 を 買 い とっ た方 が 安 くつ く。

精緻 な汎 用 プ ログ ラ ム ・パ ッ ケー ジ をつ くるた め に、 デ ザ イ ンや プ ログ
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ラ ミングに 莫 大 な費 用 を 費 や して、 荷度 も開発 し直 して きた。 そ して、

ほ とん ど こ れ ら の シ ス テ ムは 、 自社 所 有 で あ る の で、 そ の 開 発 中 に 得 ら

れ た 経 験 とい う利 益 が 、 即 座 に他 の もの に役 立 つ とは い え な い が、

経 済 的 な 動 き に み ら れ る よ う に 、(図5参 照)典 型 時 な デ ー タ

処 理 や 検 索 用 に と く に つ くら れ た ソ フ トウ エ ア に 関 連 して い る プ ロ グ ラ

ミン グ コス トは 、 新 た な 意 義 を 持 っ て くる。 ア プ リケ ー シ ョ ン の 本 質 が

変 化 す る と き、 デ ザ イ ン/再 デ ザ イ ン と プ ロ グ ラ ム/角 プ ロ グ ラム の コ

ス トは 存 続 す る こ と に な る。ユ ー ザ ー の 観 点 か ら み れ ば 、 ア プ リケ ー

シ ョ ンは 、 凍 結 さ れ て お り、 イ ン フ ォ メ ー シ ョ ンは 得 が た い もの に な つ

て い る。 しか しな が ら、 汎 用 デ ー タ 処 理 ソ フ トウ エ ア ・パ ッ ケ ー ジ を 利

用 す る と き に は 、デ ー タ ・ベ ース を 構 築 す る 際 に ア プ リケ ー シ ョ ン を 容 易

に 修 正 し た り、 変 更 した りす る こ とが で き る。 ア ウ トプ ッ トの 形 式 は 、

1つ の ラ ンか ら つ ぎ の ラ ン へ と、 質 問 の 仕 様 書 や ア ウ トプ ッ トの フ ォ ー

マ ッ トを 変 え る こ と に よ つ て 、 ダ イ ナ ミ ッ ク に変 る。 ま た、 一 度 設 置 さ

れ た ソ フ トウ エ ア ・シ ス テ ム は ア プ リケ ー シ 。 ン の 範 囲 外 の 他 の 仕 事 に

と っ て も、 大 い に 利 用 で き る。

こ の よ うな ソ フ トウ エ ア ・パ ッ ケ ー ジ を 設 置 す れ ば、 プ ロ グ ラ ミ ン グ

・ス タ ッ フや
、 情 報 処 理 セ ンタ ー の そ の 他 の 人 達 は 、 ま た 新 た な 責 任 を

負 うこ とに な る。 デ ータ ・プ ロ セ シ ン グ ・セ ン タ ー は 、 新 しい サ ー ビ ス

機 能 の 選 択 権 を 提 供 す る こ とが で き る だ ろ う し、 ま た 専 用 シ ス テ ム デ ザ

イ ンや プ ログ ラ ミ ン グ の 時 間 を 持 つ こ と が で き る よ うに な る。

o利 点

1.カ ス トマ に 対 す る経 費 節 減;パ ッ ケ ー ジ の 経 費 は 、 一 般 に 開

発 経 費 の 一 部 で あ る。

2.決 め ら れ た 期 間 内 にパ ッ ケ ー ジ を 開 発 しデ ザ イ ンす る

3.定 価 格 の パ ッ ケ ー ジ;ス ケ ジ ュ ー ル の 面 で も経 費 の 面 で も、

決 め ら れ た 通 りに 行 な う。

肉

●

㎏
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o欠 点

1.パ ッ ケ ー ジ は1つ の デ ー タ 構 造 に 組 み 込 まれ る;ユ ー ・ザ ー は

パ ッ ケー ジ に 向 い て い る
。

2・ ハ ー ドウ エ ア の 規 模 は コ ンバ ー デ ィ ブル で は な い
。

3・ パ ッ ケ ー ジ は 特 殊 ア プ リケ ー シ ョ ン用 に カ ス タ ム ・デ ザ イ ン さ れ

た ソ フ トウ エ ア 程 有 能 で は な い。

4.パ ソ ケ ー ジ は 、 ユ ー ザ ー が 意 と して い る程 、 巾 広 く役 立 つ とい う

も の で は な い。

一 般 化 され た ソ フ トウ エ ア の ア プ ロ ー チ を 使用 す る 際 に
、2つ の 主 な

選 択 事 項 が あ る。 そ の 第 一 は 、 パ ッ ケ ー ジ を 買 い そ し て 、 こ れ を特 別 な

ア プ リケ ー シ 。 ン に 変 換 す る こ とで あ る。 そ の 第 二 は 、 特 別 な ア プ リケ

ー シ ョ ン の た め の 全 ソ フ トウ エ ア ・シ ス テ ム を カ ス タ ム ニデ ザ ィ ン す る

こ と で あ る。

■

ト

EDP装 置 コス ト

時 間

卜

コス ト/ス ループット装 置

時 間

'

卜

ル

システ ム ・デザイン

時 間

ト

ル

時 間

図4コ ンピュータ業 界 に お け る 主 な コス ト・トレン ド
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7.ソ フ トウ ェ ア 産 業 に お い て 成 功 す る た め の フ ァ ク タ ー

現在の ソフ トウエ ア産業 で成功するために必要な数種の大 きな要因が

ある。

ス1プ ログ ラマー とシス テ ム ・ア ナ リシス の 条 件

システ ム・デザ インや 開 発 のた め に優 秀 な技 術 ス タ ッフを保 持す る こ と

は、 ソフ トウ エ ア産業 に お い ては、 大 きな挑 戦で あ る こ とが わか る。 そ

の鍵 で あ る技 術 者 を保 有 す る こ とに最 も成 功 して い る企業 は 、 彼 ら の開

発 プ ログ ラムに おい て最 も成 功 して い る とい う結 果 にな つて い る。 多 く

の企 業 は、 一 流 の人 材 を 引 き抜 くた め に、 非常 に も うか る株 式 の選 択 権

を 提 供 して い る。 頭 脳 を 資産 の一 つ と して認 め てい る業 界 に とっ ては 、

プ ロの能 力 が 全 く重 要 な もの とな り、 ソ フ トウエ ア会 社が 成 功す る か ど

うかは 、 この能 力 如何 に よる。

Z2適 切 に機能化された開発プ ログラム

開 発 ブ ・グ ラ ムが、 も し適 切 につ くられ 充 分 管 理 され るな ら、 プ ・の

ス タ ッ フ は そ の 活 動 を 最 大 限 か つ 、 効 果 的 に 実 行 す る こ とが で き る

こ うい う機 能 は 、 昨 今 優 秀 な 人 材 が な く、 労 働 市 場 が 高 くな っ て い る の

で 、 最 も必 要 と さ れ て い る。

シ ス テ ム や 開 発 フ ェ イ ス の す べ て の 段 階 が 、 適 切 に コ ン トロ ー ル さ れ 、

ドキ ュ メ ン ト化 さ れ(フ ロ チ ャ ー ト化 、 コ ー デ ィ ン グ化 、 ス ケ ジ ュ ー リ

ン グ、 デ バ ッギ ン グ ・テス ト)る と き、 ソ フ トウ エ ア 会 社 は 低 コ ス トで 、

彼 ら の ソ フ トウ エ ア ・プ ・ ジ ェ ク トを 享 受 で き る の で あ る。

7.5利 用 者 の サ ポ ー トと メ ン テ ナ ン ス

供 給 者 か ら ソ フ トウ エ ア を 買 う場 合 、最 も重 要 な ことは 、 メ ン テ ナ ン ス

`
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のサ ポ ー トと ドキ ュ メ ンテ ー シ ョ ンであ る。 得 意 先 と完 全な しか も密 接

な 関 係 を もつて い る企 業は 、 自社 の製 品(ソ フ トウ エ ア)を 、 非常 に高

い レベ ル の もの に して い る。 サ ポ ー トが充 分得 られ な い よ うな会 社 では

顧 客 が他 の供 給者 に 向 か お うと全 く 自由で あ る。 ソフ トウエ ア企 業 の多

くは、 実 際 にサ ー ビス を売 って い るの だ か ら、 成 功 す るた め には 、 この

分 野 こそが 最 も重 要 な もの とな つ て いる。

⑨ 7.4マ ー ケテ ィ ング と広 告 の 技 術

たぶ ん、 これは 、 ソフ トウエ ア 産業 におい て、 基 礎 的 な す べ て の成 功

要素 の 中 で も、 最 も重要 な こ とだ ろ う。 た った一 つ の大 規 模 企業(得 意

先)に サ ー ビス す るこ とに よ り成 功 を収 め よ うと して い る企業 で さえ、

最 も成 功 して い る企 業 は 、 効果 的な マー ケテ ィン グ戦 略 を 推進 しな けれ

ば な ら な い 。 効 果 的 な セ ー ル ス カ、 そ れ は、 しば しば 大 き な地 理

的 な範 囲 に お い て は 最 も 多 くの 得 意先 を コンタク トす る ことが で きる

こ とで あ り、大 量の 売 上げ を達 成 す る ことが で き る こ とで あ る。 多 くの

ソフ トウ エ ア会 社 は こ の分 野 で 失敗 す るのは、と くに、 その 商 品 の価 値 に

つ い て、 得 意 先 に説 明 す るた め の技 術 的 な知識 に、 非 常 に欠け てい るセ

ール スマ ンを雇 用 して い る よ うな企 業で は そ うで あ る。

i

7.5資 本 の 源 泉

金 融 市場 が、 今 日極 度 にひ っぱ く して い る折 、他 の"成 功 要 因"が ソ

フ トウエ ア業 界 に 出 て きて い る。 そ の要 因 は何 か と言 え ば、 新 しい プ ・

グ ラム を開 発 す るた め の 資金 が調 達 で き るか ど うか とい う能 力で あ る。

最 近 の 株式 市場 の傾 向 を鑑 みれ ば、 成 長 株 で あ る これ らの企 業 だ け が所

得 に対 す る価 格 の 率 を高 く維持 し、 それ に よつて投 資 フ ァ ン ドの増 大 を

誘 引 す る こ と を期 待 してい る。 しか し、 最 近 の 事 情は 、 企 業 が新 ソ フ ト

ウ エ アに 多額 の資 金 を注 ぎ込 む こ とは で きない し、 所 得 に対 す る価格 の

率 を高 く維 持 す る こ と もで きな い とい うこと を物 語 って い る。
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第3章 ソフ トウエアおよび ソフ トウエア

製 品の概要

こ の 章 で は、 様 々 な 種 類 の ソ フ トウエ ア 製 品 を取 り上 げ 、 そ れ が ど

うい う も の で あ る か を確認 し、 定 義 し、 さ らに、 典型 的 な製 品 、 主 要な 提

供 業 者、 お よび ユ ー ザ ー ・グル ー プ につ い て そ の例 を示 してみ る。

1.機 能 指 向 型 ソ フ トウェ ア

1.1オ ペ レ ー テ ィ ン グ ・シ ス テ ム

シ ス テ ム ・オ ペ レー シ ョ ン とい う観 点 か ら み る と、 コ ン ピ ュ ー タ ・ソ

フ トウ エ ア の 「オ ペ レー テ ィ ン グ ・シ ス テ ム」 と い うカ テ ゴ リ ィー は 、

最 も基 本 的 な も の で あ る。 オ ペ レー テ ィ ン グ'シ ス テ ム は 、 各 コ ン ピ ュ

ー タ ・シ ス テ ム の 個 々 の エ レ メ ン トを 統 合 し、1つ1つ の 結 合 が 全 体 を

作 りあ げ る。 さ ら に 、 こ の オ ペ レー テ ィ ン グ ・シ ス テ ム は 、 普 通 、 コ ン

ピ ュ ータ ・シ ス テ ム 設 計 に お け る ハ ー ドウ エ ア お よ び ソ フ トウ エ ア の 販

売 に お い て 重 大 な 役 割 を 演 じて い る。 オ ペ レ ー テ ィ ン グ ・シ ス テ ム は 、

一 組 の プ ロ グ ラ ム や ル ー チ ン か ら 成 り立 っ て お り、 こ れ ら の プ ログ ラ ム

や ル ー チ ン は 、 コ ン ピ ュ ー タ が 、 そ の タ ス ク を 遂 行 す る 場 合 の 手 引 き に

な つ た り、 特 定 の サ ポ ー ト機 能 に よ つ て ・ プ、・ グ ラ ム(な ら び に プ ロ グ

ラ マ ー)を 支 援 し た り、 さ ら に ま た コ ン ピ ュ ー タ ・ハ ー ドウ エ ア の 有 用

性 を 増 大 さ せ る。

典 型 的 な オ ペ レ ー テ ィ ン グ ・シ ス テ ム は 、 次 の よ うな 機 能 を 持 っ て い

る。

ω 遂 行 す ぺ き 業 務 が 記 述 さ れ て い る オ ペ レー タ の コマ ン ドあ る い は コ

ン ト ロ ール ・カ ー ドを 翻 訳 す る。

(2)コ ン ピ ュ ー タ を コ ン ト ロ ー ル して 、 ジ ョ ブ ・プPグ ラ ム を 正 しい 順

序 に 配 列 し、 ジ ョ ブ か らジ ョ ブへ の 変 換 を 行 な う。

●

●
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(3)ジ ・ ブ ・プ ロ グ ラ ム の た め の 入 出 力 お よ び 関 連 機 能 を コ ン ト ロ ー ル

し遂 行 す る。 これ に よ りニ プ ロ グ ラ マ ー は 、 ハ ー ドウ エ ア 指 向 の』問 題

や1/0装 置 の 最 適 活 用.と い う問 題 に わ ず らわ さ れ な い で す む 。

(4)コ ン パ イ ラ ー 、 ア セ ン ブ ラ ー お よび 他 の メ=カ ー 提 供 ソ フ トウ エ ア

の オ ペ レー シ ョン を コ ン トロ ー ル す る。

(5)様 々 の プ ロ グ ラ ム を 他 の プ ・Pグ ラ・ムか ら保 護 す る。 す な わ ち 、 あ る

プPグ ラ ムが 、 別 の プ ロ グ ラ ム を変 化 させ な い よ うに す る 。

(6)デ イバ ツギ ング や エ ラ ニ 診 断 サ ー ビス を 提 供 す る こ と。 こ の 中 に は 、

ト レー ス 、 ダ ン プ 、 ス ナ ッ プ シ ョ ッ ト、'な ら び に エ ラ ー メ ッ セ ー ジ が

含 ま れ る。

(7)様 々 の物 理 的1/O装 置 を プ ログ ラ ム に よつ て 参 照 で き る ロジカル ・

フ ァ イ ル に 割 り 当 て る。 これ に よ っ て 代 替 装 置 の 取 り替 え が 可 能 とな

る し、 ま た 、 プ ロ グ ラ ム を 組 み 直 す ご ど を しな くて も、 装 置 の 構 成 を

変 更 す る こ とが で き る。

⑱}プ ロ グ ラ ム か ら プ ロ グ ラ ム へ の 変 換 を 行 な う こ と。 こ の プ ロ グ ラ

ム変 換 の 場 合 、 単 一 の ジ ョブ の 内 部 で 外 部 の メ モ リー ・ポ イ ン トか ら

コ ン ピ ュ ー タ の 中 に 指 示 を 追 加 ロ ー ドす る こ とに な る。

(9)マ ル チ'プ ロ グ ラ ミン グ の 際、 メ モ リー や 他 の リ ソ ー ス の ダ イ ナ ミ

ック'ア ロ ケ ー シ ョ ン を 提 供 す る こ と。

110タ イ ム シ ェ ア リ ン グ の 場 合 、 同 時 に 多 くの プ ロ グ ラ ム を 実 行 す る

の に 必 要 な コ ン トロ ー ル を 行 な う。

{11)マ ル チ ・プ ロ グ ラ ミン グ の 場 合 に タ ス ク を プ ロセ ッサ ー に(あ る い

は そ の 逆 も ま た)に 割 り付 け る こ と。

オ ペ レー テ ィ ン グ ・シ ス テ ム は 、 コ ン ピ ュ ータ の 基 礎 的 構 造 に 完 全 に

結 び つ い て い る の で 、 普 通 、 シ ス テ ム の メ ータLは 、 こ の 種 の ソ フ トウ

エ ア を 提 供 す る の に 、 独 立 の ソ フ トウ エ ア 開 発 業 者 よ り も、 都 合 の よい

立 場 に あ る とい え よ う。
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最 近 に お け る 最 も簡 単 な オ ペ レー テ ィ ン グ ・シ ス テ ムは 、Honeywel1

200を 使 っ たModlオ ペ レ ー テ ィ ン グ ・シス テ ム で あ る。 こ の シ ス

テ ムは 、 メ モ リー の 中 に存 っ て 、 テ ー プ、 ドラ ム 、 あ る い は カ ー ドか ら

特 定 の プ ロ グ ラ ム を(あ る いは プ ロ グ ラ ム の セ グ メ ン トを)メ モ リー の

中 に ・ 一 ドす る プ ・グ ラ ム ・ ・一 ダ か ら成 り立 っ て い る。

Mod1は 、上 に 述 べ た りス トの 中 の(1)、(2)、{8}の 機 能 だ け を 処 理 す る。

現 代 の オ ペ レ ー テ ィ ン グ ・シ ス テ ム の 中 で 、 最 も複 雑 な の は 、IBM

360/67用 の タ イ ム シ ェ ア リ ン グ ・シ ス テ ムで あ る。TSSは 上

記 の 機 能 の す べ て を 処 理 す るが 、 マル チ ・プ ロ セ シ ン グ 機 能 と い う例 外

も考 え ら れ る。 こ の シ ス テ ムは 、 き わ め て 複 雑 で あ る の で 、 そ れ を 支 援

す る た め に特 別 に 設 計 さ れ た ハ ー ドウ エ ア が な け れ ば な らな い。 実 際 、

TSS/360の ハ ー ドウ エ ア と ソ フ トウ エ アは 、 極 め て 密 接 に か ら み

合 っ て い る の で 、 両 者 を は っ き り区 別 す る こ と は 困 難 で あ る。 こ の た め

TSS/360は 、 常 に コ ン ピ ュ ー タ ・メ モ リー の うち 相 当 大 き な 部 分

を 占め て お り、 そ の 部 分 か ら他 の プ ロ グ ラ ム を し め 出 し て い る。

オ ペ レ ー テ ィ ン グ ・シ ス テ ム は 、 コ ン ピ ュ ー タ の プ ロ グ ラ ムは 組 み や

す く し、 ハ ー ドウ エ ア を 常 に活 用 す る(ハ ー ドウ エ ア の 稼 動 率 を 上 げ 、

演 算 コ ス トを ひ き下 げ る)こ と が で き る け れ ど も、 そ の た め に 問 題 解 決

の た め に利 用 で き る コ ン ピ ュ ー タ ・メ モ リー の 量 や 時 間 が 減 少 す る こ と

に な る。 した が っ て 調 査 が 必 要 で あ る。

コ ン ピ ュ ー タ が 高 性 能 に な れ ば な る ほ ど、 オ ペ レー テ ィ ン グ'シ ス テ ム

に 固 有 の メ モ リー は 余 分 に 必 要 に な る。

大 型 コ ン ピ ュ ー タ の 場 合 は 、 複 雑 な オ ペ レ ー テ ィ ン グ ・シ ス テ ム に 必

要 な 「総 経 費 」 を 節 減 で き る が 、 よ り 小 型 の コ ン ピ ュ ー タ(汎 用)

の 場 合 は きわ め て 高 度 な オ ペ レー テ ィ ン グ ・シ ス テ ム の 活 用 に 必 要 な メ

モ リー 能 力 、 オ ペ レ ー テ ィ ン グ ・ス ピ ー ドが 欠 け て い る。 前 に 述 べ た よ

う に、 コ ン ピ ュ ー タ ・シ ス テ ム設 計 の 重 要 な 仕 事 は 、 適 当 な 八 一 ドウ エ

●

●
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アお よび ソ フ トウエ アの分離 と選択 で あ る。 適 当 な 選 択 を 通 じ て 要 求 され る

コ ン ピ ュ ー タ ・ハ ー ドウ エ ア'パ ワー の レベ ル とオ ペ レ ー テ ィ ン グ ・シ

ス テ ム 機 能 と を 合 致 さ せ る こ とが で き る。

この ハ ー ドウ エ ア、 ソ ー トウ エ ア の 相 互 依 存 関 係 は 、IBMに よ っ て

導 入 され たBPS/BOS/TOS/DOS/OS/TSS連 続 の 基 礎

を な す も の で あ り、 ま た 、 メ ー カ ー は 、 種 々な ハ ー ドウ エ ア 製 品 の た め

の 独 立 した バ ッチ 処 理/マ ル チ'プ ロ グ ラ ミン グ/ユ ニ バ ー サ ル'モ ニ

タ ー を 提 供 す る よ うに な つ た の も、 この た め で あ る。

●

1.2シ ス テ ム ・サ ポ ー ト ・ソ フ トウ エ ア

機 能 指 向 型 ソ フ トウ エ ア の 第2番 目 の カ テ ゴ リー は 、 特 別 処 理 機 能 を

果 す よ うに 設 計 され た シ ス テ ム ・オ ペ レ ー シ ョ ン の サ ポ ー ト用 プ ログ

ラ ム か ら成 り立 っ て い る。

し か し、 オ ペ レ ー テ ィ ン グ ・シ ス テ ム と異 な っ て、 「シ ス テ ム ・サ ポ

ー ト」 ソ フ トウ エ アは
、 コ ン ピ ュ ー タ ・シ ス テ ム の 特 定 の ハ ー ドウ エ ア

設 計 とは 、 大 分 か け は な れ た 独 立 した もの とい え る。 こ の 種 の ソ フ トウ

.エ ア の 例 と し て は、 ラ ン ゲ ー ジ ・プ ロセ ッサ ー 、 ソ ー ト/マ ー ジ ・ジ ェ

ネ レ ー チ ー 、 ユ ー テ ィ リテ ィ ・プ ロ グ ラ ム お よび ディバ ツギング ・ ル}チ

・ン が あ る。

これ ら の パ ッ ケ ー ジ は 、 メ ー カ ー の 手 で ま とめ て 完 全 な オ ペ レ ー テ ィ

ン グ ・シ ス テ ム の 一 部 に す る こ とが で き る か も しれ な い が 、 適 当 で あ る

とは い え な い 。 と い うの は 、 こ の よ うな パ ッ ケ ー ジ は 、 オ ペ レ ー テ ィ ン

グ ・シ ス テ ム の 基 本 的 性 質 を 変 え ず に、 修 正 した り、 改 良 し た り補 充 し

た り す る こ と が で き る か ら で あ る。

デ ータ 処 理 設 備 導 入 に と っ て 大 切 な シ ス テ ム ●サ ポ ー ト ・ソ フ トウ エ

ア ・パ ッ ケ ー ジ は 、 通 常 の 場 合 、 コ ン ピ ュ ータ ・メ ー カ ー か ら ユ ー ザ に

無 料 で 提 供 され て き た 。,、 、
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そ の結果 、 この 領域 全体 が 専有 権 付 ソフ トウ エ ア ・パ ッケー ジ の開 発

業 者 に と つて、 比 較的、 不毛 の領域 とな っ て いた。 しか し、 最 近 の 価格

分 離 の発 展(1969年6月23日)の 一 部 として、IBMは 、 プ ログ

ラ ム製 品 は これ か らは契 約 に基 づ い て個 々 の料 金ベ ース で提 供 す る こ と

に な る と発 表 した。

IBMの 定 義 で は、500グ ラム製 品 には 、 ランゲ ージ'コ ンパ イ ラ

ー、 汎 用 ユ ーテ ィ リテ ィ ・プ ログ ラ ム お よび産 業 その他 の ア プ リケ ー シ

ョン'プ ログ ラ ムが含 まれ る。

今 回 の発 表 な ら びに これ 以 後 のIBMの 発 表 に もか かわ らず、 い まだ

に価格 分離 の問 題は、 本 当 の意 味で 完 全 な解 決 をみ るに至 って い な い。

そ の 理 由は.大 半 、 オ ペ レーテ ィン グ ・シ ス テ ム ・レベル に おけ るハ ー

ドウエ ア と ソフ トウエ ア の本 質 的 な相 互依 存関 係 に よる もの とみ る こ と

が で き る。

しか し、 今 回 の発 表 な らび にそ の他 の価 格 分離 の 進 展か ら予 想 され る

結果 は、 独立 ソ フ トウ エ ア会社 に よ って 提 供 され る システ ム ・ソフ トウ

エ ア ・サ ポ ー トとい うものが、 コ ン ピュ ータ'メ ー カー に よっ て提 供 さ

れ る もの と、 価 格、 性 能 面 で 、 ます ます 競争 的 にな るだ ろ う とい うこ と

で あ る。

この 領 域 で成 功 を収 め た ソフ トウ エ ア会 社は 、 周辺 も し くは 特 殊 な 問!

題 に関 心 を向 け て きた。 そ の よ うな領 域 の ひ とつ には、 プ ロ グ ラム お よ

び 会話 型 ラ ンゲ ー ジが 含 まれ る。

各 コ ン ピュ ータ'メ ー カーは 、 あ る コ ン ピ ュータ か ら別 の コ ン ピ ュー

タ に変 換 す る た めの ハ ー ドウ エ ア、 ソフ トウ エ アを含 めた様 々の 技 法 を

提 供 して い るが、 フル セ ッ トの この よ うな 技法 は、 決 してサ ー ビスす る

とい う ことは な か つ た。

メ ー カ ー側 で た だ ち に解決 で きな い よ うな コ ンバ ーシ ョンの 問 題 を ユ

ー ザ ー が かか え て い る場 合、 専 有 権 付 ソフ トウエ ア ・パ ッケ ー ジが 満 た

●
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そ う と して い る需 要 が発 生 して くる こ とにな る。

2.シ ス テ ム ・ ラ ン ゲ ー ジ

次 に 、 シ ス テ ム ・ラ ン ゲ ー ジ や 、 シ ス テ ム ・サ ブ セ ッ ト、 特 殊 ラ ン ゲ ー

ジ お よ び ラ ン ゲ ー ジ 変 換 の よ うな 関 連 項 目に 転 ず る こ と に し よ う。

、

・

`

2.1シ ステ ム ・ランゲ ー ジ

「シス テ ム ●ラ ンゲ ー ジ」 と して 分類 され る ソ フ トウエ ア の グル ー プ

は 、 高度 な オ ー ダー ・ラ ン ゲー ジを マ シン ・ラン ゲー ジ に変 え るの に 使

用 され る。

コ ン ピュ ータ と通 信す る場 合、 様 々の 言 語が 使用 され る。

以 下 に述 べ るのが そ の 例 で あ る。

問 題指 向 型 言語

問題 指 向 型表 記 法を ひ んば んに 使用 す る こ とに よって 特 定 の種 類 の

プPグ ラ ミン グを 簡単 化 す る こ とが で きる。

た とえ ば 、体 系的分 析 に関 す る問題 は、STRESSと 称 せ られ るエ

ンジニアリングランゲージで表現 される。この種 の ランゲージでは、 その分 野 の 特

定職 員が 使用 す る術 語 と類 似 した 術 語 が 使用 され る。 そ うす る こ とに

よつて、 マ ン ・マ シ ン 問題 を 軽減 す る こ とが で きる。

その結 果 、 これ ら の ラ ンゲ ー ジ の利 用 者 は コン ピ ュー タ に関 して 、

あ るいは コ ン ピュ ータ ・プ ログ ラ ミングに つ いて ほ とん ど全 く知 らな

くて も良 い とい うこ とに な つ た。

実 際、 問 題の 解決 法 に つ いて 知 らな くて も よい場 合 が 多 い。 とい う

のは 、1つ の解 決 法 と して も、 通常 の場 合 適 当な プPグ ラムに 固 有す

る部 分だ か らで あ る。

(b)製 品 指 向 型 ラン ゲ ー ジ

これ は、 入 力、 出 力 な らび にプ ログ ラ ムの論 理機 能 を記 述 す るの に
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使 用 さ れ る。

こ の 場 合 、 解 決 す べ き問 題 は 、入 力 を通 じて、ランゲージ翻 訳 プ ロ グ ラ ム

(コ ン パ イ ラ ー)に 合 せ て 記 述 さ れ な け れ ば な ら な い 。 ま た、 問 題 の

解 決 法 は 、 前 も っ て プ ・ グ ラ マ ー に 知 ら せ て お か な け れ ば な ら な い。

この 種 の 言 語 の 例 と して は 、IBMに よ つ て 開 発 され たFORTRAN

FORTRAM皿(DEC)お よ びFORTRANIV(XDS)が あ げ ら れ

る。

(c)ア ッ セ ン ブ リー'ラ ン ゲ ー ジ

こ れ は 実 際 の コ ン ピ ュ ー タ ・イ ン ス トア ク シ ・ン を 記 述 す る た め の

メ カ ニ カ ル な 手 助 け とな る もの で あ る。

上 に の べ た ハ イ レベ ル の ラ ン ゲ ー ジ と比 べ て 、 ア ッセ ン ブ リー ・ラ ン

ゲ ー ジ は コ ン ピ ュ ー タ に 対 す る 依 存 度 が き わ め て 高 い。

こ の 種 の 言 語 の サ ン プ ル と し て は 、Honeywell1200用 の

EASYCODERが あ る。

臼)マ ク ロ ・ア ッ セ ン ブ リー ・ ラ ン ゲ ー ジ

こ れ は 、 き わ め て 高 度 な アッセ ンブ リー ・ラ ン ゲ ー ジ で あ る。 この 場

合 、 プ ロ グ ラ マ ー は 依 然 と して プ ロ グ ラ ム を イ ン ス トラ ク シ ョ ン用 に

て 作 成 しな け れ ば な ら な い が 、 コ ン ピ ュ ー タ は 、 プ ロ グ ラ ム の 最 も複

雑 な 部 分 を 実 行 す る。 この 種 の 言 語 の 例 と し て は 、IBM360シ ス

テ ム 用 の ア ッ セ ン ブ リー ・ラ ン ゲ ー ジ(ALP)が あ る。

,

2.2シ ス テ ム ・サ ブ セ ッ ト

コ ン ピ ュ ー タ'メ ー カ ーは 、 通 常 、 高 度 な オ ー ダ ー'ラ ン ゲ ー ジ を マ

シ ン'ラ ン ゲ ー ジ に 変 換 す る の に 必 要 な ソ フ トウ エ ア(コ ン パ イ ラ ー 、

ア ッ セ ンブ リー、お よ び イ ンタ ー プ リタ ー の よ うな も の)を 提 供 し て い る

け れ ど も、 そ れ で もな お 他 に ソ フ トウ エ ア 開 発 業 者 の 注 意 を ひ くプ ロ グ

ラ ミ ン グ 言 語 と結 び つ い た特 殊 な もの が 存 在 す る。

L
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これ ら の 領 域 の い くつ か に つ い て は 、 次 の パ ラ グ ラ フ で 取 り上 げ る こ

とに す る。

特 に初 期 にお いて、 あ る ランゲージを他 の別 な ランゲージへ と プログラム を変 換 す

る シ ス テ ム の 開 発 は 、独 立 ソ フ トウ エ ア 会 社 に と っ て 重 要 な ビ ジ ネ ス の

1つ で あ っ た 。 普 通
、 こ の よ うな 作 業 は 、 特 定 の コ ン ピ ュ ー タ ・メ ー

カ ー との 契 約 の 下 で 実 施 され た。

す な わ ち、 製 品 は メ ー カ ー 自体 が 開 発 した ソ フ トウ エ ア と同 じ よ うな

形 で ユ ー ザ ー の と こ ろ に と ど け ら れ た。 ユ ー ザ ー の方 か らす れ ば、 メ ー

カ ー に よ つ て 提 供 され る ソ フ トウ エ アは 、 た と え そ れ が 他 の ソ ー ス に よ.

つ て 開 発 さ れ た も の で あ っ て も、 全 く同 じ も の の よ うに 思 わ れ た。

た と え ば 、UNIVAC皿 コ ン ピュータ 向 け に二 つ の 完 全 に 異 な る ア ッ

セ ン ブ リー ・シ ス テ ム が あ る。 ひ とつ は 、UNIVACの 手 に な る もの で 、

他 の ひ と つ はConputerSciencesCorp・ が 作 成 し た も の で あ る。

メ ー カ ー か ら 供 給 さ れ る ソ フ トウ エ ア の 大 半 は 、 今 日、 依 然 と して メ

ー カ ー と の 請 負 契 約 の 下 で 独 立 ソ フ トウ エ ア 会 社 の 手 で 作 成 さ れ て い る
。

一般 的 に い って
、 独 立 系 会社 に よっ て開発 さ れ 、販 売 され る ランゲージ指 向 性

パ ッ ケ ー ジ は 、 以 下 に 記 す3つ の 目的 の どれ か を 達 成 す る た め に作 ら れ

た もの で あ る。 ・

aメ ー カ ー 間 に お け る ソ フ トウ エ ア製 品 の ギ ャ ッ プ を うめ る。

bメ ー カ ー に よ る ソ フ トウ エ ア の納 入 計 画 の 遅 延 や 延 期 か ら 生 ず る 問
.

題 に 対 し、 短 期 的 な 解 決 を 与 え る。

c特 定 の 技 術 的 領 域 に 関 す る重 要 な 改 善'進 歩 に 貢 献 す る。

「格 差 是 正 」 の 実 例 と して は 、 シ ス テ ム360ソ フ トウ エ ア の 明 白 な

ギ ャ ッ プ を 埋 め る た め にConputerSciencesCorp.の 手 で 開 発 さ れ

たEXODUSパ ッ ケ ー ジ が あ げ ら れ る。

さ さ ら に、EXODUSパ ッ ケ ー ジ と、 概 念 的 に も 価 格 幅 か ら み て も、 ほ

ぼ 似 た 他 の 変 換 パ ッ ケ ー ジ が 、 様 々の ソ フ トウ エ ア機 関 の 手 で 他 の 第3
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世 代 の コ ン ピ ュ ー タ ・シ ス テ ム な ら び に シ ス テ ム360を 対 象 に 開 発 さ

れ た。

し か し、 第3世 代 の コ ン ピ ュ ー タ ・シ ス テ ム が 成 熟 期 に 到 達 す る 、 ま

さ に この 時 点 に お い て 、 こ の 種 の パ ッ ケ ー ジ・に 対 す る 要 望 は 減 少 し て い

る。

も う一 つ の 重 要 な ソ フ トウ エ ア は 、 た と え ば コ ン ピ ュ ー タ ・メ ー カ ー

か ら提 供 され る標 準 ランゲー ジの変 形 品、修 正品 の ご とき ランゲー ジ指向 型 パッケー

ジ か ら 成 り立 っ て い る。 メ ー カ ー が 利 用 して い る プ ロ グ ラ ミン グ ・ラ ン

ゲ ー ジ ・セ ッ トで 完 全 に 満 足 して い る ユ ー ザ ー は ほ と ん ど な い 。

各 プPグ ラ マ ーは 、特 殊 ランゲー ジは ど うい う特 性 を 有 す る か に っ い て は

っ き り し た 考 え 方 を 持 っ て い る。

不 幸 に も、 平 均 的 な ユ ー ザ ー が 、 そ れ に よ っ て 利 用 に 供 す る プ ログ ラ

ミン グ ・ラ ン ゲ ー ジ や コ ン パ イ リン グ ・シ ス テ ム を 開 発 す る の は 、 き わ

め て 金 の か か る こ とで あ る。

既 存 の シ ス テ ム の 修 正 で す ら 、 そ れ は 、 冒 険 的 で あ り困 難 で あ り、 ま

た シス テ ム の 複 雑 な 特 性 を す べ て 熟 知 す る こ とが 要 求 さ れ る。

大 部 分 の コ ン ピュ ー タ ・ユ ー ザ ーは、 決 して ま じめ に新 しい ラ ン グ ー ジ の開

発 や 、 現 在 の 言 語 に 手 を 加 え る こ とを 検 討 し な い で あ ろ うが 、 中 に は 、

あ え て そ うい う努 力 を し よ う とす る所 もあ る。

この よ うな ユ ー ザ ー の ひ とつ にPrudentialLifelnsurance社

が あ り、 同 社 は 、ComputerUsage社 に 請 負 わ せ て 同 社 の シ ス テ ム

360の 特 殊 な 条 件 に 合 致 させ る べ く簡 潔 に ま と ま つ たCOBOI、 の 改 訂

版 を 開 発 した 。 こ の 場 合 、 シス テ ム な ら び に そ の た め に 計 画 し た オ ペ レ

ー シ ョ ン の 数 は 、 き わ め て 大 き い の で 、'特 殊 な ニ ー ズ に 合 致 し た 標 準 プ

ロ ン グ ラ ミン グ ・ラ ン ゲ ー ジ の 改 善 に 労 力 を か け る こ と は 十 分 理 由 の あ

る こ とで あ る。

Prudential社 とConputerUsage社 と の 、 こ の テ ー マ に 関 す る

ご
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提 携 は 、 次 の2点 を 考 慮 し て な され た もの で あ る 。

(1)シ ス テ ム360と 一 緒 に 提 供 され て くる 第3世 代 の コ ン パ イ ラ ー の

効 率 に つ い て の 疑 問。

当 時 、 シ ス テ ム360は 、丁 度、 商 用 化 され たば か りの時 で、Prudential

社 で は 、IBMのCOBOLコ ン パ イ ラ ー の 初 期 の モデ ル が 比 較 的 効 率

が 悪 く、 か つ 信 頼 で きな い も の で は な い か とい う懸 念 を も っ て い た。

(2)ラ ン ゲー ジ自体 が もっ 一定 の特 性 とい うものは、何 ら か の 欠 点 を も っ て い る

と い う認 識。

Prudential社 は 、 初期 の経 験 か ら、標 準 ランゲー ジとい うのは、巨 大 ファイ

ル 用 の 入 力/出 力 コ ー デ ィ ン グ を ゼ ネ レー トす る の に 彼 ら が 期 待 して い

る ほ ど効 率 的 な も の で は な い とい う風 に 感 じて い た 。

PrudentialがCUCと の提 携 の 下に取 り組 ん だ 主 た る課 題 が 、 一 定 の 環

境 に 見 合 っ た十 分 洗 練 さ れ た サ ブセ ッ トの 作 成 で あ る 間 は 、 低 レ ベ ル か

つ 単 純 化 され たCOBOLの 改 訂 版 を 創 る と い うこ と は 、 他 の 努 力 と

は 、 い く分 ち が っ た も の で あ つ た。

こ れ ら の試 み は 、 そ の 大 半 が 、 ラングージを一定 の条件 に合 致 させ る こ とより

も、 む して そ れ を 単 純 化 す る こ と に 焦 点 が あ つ た。

他 方 、Prudential社 は 、 コ ン パ イ ラ ー を 創 る プ ロセ ス を 単 純 化 し、か

つ オ ブ ジ ェ ク ト ・コ ー ドの 効 率 を 高 め る努 力 た め 、 言 語 の もつ い くつ か の

エ レ ガ ン トな 、 か つ 一 般 的 で あ ま り効 果 的 で な い機 能 を 取 り除 こ う と して

き た。

完 全 な 形 の ランゲー ジか ら主 に削 除 す るの は 入 出力 エ リア全 般 で あ る こ とが

判 明 し た 。 この 中 に は 、 適 切 な イ ンス トラ ク シ ョン、 デ ー タ'デ ィ ビ ジ ョ

ン、 な ら び に デ ータ の リー デ ィン グ 、 ラ イ テ ィ ン グ とメ ン テ ナ ン ス に 影 響

を 与 え る分 野 が 含 ま れ て い る。

さ ら に、Prudentia1社 の 要 望 す る特 定 の 条 件 に 合 わ せ る た め 、

PERFORMやMOVEの よ うな 他 の ラ ンゲージに も制 約 条 件 が 加 え ら れ た 。
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Prudential社 向 け のCOBOL改 訂 版 を 首 尾 よ く完 成 させ た あ と で 、

CUCは 、 そ の パ ッケ ー ジ を、 広 く360の ユ ー ザ ー に 売 り 出 す こ と に

踏 み 切 っ た。

しか し、 ソ フ トウ エ ア開 発 業 者 と して のCUCの 名 声 、 な ら び に コ ン

ピ ュ ー タ'ユ ー ザ ー と して のPrudential社 の 重 み とい う事 実 に もか か

わ ら ず 、 広 範 な ユ ー ザ に パ ッ ケ ー ジ を 売 り込 も う とす る 努 力 は 、 わ ず か

な 成 功 しか 収 め な か っ た 。

実 際 、 今 日Prudential社 で は 基 礎 的 な プログラミング ・ランゲージ として ま

だCUCパ ッ ケ ー ジ を 使 用 して い ないけ れ ど も、 同 社 以 外 に こ の パ ッ ケ ー

ジ を 使 用 して い る 目立 つ た ユ ー ザ ー とい うの は 見 当 ら な い。

当 然 、 この 経 験 に よ つ て、標 準 ランゲー ジに関す る この 種 のサブセッ トの 開

発 に 乗 り気 で あ っ た他 の 機 関 は 意 気 を そ が れ た こ とで あ ろ う。

以 上 の こ とか ら 、 コ ン ピ ュ ー タ'メ ー カ ー が 、 政 府 の 指 揮 に よ り、 あ

る い は 業 界 開 発 標 準 に 基 づ い てCOBOLと か 他 の ラングージの 開発 を し、そ の

ランゲー ジな らび に 関連 コンパイラー をユーザー に供 給 する限 り、ラングージの簡 単

な 、 あ る い は サ ブ セ ッ トの 開 発 と い う も の に対 し、 こ れ か ら も市 場 の 無

関 心 が 続 く も の と お もわ れ る。

、
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㌣ しδろ
.デ ー タ ・マ ネ ー ジ メ ン ト ・ ソ フ ト ウ ェ ア

曹

デ ー タ'マ ネ ー ジ メ ン ト ・ソ フ トウ エ アは 、 ソ フ トウ エ ア 分 野 に。拘き・て
ノ)黙

か な 畷 近 にな つ て 開発 され た もので あ る・ この種 の ソ フ トウエ アほ ほ

とん ど コ ン ピ ュ ー タ ・メ ー カ ー の 注 目 を ひ か な か つ た。 と い うの は、、辿高 度
葦三昧

な 第3世 代 の コ ン ピ ュ ー タ の 出 現 と と もに、 は じめ て デ ー タ ・マ ネエ ～ ン
＼

ト機 能 に関 心 を もって きた にす ぎ ない か らであ る。 デ ータ ・マ ネ ジ!:三下 ト'

シス テ ム の大半 は、 当 初 コ ンピ ュ ータ の 設計 が 不向 き だ っ た特 殊 アぼ リケ

ー シ ョン用 に開 発 され た もので あ る。
旅
　

最 近 、 こ うい っ た ソ フ トウ エ ア分 野 で ご く一 般 的 な セ グ メ ン ト と
こピて は 、

フ ァイ ル ・マ ネ ジ メ ン ト(デ ー タ 指 向 型)と 情 報 検 索 シ ス テ ム とが あ げ ら＼1

れ る。 も罰

メ ー カ ー 提 供 の ソ フ トウ エ ア が 、 数 的 操 作 よ り もむ し ろ ワ ー ド操 作 に 関
:尺、

す る機 能 面で 、 不 適 当で あっ た り、 また欠 けて い た りす る傾 向 が あ るの で
主

大規模 か つ 多 量 に わ た るフ ァイル ・マネー ジメン トや 情報 検 索 シズ テ ム とい

うものが・独立 ・フ ・ウエア醗 業者 の手 聞 しい特性 を渡 とす§ アプ

リケ ー シ ・ ン の 中 か ら、 開 発 され 、 そ れ が 現 在 提 供 さ れ て い る とい 一5こ と
フび

は 、 別 に 驚 くべ き こ と で は な い 。
ト

これ ら の シ ス テ ム は 、 以 下 に述 べ る とお りで あ る。 。
⊂}

・ 専 門 委員 も し くは 専 門以 外 の委 員 を とわ ず、 コン ピ ュータ'フ{る イル

か ら情 報 を検 索 で きる よ うな情 報 検 索 シス テ ム、 あ るい は デ ータ'ベ ー

ス 指 向 型 シス テ ム。

・ 重 要 な レポ ー テ ィン グ機 能 の他 に、 フ ァイル 操 作、 更新、 な ら(曹にメ

ンテ ナ ン ス機 能 を提 供 で き るデ ータ 指 向 シス テ ム中心 型 パ ッケ ー ジ。

・ 処 理 を 含 め て独 立 した機能 と して のデ ータ ・ベ ース の組 織 構成 を扱 う

自己 内 蔵型 シ ス テ ム。 勧
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ろ.1情 報 検索 シス テ ム

情 報検 索(IR)は 、 膨 大 な量 のデ ー タ を蓄 積 し、 分 類 し、 資料 一 覧

表 に整理 し、 あ るい は特 定 の デ ー タ を摘 出 した り、 全 部の デー タ ・ベー

ス か ら必 要 な情報 を取 り 出 し表 示 す る等 の技 術 及 びそ れ らの過 程 全体 と

定 義 づけ られ るで あろ う。 しか し情 報検 索 シス テ ムは 、 フ ァ イル 処理 や

デ ー タ処理 シ ス テ ム とは 機 能 的 に異 な って お り、 必 ず しも役 者 が 持 っ て

い る よ うな ファ イル維 持 能 力 を備 え て い る とはい え ない 点 に留 意 すべ き

で あ る。

情 報 検 索 の概 念 は決 して新 しい もの で は な く、 図 書 の 索引 、 図書 館 の

カ タ ログお よび文献 とか 資料 の要 約 整 理 の シス テ ムが、IR技 術 の例 と

して 考 え られ る が、 コン ピュ ー タに よる情 報検 索 は、1950年 代 後 半

には じめて そ の 地歩 を築 きは じめ、 これ に よっ て応 用 面 で の可 能 性 が 拡

大 し、 膨 大 な研 究書 類 が 初期 の大 型 コン ピュー タの 出現 と ともに 登場 し

た こと と歩 調 を合 せ て い る。 現 在 まで完 全 に全 プ ロセ ス を統 轄す るIR

シ ス テ ム は 開 発 さ れ て い る し、 部 分 的 に お い て も 効 果 的 で 、 高 度

に 専 門 化 さ れ 丸 い く っか が達 成 さ れて い るが、 特 にそ の 中で も書類 提

示 シス テ ムや理 工 学 関 係 の情 報 シス テ ムで は み るべ き もの が 多い 。

情 報検 索 シス テ ムを作 成す る上 での 問題 点 下 記 の3項 に分 類 で き るだ

ろ う。

(1)特 定 の照 会(イ ン ク ワイ ア リ)に おけ る デ ー タの選 択 に関す る問題 。

た とえ ば入 力 装 置 にデ ー タ をイ ン プ ッ トす るた めの 関連 性 の深い 重 要

なデー タ あ るい は 記録 書類 を選択 す る こ と。

② 索引 作 製 に 関す る問題 。つまリインデックスラングージの 使 用 が、 巌 密

に デー タを反 映 させ 、 そ の シス テ ム か ら検 索 され るデ ー タ の高度 の 関

連性 を産 み 出 す。

(3)応 答 時 間 が 指数 関 数 的 に 情報 検 索 シス テ ムの 経 費 を増 加 させ・ そ し

て長 い応 答 時 間 が そ の シス テ ムの価 値 を著 し く減 少 させ る事実 に着 目

、
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し、 こ の応答 時 間 の経 済 性 を解決 す べ き問 題 。特 に利 用 者 に とって は 、

手 操 作 システ ム で経 験 した 遅 延 時 間 を短 縮 す る ため に コ ン ピュ ー タ で

構 成 した シ ステ ム を頼 りに し てい るだけ に重 要 な問題 と考 え られ る。

最 も効 率的 で か つ実 用 的 な 検 索 システ ムは、 そ れ 自身常 に 資料 ・書 類

を最新 の状 態 に維 持 す るこ とが で きる 自動 制御 シス テ ム で あろ う。

この よ うな柔軟 性 を備 え て い な い な らば、IRシ ス テ ムは操 作 が 重要 な

位 置 を 占 め る部位 で余 りに も制約 を持 ちす ぎて いる こ とが 判 明 し よ う。

QuICKQWERY最 近 独 自の ソフ トウ ェア 産業 に よ り製 作 され たIR

の ソ フ トウェア ・パ ッケ ー ジの 一 例 に、ConsolidatedAnalysis

Centers社 が 、 商 務 省 の経済 開発 局 よ り注文 を受け て設 計 製 作 した

QUICKQWERYシ ステムが あげ られ る。 同局 は、 レポ ー トの 型式 とデ ー

タの性 格 に より変 化 す る広範 囲 なま た持続 的 な報 告業 務 を擁 して い た た

め、 この発 注 に踏 み きっ た もの で、 コ ン ピュ ー タ操 作 に全 く経 験 の な い

人 々 がそ の大部 分 を 占 め る数 百 人 の メ ンバ ー が これ らの レポ ー トの作 製

に投 入 され た。

QUIQKQWERYの 設 計 原 理 に 影 響 を一与えた4つ の必要 条 件

(1)ま ず 基本 的 に プ ログ ラマ ー を必要 と しない で使 用 され得 る こ とで、

利 用 者 に とって 利 用法 の簡 易 な こ とは 第 一 に考慮 され るべ き点 で あ る。

しか し、 利 用 の平 易 な こ とは 様 々 な意味 を持 っ てお りこ の場 合、 まず

第一 に 包括 的 性格 を持 つ もの と して企 図され たQUICKQWERYが 、 現

状 を打 開す るに 時 間 を得 て 利 用 さ れ る よ う相対 的 に平 易 で なけ れ ば な

らなか っ た とい う背 景 も含 まれ てい る。

② 設計 原 則 の2番 目の ポ イ ン トは、 機 械 の独 立 性 に対す る要 望 で あっ

た。したがってこのQuICKQwERYはFORTRANお よびSIMSCRIPT

の両 ランゲージに よつて書かれ、ど ち らの機 械 語へ の変換 機 能 を持 っ て い た

と して も、 その コン ピュー タ ・シス テ ムで利 用 し うる よ うに なっ て い

る。 勿論 これ は事 実 上 、 最 新 型 の コン ピュ ー タの全 部 を網 羅 す る こ と

]
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を意 味 し、 さ らに コ ン ピュ ー タ ・シス テ ム に内 蔵 され るハ ー ドウ ェ ア

の機 種 の違 い に関 連 す る フ ァイ ルの 記 号 体 系、 デ ー タ編 成 等 の 様 々な

問題 も克 服 してい る。 しか しなが ら、FORTRANが 連 続 的 な効 率 性

の面 で最 も適 した プログラム・ランゲージで ない こともあって、このパッケー

ジは プ ログ ラ ム効 果 の点 で一 定 の犠 牲 を 払 っ て達成 せ ざ るを得 ない 。

(3)第3番 目の ポイ ン トは、 機 械の 独 立性 と密 接 な関係 を持 っ た フ ァク

ター、 す なわ ち翻 訳 操 作 に 関 連 した もので あ る。 翻 訳 の モ ー ドは プ ロ

グ ラ ムの機 能 を直 接 的 に発 揮 させ て 、 計 算 機 言語 に変 換 す る段 階 を必

要 としな い よ うにす る。 したが って 、 この 場合 、 機 械 の効 果 は減 少 す

る と同 時 に、 運行 時 間 は増 加 す る。 しか し、 非 常 に多 くの場 合 、 小 規

模 の プ ログ ラ ムを 直 接 、入 力 装 置か らイ ン プ ッ トし働 かせ る能 力 を持

たせ る に は、 ご く僅か の経 費 が 必要 とされ る だけ で あ る。

(4)最 後 に注 目すべ き点 は、 製 作者 のConsolidatedAnalysis-

centers社 が 、QUIcKQWERYの 詳細 を ユ ー ザー か ら隠 そ うとは決

して しなか っ た事 実 で、 した が って、 そ の パ ッケー ジを利 用 者 達 は各

々修 正 し利 用 価 値 を 高 め る こ とが で きた ので ある。 ユー ザ ーは、 ソー

ス ・プ ログ ラム ・デ ッ ク、 オ ブ ジ ェ ク ト ・プ ログ ラム ・デ ックそ して

体 系化 され た全 ドキ ュ メン テ ー シ ・ン を提供 され てい る 。 利用者 に よ

っ て規 定 され る数 々 の機能 は、 そ の ラン ゲ ッ ジの一 部分 と して取 り扱

われ て お り、 ユ ーザ ーは 自身 の判 断 に よっ て 自 由に その パ ッケー ジの

どの部 分 を も削除 した り、 転換 した り、 附 加 させ る こ とが で き る。

勿論 この こ とは、 ユ ー ザー が一 度 そ のCACシ ス テ ム を変更 す る と、

その シス テ ム の維 持 に責 任 を持 つ よ うに な るた め、 完 全 に便利 な点 と

言 い 切 る こ とはで きな い。

QUIGKQWERYは 次 の よ うな限 界 性 を持 っ て い る こ とに 留意 すべ きで

あ る。

・QUICKQWERYは 、 今 以 上va-一一般 的 な用 途 を意 図 した プ ログ ラ ム技
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術 に対 す る 必要 性 を考 慮 に入 れ てい ない 。

・ 複 雑 な計 算 や難 解 な決 定 ル ール の た め に用 い られ るプ ログ ラムが 、

今 後 開発 さ れ ね ば な らな い 。

・ 処理 プ ログ ラム と ソフ トウェ アの両 面 で、 変 更 お よび改 善 が必 要 と

され てい る。

・QUICKQWERYの データ ・フ ァイ ル を準 備 し、 維 持 管 理 す る ため に

は、 専 門 的 な プ ログ ラ ミング が不 可 欠 で あ る。

・ オ ブ ジェ ク ト ・プ ログ ラ ムの効 率 が現 在 的 に は い ま だ低 い。

QUICKQWERYは 現在 様 々な コン ピュー タ ・シス テ ム に利 用 さ れ る

こと を想 定 し、 レン タ ル、 購入 のい ずれ で も使 用可 能 な形 で提供 され て

い て、 そ の基 本 料 金 は 約3万 ドル(1080万 円)で ある。 現在 求 め ら

れ て い る最 小 の記 憶容 量 は13万1,000バ イ トで あ るが.Consolidated

AnalysisCenters社 は よ り小 規 模 な コ ン ピュー タ ・シ ステ ム用 の

QUICKQWERYの 開発 中で ある。

5.2デ ー タ を媒 体 とす る ソフ トウエ ア

デ ー タ を媒 体 と しシス テ ム に従属 して い る ソ フ トウ ェ アは、 そ の重 要

な レポー ト作 成 能 力 に加 え て、 フ ァイル の操 作 、 最 新 化、 維 持等 の処 理

を扱 っ てい る。 これ らの シス テ ムの 目的 は、 特 定 の応 用 とは 関係 な くデ

ー タを制 御 し処理 す るこ とで あ る
。

デー タ を基 軸 と した システ ムは、 下 記 に示 す よ うな4つ の機 能 を果 す。

(1)第 一－va挙げ られ る機 能 は、 マ ス ター ・フ ァ イル と トラ ンザ ク シ ョン

フ ァイ ル の 両 方 を創 出 し、 読 出 しそ して維 持 す る こ とで ある。 さ ら

に、 そ の機 能 は、 利 用 者 の 組織 体 が 必要 とす る情報 フ ァイ ル の圧倒 的

大 多数 を カ バ ーす る に充分 な一 般 性 を持 って い る フォ ー マ ッテ ィン グ

方式 を指 定 す るは ず で ある。 さ らに この機 能 が 規定 す る こ とは、、そ の

デ ー タが コ ン ピュー タ ・シス テ ムの標 準 的 な諸装 置 の どれ に もある い
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は 全 てに も生 か し得 る こと であ る。 また フ ァイル 体 系 方 式 の標 準 型 と

特 殊 型 の 双方 も し くは 一方 を利 用す る よ うに な ろ う。 これ らの方式 は

コ ン ピュー タ産 業 に よ り提供 さ れ てい る し、 本質 的 にそ のハ ー ドウェ

アに 固有 な もの で あ る。

②2番 目の機 能 は 、 そ の統 轄 の下 で デー タk'よ び プ ログ ラ ムを コ ン ト

ロール し組 織 化 す る適 切 なモ ニ ター の機 能 に一 歩 近 づけ る ことで あ る。

そ れ らの シス テ ムが 結 合 され て い る コ ン ピュー タ の操作 機構 に含 まれ

る ファ イル 処理 シス テ ムは 、 した が っ てそ の よ うな能 力 を組 み込 ん だ

もの とされ る で あ ろ う。

(3)次 に 遂行 さ れ るべ き機能 と して、 選択 、 抽 出、 分 類 、 再調 査 等 の作

業 を通 過 す る中 で 実行 され る サ ブ ・フ ァイ ルの作 製 が あ る。 少 な く と

も、 レポ ー ト作成 業 務 上 の概 略 総数 を発 展 さ せ る計 算 面 での能 力 を、

一 定程 度 期待 して も良 い だ ろ う。

(4)こ れ らの シス テ ムの 機能 の第4番 目に あげ得 る のは 、 ユー ザ ー の 仕

様 明細書 に従 っ て フ ォー マ ッテ ィ ン グお よび 印字 と して、 ア ウ トプ ッ

ト ・レポ ー トに つ い て で あ る。 この分野 に シ ステ ム を反 映 させ るが故

に、 大 部 分 の ファイル ・システ ムは、 か な りの能 力 を必 要 と してい る。

したが っ て、 これ らシ ステ ムは、 広 範 囲 に わ た る記号 体系 を提 供 して

い る し、 あ らゆ る種 類 の特殊 な あるい は 既 に 印字 され て い る形 の プ ロ

グ ラム を利 用 し得 る能 力や、 レポ ー ト ・デ ザ イナ ー に とっ て不可 欠 な

柔軟 性 を も生 み 出 して い る。 これ らに加 え て、 印 字 され た レポー トや

書類 を より有 益 かつ 魅 力的 な もの にす るた め 多 くの美 的 感覚 に焦 点 を

当 て た細 目 も用意 され てい る。

デ ー タ指 向 型 の ソ フ トウェ ア の好 例 は、MARKIVフ ァイル処 理 システ

ム で、 これ はIBMシ ス テム360の ため にInformatics社 が研 究 開

発 した 多 目的 の デ ー タ 処 理 システ ムで ある。 このMARKIVは 、QUICK

QWERYの よ うなイン ク ワイア リを基 軸 と した シス テム とは異 な る特 徴 を

'
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持 ち、 別 な面 での 潜 在 的 なユ ー ザー を想 定 し得 る性 格 を持 っ てい る。 ま

た経 営 管理 の 典 型 的 な情 況 お よび問題 を処理 す る こ とを企 図 し開発 さ れ

た もの で あ るた め、IBM360機 種 を中心 に あつ らえ た もの で あ り、

標 準 的 な シス テ ム360の ソ フ トウェ ア と もイ ンター フェ イス され る。

MARKIvvaよ って実 行 され る主 要 な機能 を整理 す る と

・入 力 デ ー タの読 込 み

・プ ア イル 作 製

・フ ァイル の 最新 情 報 化

・ア ッ プデ ィ ト、 処 理 操 作 、 出力等 の た めの マ ス ター ・フ ァ イル お よび

トラ ンザ ク シ ョン ・ファ イル を読 出す こ と。

・フ ァイル か らの レ コー ドの選 択

・選択 され た記録 か らデ ー タ を抽 出す る事 。

・出 力、 最 新 フ ァイ ル 、 後続 の計 算 等 で使 用 す る た め の見 積 り

・分 類、 配 列化 、 グル ー プ化 を通 しての 出 力の 調整

・レ ポー トの準 備

・新 しい フ ァ イル の作 製

MARKIVの 処理 操 作は次の3つ の システ ム概 念 に基 づ い て な され る。

(1)最 初 の シス テ ム概 念 は、 構 造 化 された フ ォー ムの 使用 で ある。 そ の

基 本 的 な フォー ム で あ る 「情 報 要 求 」は、 そ の要求 に規 定 され たパ ラ

メー タに従 っ て、 根 本 的 な フ ァ イル維 持 処 理澄 よび レポ ー'トの準備 を

開始 す る こ とに な ろ う。 さ らに、 複雑 な リク エス トは、 そ れ以 上 の フ

ォー ム を必要 と し、 そ の結 果基 本 的 な フ ォー ムで提 供 され た 機能 は拡

張 され 、 マス ター お よびそ の 他 のフ ァイル か らデー タ を処理 す る こ と

が 可能 とな る。

② 第2の シス テ ム概 念 は、 関連 を持 っ た トラン ザク シ ョン ・デ ー タ と

遭遇 した時、常 に元 のデータ を 最 新化 す る こ とで ある。 どの 固定 フ ァ イ
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ル、 ま た どのCOBOLフ ァ イル も、 他 の 種 々 様 々な ファ イル と全 く同

様 に そ の 内容 を規 定 され得 る。 定義 づ け られ る トランザ ク シ ・ンの 記

号 体 系 の総数 に は 制 限 は な い。 ファ イル 処理 機能 を遂 行 す る に際 して

利 用 者は そ の フ ァ イル・名 を表 示 し、 次 に ラ ン ・コン トロー ル ・フ ォー

ムの 適 当 な位 置 で 「FM」 に記号 化 す る。

(3)第3の 概 念 は 、 い わ ゆ る 「事 実上 の 不 参 加 」操 作 に関 連す る もの で

意 味 す る とこ ろ は、通 常の 利 用条 件 には そ れ ぞ れ 固 有の 多 くのす で に

選 択 され てい る操 作 モ ー ドが存 在 してい る とい う事 で あ る。 例 え ば ユ

ー ザー が様 々な フ ォー ムを基礎 として、 選択 す べ き シス テ ム を指定 し

なか っ た場 合 、 事 実 上 の仕 事 の 引 き受 け は そ の シス テ ム内部 で なさ れ

オ ペ レー シ ョン は、 そ の 引渡 しに従 っ て実 施 され る。 つ ま り、 一 つ の

フ ァ イル 中 の全 記録 に つい て レ ポー トを 作 成 す るた め に、 利 用 者 は全

ての 選択 基準 の空 白 を残 して お くだけ です む わけ で あ る。

大 きな組 織 体 で のMARKIVの 現実的利 用 例 は、 以 下順 次述べ て い くが、

この特 殊 な ケ ー ス に おい てそ の組 織体 は、 広 範 囲 に お よぶ コン ピュー タ

の 導入 と膨 大 な量 の フ ァ イル を持 ってい る こ とが考 え られ る。MARK

Wは 、当 初、小 規 模 の フ ァ イル処 理 シス テ ム と して、 そ の利 用者 あ るい は

コ ン ピュー タ ・メ ー カー に よ り開発 され た もの を追 い越 した著 しい進 展

をみ せ た もの と して 評 価 され た が、現 在的 には そ の 組 織体 はす でに フ ァ

イル維 持 技術 と してMARKIVを 利用す るこ とには 重 要 な意 味 を置 いて い

ない。 そ の 企業 の根 本 的 な情 報 処理 ロー ドは、 莫 大 なデ ー タ ・フ ァイル

を擁 してい るた め、 その パ ッ ケー ジは 影 響 力 を た い して持 っ てい ない事

態 にた ち至 って い る。 そ の代 りに、 初期 の要 望 と して あ ったの はMARK

IVが 小 さ な前 の課 題 を処 理す る こ とに加 え て、 イ ンク ワイア リ言 語 と し

て役割 を果 す こ とで あっ た。

この シス テ ムが そ の 機構 の 最 初 に して顕 著 な努 力 を払 わ れ た理 由は、

デ ー タ処理 要 員 を含 む こ とな しで 当 の コン ピュー タ ・シス テ ム を他 の部

、

●
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門 に よ り密 接 に結合 が 追求 され て きた か らで あ る。 これ らの部門にMARK

IVは 広 汎 な 関心 を巻 き起 した が、 イ ンク ワイア リ ・シス テ ム として の

MARKIVの 価値 を評 価す る に は まだ そ の時 期 に至 っ て い な い。 した が っ

て利 用 者 に とっ て、MARKIVは 最初 の実 験 的段 階 の もの と して の印 象 を

受 け て い るが、 将 来 的 に は、 イ ン ク ワイア リ性能 と、 細 分 化 され た コ ン

ピュ ー タ ・シス テ ムへ の デー タ の直 接 的ア ク セ ス等 の 要求 に よ り この効

果性 は高 まっ て行 くに違 い ない 。 現 在利 用 してい る人 達 は、MARKIV

は、 この 種 の技 術 を 開 拓 してい きつ つ あ るた め、 最 も可 能 性 に 満 ち た伸

展 を示 して し(る と言 っ て い る。MARI(IVを 客観 的に分折 した結果、 この企

業 の技 術 経 営陣 は、MARKIVを ファイル処理 システ ム と して、 中規 模 の

デー タ ・ペ ース を擁 して い る会 社 の全 て に強 く推薦す る こ とに何 らやぶ

さか でな い と声 明 を 出 した。

MARKIVは 現在、第 一 期 の導 入 用 として 基本 購入 価 格3万5,000ド

ル(1億2,600万 円)で 市 販 され て い る。 また購 入 の選 択 権 を保 留 した 形

で、3月 、6月 、12月 を基礎 単 位期 間 とし リニ ス さ れて もい る。 この

価格 に は、 テー プま たは デ ィス ク を利用 したそ の シス テ ム 自体 の み な ら

ず、 操 作 手 順書 、 表 現 形 式、 初 期 の トレー ニ ン グ と導 入、 シス テ ム工 学

の援 助 と設備投 資 を も含 ん で い る。 また 全 て の シス テ ム維 持 保 管 は そ れ

に含 ま れて い て、 特 に 別 な手 数料 は 不要 で あ る。

● ろ.5一 切 完 備 した シ ステ ム ・,1

全過 程 が 完成 して い る シス テ ムは 、 現在 、 デ ー タ処 理 とい う唯一 の基

本 概 念 に 限定 され る。 と同時 に この概 念 は、 デー タの 組織 化 と処 理操 作

へ の胎 動 を暗示 しデ ー タ ・処 理 の近 代 的 な発 想 で もあ る。 近代 的 なデー

タ処理 シス テ ムは、 そ の デー タ ・ベー ス の構 造 をアク セス方 式 とは別 の

独 立 した 機能 とみ な され てい る。"『 ジ.'ぷ 玲二ー

デ一 夕処 理 シス テ ム の初 期 の 発 達 過程 では デー タは プ ログ ラム の構 成
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要 素 と して 欠 く こ とので きな い もの と して結 合 させ られ て い た。 この 結

果 、 シス テ ム設 計 が 固定化 し、 デ ー タの記 憶 とプ ログ ラ ミング の努 力 が

重複 す る恰好 とな った。 最 近 の 見解 で は、 デ ー タは活 用 プ ・グ ラム と切

り離 して考 え られ てお り、 もは や プ ログ ラムは 、 特定 の デ ー タ に直 接結

合 され ね ば な らない必 要 性 を 脱 皮 して しま っ てい る。 この よ うに記 憶 媒

体 の中 に貯 え られた デ ー タは、 使 用 ・スペ ー ス の 双方 に特 有 の語 で、 効

率 的 に組 織化 され 得 るの で あ る。

成 功 裡 に コン トロー ル を遂 行 す る た め に、 デ ー タ処 理 シス テ ムは 下記

の項 目が注 意 され ねば な らな い。

・ デー タ を規 定す る方 法 とデ ー タ ・ベ ー ス 内 のデー タ ・セ ッ ト相 互 の

関連 性 。 あ る シス テ ムは、 そ れ が遭 遇 す る どの よ うな種類 の プ ログ ラ

ムに も、 そ の デ ー タ を関連 づ け る能 力 を持 た ね ば な らない。

・ デ ー タ とデ ー タの境 界 を定 め照 合 す る シス テ ム の一 覧表 や 索引 の部

分 との双 方 を処理 す る一 連 の プ ログ ラム。 い つい か な る場 合 で も、 こ

れ らの 表 や 索 引 は、 巌 密 にそ の デー タ ・ベ ー ス に含 まれ てい る デ ー タ

同志 の 境 界が 定 め られ、 常 にそ のデ ー タ ・ベ ー ス は根拠 の あ る最 新 の

'情 報 を含
ん で い る必 要 性が あ る。

・ シ ステ ムの構 成 要 素 間 の コ ミュニ ケ ー シ ョ ンを遂行 す る ラ ンゲ ー ジ。

デ ー タ処理 シ ス テ ムは、 デ ー タ を維 持保 管 しユ ーザ ー の プ ログ ラム と

一 致 してそれ を検 索で きるよ うにす るため正 確 に指令されるものであるこ と・

この よ うな シス テ ムは、 有 効 にか つ 経済 性 の 点 で も有利 に活用 で き る

よ うにす るた め に は、 次の よ うな特 徴 を備 え ね ば な らない。

・ シス テ ムの 利用 者 の範 囲 は広 大 で 、 か つ各 々の経 験 と知 識 の程度 も

当然 種 々雑 多 に異 なっ た もの で あ ろ う。 従 っ て利 用 の便 利 さ が まず 不

可 欠 とされ る。

・ 使 用 と変 更、 修 正 の両者 か ら重 要 とさ れ る融通 性。 大 規 模 な シス テ

ム は、 利 用法 で も構 造 に お い て もダ イナ ミック で ある た め、 この性 格

`

'
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は 極 め て 重要 な 点 で あ る。

・ 必要 とす る全 装 置 の中 で、 適 当な 応答 時 間 を得 られ る こ と。

・ 現 実 に実 施 に移 し、 使用す る 際の経 済性。

現 在 使用 され て い るデ ータ ・マネ ジ メ ン ト ・シス テ ムは、 連 結能 力 と

索 引能 力 との一 方 又 は 双 方 を発 揮 し得 る性能 を持 っ て い る。 前 者 の リン

ケー ジ 能 力 とは、 情 報 の 冗長 度 を最低 限 にお さえ るた め、 関連 の あ るデ

ータ を 結 合す る技 法 であ る。 また後 者 は、 デ ータ の 全体 を 照合 せ ず に、

よ り大 きな デ ータ ・セ ッ トのサ ブ ・セ ッ トに ア クセ ス させ る技 術 で あ る。

概 して この 両 性 能 は、 ユ ーザ ー に よって書 かれ た プ ログ ラ ム用 の み な ら

ず、 シ ステ ムそ れ 自体 の一 部 で あ る プ ログ ラムの た め に も、 本 来 備 え ら

れ るべ き もの で あ る。 ユ ーザ ー ・プ ログ ラムは、 そ の シス テム の も とで

行 な われ る利 用法 の性 格 お よび、 シス テ ム 自身 が 固有 に 持つ 制 約 こ の2

点 にの み 限定 され る。 一方 、 シス テ ム ・プ ログ ラムは 次 に 述べ る3つ の

基 本 的 な 分 野 を含 んで い る。

・ デ ータ ・マ ニ ピ ュ レー シ ョン

これは そ の シ ステ ム内 の あ らゆ る レベ ル の デ ー タ ・セ ッ トに関 す る

附 加、 置換、 修 正、 読 出 し、 最 新情 報化 等の 機 能 を 包括 して い る。

・ 構 造 的 な 維 持管 理

プ ログ ラム は、 そ の シス テ ムの 持 つ一 覧表 な らび に 索引 の全 て を 自

動 的 に 維 持す る能 力 を提 供 す る必 要 が あ る。 シ ステ ムそ れ 自体 は、 デ

ータ ・ベ ース を 附加 、 削 除 または修 正二す るに 必要 な プ ログ ラム を 自動

的 に呼 び 込 む こ とが 可能 で なけ れ ば な らな い。

・ プ ログ ラム ・コ ン トロール

この領 域 は 、 「オ ペ レー テ ィン グ ・シス テ ム」 の表 題 の もとに一 緒

に扱 われ るの を 旨 とす る広 範 囲 な プ ログ ラム ・セ ッ トを含 ん で い る。

一 切完備 した シス テ ムは 、 ソ.フ トウェ ア 開 発 と して、 全 部 で3つ

の サ ブ セ ッ トを 擁 し て い て 、それ らは、 オ ペ レー テ ィング ・シス テ ム、
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プ 。グ ラム言 語、 デ ータ処 理能 力 であ る。 さ らに、 シス テムは これ ら3

要 素 を1つ の組 織 体 に統 合 し よ うとす るが ため に、 普 通 は ユ ーザ ー の条

件を なか な か 満 た す形 にな らず 、 また経 費 がか か り、 時 に は 極 く熟 練 し

たユ ー ザ ーだ け にそ の利 用 を限 定 して しま うこと もあ る。 デ ー タ 処 理パ

ッケ ージ の開 発 に は現 在 、 多 大 の関 心 が払 われ て い る が、 現 実 に は 開発

コス ト、 潜在 的 に ユ ーザ ー とな り得 る部 分 に 負担 として かか る多 くの シ

ス テ ム変 更、 さら に新 しい シ ス テ ム を実 施 に移 して き た歴 史が 必 ず しも

成 功裡 に終 っ た もの ばか りで な い事 実 等が 障害 とな り うる。

◆

4

4.ア プ リケ ー シ ョン 指 向 型 ソ フ トウ ェ ア

特定 の産 業 や応 用 面 に重 点 を 置 い たた め に、 この ク ラスの ソフ トウ エ アは

は 広範 囲 の 作業能 力 を 持 っ てい る点 を 最大 の特 徴 と してい る。 この 多 様な能

力は 、 一産 業 内に い る殆 ん どの コ ン ピ ュータ利 用 者 に適 切 な もの で あ るか ・

あ る いは注 文 請求 書 の作 成 、 支 払給 料 総額 、 売 掛 金等 の 問 題解決 に直 接関 連

あ る もので あ る。 応用 面 を基 軸 と した ソ フ トウエ アは 、商 業 用 と科 学 用 の2

つ の領 域 に分 け る こ:とが で き る。 ソフ トウエ ア専 門企 業 だ けで な く、 コ ン ピ

ュータ 製 造 会 社 も、 この 両 分 野 の広 範 囲 に亘 る ソ フ トウエ アを市 販 して い る。

コ ン ピュ ータ製 造企 業 に関 して 言 え ば、次 の違 い がIBMと 他 の各 社 の間

に ゾフ トウ エ ア開発 上 の 相違 と して存 在 してい る。IBM社 は 、 全 産業 分 野

を 網 羅す る こ とを 企 図 し、 現在 ソフ トウ エ ア研 究 開発 で 乗 り出 してい な い部

門 は ご く僅 か で あ る。 一方 、 他 の メ ー カ ーは彼 等 の製 品 が その 市 場 で 良好 な

成 績 を納 め る と思 われ る産 業 に対 し、 ソフ トウ エ ア進 出の決 定 を 下 す とい う

傾 向 にあ るた め、 企 業 を 中 心 に したマ ー ケ ッ トを前 進 させ るた め に ソ フ トウ

エ ア を開 発 して い る と言 っ て よか ろ う。 しか しな が ら、 どの製 造企 業 も全 部

の しか もそれ ぞ れ最 新 の ソ フ トウエ アを、 産 業 に供 給 す る こ とは'不 可能 であ

るた め、 ソフ トウ エ アの 質 と妥 当性 は大 き く変 化 す るで あ ろ う。 他 社 の みな

らずIBMも 市 場 販 売 の決 定 を、 即 応 用 性 を 中心 と したパ ッケ ー ジ の優 先 す
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る とい う形 を とらざ るを得 ない。

また、 独 立 した ソフ トウ エ ア専 門 産 業 の方 に 関 しては 、 そ の経 営 活 動 の

ハ

最 も主 要 な 部 分 は複 雑 な情 報 処 理 シス テ ムを 持 っ てい る大 口の利 用 者 に依

存 して い る。 大 口利用 者は 一 般 的 に注 文 に よ り開発 され た プ ログ ラム に関

心 を抱 い て い る。 標 準 型 の ア プ リケ ー シ ・ン ・パ ッケ ー ジは、 小 規 模 の コ

ン ピ ュー タ利 用 者 には 絶 大 の価 値 を もた ら して い るのが 普 通 で あ る。 しか

し、 最 近、 ソフ トウエ ア専 門の大 手 数社 が、 標 準 専有権 付パ ッケ ー ジを 発

売 し始 め て い る。

専有 権 付パ ッ ケー ジは、 処理 操 作 用 と して設 計 され た装 備 に よ つて、 そ

の内容 を異 に し、 実 際的 な応 用 ま で に至 る複雑 精 巧 さ、 あ るい は 一 般 性、

効 果 性等 で違 いを持 たせ て い る。 代 表 的 な産 業 別 に設 計 され た専 有 権 付 パ

ッケ ー ジ には 給 料支 払 算 定 システ ム、 在 庫管 理 システ ム、 銀 行業 務用 パ ッ

ケ ー ジ、 注 文 請 求書 作 製 シス デ ム、 売 掛 金 算定 パ ッケー ジ等 が あ げ られ る。

勿 論、 他 に も重要 な特 殊 分野 にお け る専有 権 付 パ ッケ ー ジ の市場 が存 在 し

中小 企 業 お よび!固大 企 業 の 要求 に対 拠 す るサ ー ビス会社 、 あ るいは タ イ ム

シ ェ ア リン グ会 社 に よ り代 表 され る市 場 もそ れ に当 るで あ ろ う。
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第4章 大手 ソフ トウエア会社の概況

1.独 立 ソ フ トウエ ア会社 の分 析

こ の章 で は、 大 手 ソフ トウエ ア 専 門会 社 の 活 動 分野 、 長所 あ るい は弱 点、

財 政 状 態 等 を分 析 す る。 第4表 は、 多方 面 にわ た る活 動範 囲、 そ の積 極 的

あ るいは 消 極 的要 素、 成功 へ の キ ー ・ポ イ ン トを掲載 してい る。 表5は 、

大 手 専 門会 社 の活 動 と業 界 にお け る地 位 を説 明 した もの で あ る。 表4、5

に 出て くる、 高 レベ ル と低 レベ ル ・ソフ トウエ アの違 いは、 以 下 の 要因 で

決 定 され る。(1)投 資 規 模 ② 設 計 お よび実 施 の熟 練 度(3)マ ー ケ ッ

ト

次 の表 は 、 ソ フ トウエ アを高 、 低 二 つ の カ テ ゴ リイに分 け、 そ の 製 品 と

マ ー ケ ッ トを示 して い る。

表3ソ フ トウエ アの 型

〈 製 品 の 型 〉

高 性 能 ソ フ トウ ェ ア

科 学 技 術 ア プ リケー シ ョン用

専 門 的 分 析 と コ ン ト ロ ール

コ ン ノくイ ラ ー 、 ソ ー タ ー、

モニタ ー、オペ レーテ ィング ・システム

集 中 情 報 シ ス テ ム、 デ ー タ お よ び

フ ァイル ・マネジメン ト●シスアム

汎 用 ソ フ ト,ウエ ア

産業 用 アプ リケ ーシ ョン、 ライ ブ ラ リィ

お よび汎 用 アプ リケ ー シ ョン

簡単 な アプ リケーション ・プログラム

月 々、 日々の 簡 単 な計 算 プ ログ ラム

〈 マ ー ケ ッ ト〉

デ ータ処 理装 置メ ー カー、

大 手EDPユ ー ザ ー

デ ータ処 理 装 置メ ー カー、

大 手EDPユ ー ザ ー

データ処 理 装 置メ ー カ ー

全て の商 業 ユ ーザ ー

全ユ ーザ ー

■
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複 雑 な 高 度 の ソ フ トウ エ ア の 開 発 に は、 熟練 した 長 い経 験 年 数 を持 つ 要 員 、

さ らに 巨 大 プ ロ ジ ェク ト と して の ア プ ロ ー チ を 必 要 とす る。 例 え ばIBM

360シ リ ーズ 用 の 高 レベ ル ・ソ フ トウ エ ア を 設 計 、 開 発 す るに は5億 ド

ル(1,800億 円) 、 年 間 サ ポ ー ト ・コ ス トが5,000万 ド ル(180億

円)と な っ て い る。 これ は 疑 い も な く、 これ まで 商 用 デ ータ 処 理 に お け る

最 大 の プ ロ ジ ェ ク トで あっ た 。 コ ン ピ ュ ー タ ・メ ー カ ーは 、 多 大 の 高 レ ベ

ル'ソ フ トウ エ ア お よび ベ ー シ ッ ク ・サ ポ ー ト ・ ソフ トウ エ ア を 必 要 とす

るが 、 多 くの メ ー カ ー は 、 自社 で これ を つ く る能 力 を持 っ て い る とは 言 え

な い。 大 手 ユ ー ザ ー の 中 に は コ ン パ イ ラ ー の よ う な もの に 関 し て 、 メ ー カ

ー以 外 の 供 給 者 を あ て に す る者 も あ る
。 と い うの は、 彼 等 は メ ー カ ーの コ

ン パ イ ラ ー の 効 率 に 満 足 して い な い し、 ま た 彼 等 が 処 理 して い る デ ー タ の

量 は、 メ ー カ ー の コ ン パ イ ラ ー よ り以 上 の 適 応 性 を 必要 と し て い る か らで

あ る。 例 え ばLockheed社 は 特 殊 翻 訳 プ ロ グ ラ ム を、 ま たG6neralMo-

tors社 、MetropolitanLife社 、JohnMarcock社 と い っ た 大 手 は 、

自社 用 のCOBOL、FORPRANコ ン パ イ ラー を 開 発 して い る。 勿 論 、 コ

ン ピ ュ ー タ ・メ ー カ ー も.個 々の 顧 客 と.ソ フ トウ エ ア ・シ ス テ ムの 開 発

や 、 メ ン テ ナ ン ス ・サ ポ ー・ト契 約 を結 ぶ こ と も あ る。

低 レ ベ ル'ソ フ ト ウ エ ア 市場 は 、 当 然 の こ と な が ら広 大 で 、 汎 用 的 立 場

と ア プ リケ ー シ ・ ンに 見 合 う よ う設 計 さ れ て い る。 この 市 場 の 製 品 と して

は 、1フ ェ ズ の コ ンバ ー ジ ョ ン'プ ロ グ ラ ム、 トラ ンス レ ー タ、 ユ ー テ ィ

リテ ィ'プ ロ グ ラ ム等 の ソ フ トウ エ ア を 含 む 。 こ れ等 の パ ッ ケ ー ジ を 開 発

す る努 力 は 小 さ い もの だ し.コ ス ト も そん な に 高 い もの で は な い。 プ ロ グ

ラ ムが 簡 単 で あ る か ら、 販 売 コ ス トは 安 く な り、 普 通 、 数 千 ドル ま で も い

か ず 、 数 百 ド ル 程 度 で 売 られ て い る 。 こ れ ら の プ ロ グ ラ ム を 売 る 場 合
、

問 題 は 市 場 が な い と い う こ とで は な く、 む しろ 適 切 な マ ー ケ ッ テ ィ ン グ

技 術 が な い と い う こ と で あ る。 小 規 模 な ユ ー ザ ーが 好 ま しい 市 場 を つ く

り 上 げ て い る が 、 こ の よ うな 広 大 な、 一 般 的 市 場 に売 っ て い る た め 、 低
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表4 ソフ トウェ ア関 連 サ ー ビス の 分 析

サ ー ビ ス 分 野 企 業 化 の 長 所 企業化した場合の問題点 成功するための条件

高 水 準 ソ フ ト ウ エ ア

(コ ンパ イラー、 オベ レイテ ィング
'シ ス テム)

(ア プ リケー シ ョン ・プログラム)

専 有 権 付 プ ログ ラミン グ

(オ ー トフ ロー、MARKN

コンビ ュータ ックスな ど)

*高 額 契約

*業 務 を拡 張す るため技術水準が

高 まる

*広 い分 野にわたって基盤をかた

め るこ とがで きる

*広 範 かつ大 規模なマーケ ッ トに

なる可能 性あ り

*そ の他 の コンピュータ製品、.サ

ービス販売の基礎

*市 場への新規参入 が容易

*著 し く高 い収益 率

、*大 規模市場に発展す る可能性 あ

り

*市 場は 比 較 的 狭い

*人 材 の不 足 が 難点

*プ ロジ ェク ト'マ ネージメ ン ト

はむずか しい

*競 合度 が 高い

*マ スタ ーす るのが経済的 に困難

*契 約が小 口であ る場合が多 い

*高 い リスクを含む 開発投資につ.

いての高度な予 測

*ソ フ トウエアの専有権を保護す

るのはむずか しい

*高 い各 声、特 に政府関係機 関に

高い実績を持つ こ'と

*高 水準のスタ ッフ と管理

*良 い渉外係が 必要

*高 度 なマーケ ッテ ィング能 力が

必要

*積 極的経 営

*利 潤獲得に積 極的なスタ ッフ

*広 範 な マ ー2ッ テfン グと販i蒲 自力

*プ ログラミi/グ'サ ービス とサポー ト

*し つか.り した プPグ ラム・コントロール

*広 範 な 販 売 エ リナ

サ ー ビス ・ビ ュ ウ ロ ウ *社 内余剰計算力を利益 化で きる

*高 収益

*そ の他 のサー ビスの基礎

*ほ とん どの地 域で競争が激 しい *積 極 販売 と良いサービス

*顧 客層 の 確立

*適 切なアプリケーション

リモ ー ト'パ ッチ'サ ー ビス

タ イムシ ェア リング'コ ン ピュア ィ

シ ョナル'サ ーヒス

*ユ ーザーに とっては安値な投資

,*大 規模市場市発 展す る可能性 あ

り 噛

*顧 客を もとに した新サ ービス

*投 下資本対利益率が低い

*競 争は小規模で長期 にわた る支

出が必要

*激 しい 競 争

*ユ ーザーのデ ータ保 護する こと

がむ ずか しい

*比 較的狭い市場

*競 争 が激 し くな りつつある分野

・*価格競争の重要性が増大 してい・

る'㌔

*ハ ー ドウエアとソフ トウエアに対す

る豊な経 験

*豊 富 な財 政基 盤

*効 果 的 な 販売

*良 い 客 層

*効 果的なセ ンタ ー経営

*ユ ニークなアプリケーション

1
☆

《
ー
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教 育 サ ー ビ ス

フ ァシ リテ ィ ・マネ ージメン ト

企 業 化 の 長 所

*高 い創業者利益の機会

*高 収益

*大 きな成長性を持つ

*大 きな成長性を秘めたマーケ

ツ

*フ ランチャイズの 機 会 あ り

*き わ め て 収 益 性 の 高 い マ ー ケ

ツ

*現 在 の麗容の基盤が利用で き

る

*ユ ーザ ーが 手 を 引 く よ うにな るた

め、 長 期 固定 契 約 とな る

*副 次 的 な 仕事 が生 れ るチ ャ ンスあ

企業化 した場合の問題点

*創 業時に高い開発 コス トを

必要 とするだろう

*価 格によって競争はだんだ

ん増加するであろう

*競 争激化の可能性あ り

*信 用を獲得するためあ る程

度長い時間が必要 とされる

*コ ンピュータ'メ ー カーの政 策

に 利 益 が 依 存 す る

*コ ンピュータ の価 値が 償 却期 間

よ り も早 く減 少 す る

*投 下 資 本 が 大 き くな っ て は

い け な い

*固 定価格契約

*市 場の範囲は比較的せまい

成功す るための条件

*提 供 し ょ う と思 っ て い る サ

ー ビス 分 野 も し くは 産 業 界

で 充 分 な 経 験 を 持 つ こ と

*デ ータ'マ ネージメ ン トの 高 度

な 技 術

*効 果 的 な コンピュータ'セ ンタ

ー 経 営 能 力

*効 果 的な組織能 力

*効 果的な投下資本評価

*豊 富な資金 源

*効 率的な販売力

*効 果的な経営管理技術

1

や

切
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大 手 ソフ トウエ ア会社 の活動分 野

f

特 殊 向 汎 用
専 有権1寸 サー ビス ファミリティ ・ リモー ト・バッチ オンライン オンライン・f'"教 育
パッケージ ビュロウ マネジメ ソト サービス 計算 サービス ベ→いサービス サービス その他

AppliedDataResearch

AutomaticData

Processing

ComputerApPllcations

ComputerSciencesCorp・

ComputerUsageCompany

Computing&Software

InformatiCS

PlanningResearchCorp・

X

X

X

X

X

X

X

ラ

ラ

X

X

(

(

X

X

X

X

X

X

X

X

X

X

X

X

X

X

X

X

X

X

X

X

X X

X

X

X

(X)(X)

X ,

X－ 現 在 行 な つ て い る 分 野 .

(X)=将 来 行 な う予 定 の 分 野

X

X

ブル ー プ リン ト

出 版

マ ーケッ ト ・リサ ーチ

出 版

マーーケ ッ ト・リサ ーチ

出 版

コ ンサル タ ン ト

出 版

ダイ レク ト ・メール

ダ イレク ト'メ ール

ク レジ ッ ト・ビ ュロゥ

コンVvlfン ト1

エンジニア リング ・リサーチ

● ● '
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2.会 社 概 況 と財 務 デー タ

この 章 で は、 主要 な ソ フ トウ エ ア専 門会 社 を紹 介 す る。 この 中 には これ

ら の会 社 の サ ー ビス、 財務 状 態、 関連 会 社、 興 味あ る 活 動等 も述 べ られ て

い る。

AppliedDataResearch

PrincetonrNewJersey

吟

ら

業 務 内 容

ADRは 契 約 に よ りコ ンピ ュータ ・ソフ トウエ ア開発 サ ー ビス を 行 な い、

専 有権 付 ソ フ トウエ ア ・パ ッ ケー ジを リー ス も し くは売 り切 りで 販 売 して い

る。 株 式 は 公 開 され て お り、公 開株 の うち管 理 権 を とる に足 る59%の 株 式

が 同社 の経 営 陣 の手 に あ る。

会社が設立されたのは1959年 で あ るが、1965年 まで はADRは 高水

準 の ソ フ トウ エ ア の設 計 に専 念 し、 これ に よっ て利 益 を得 る機 会を 少 な くし

た。 とい うのは ア プ リケ ー シ ョ ン ・プ ログ ラムの 方 が もっ と利 益 が あ が っ

た か らで あ る。(も っ と も この 分野 は 競 争 が激 しい。)1964年 か ら同 社

は よ り市 場 感 覚 の鋭 い経 営者 に よつて 管 理 され る こ とにな つ たが、 高水 準 シ

ス テ ム を め ざす とい う姿 勢は変 わ らなか っ た。ADRの 契約 の うち約 半 分 が

政 府 プ ロジ ェク トで あ る。 専有 権付 ソ フ トウエ ア'パ ッケー ジAUTOFLOW

は ほ とん どの ソー ス ・ラン ゲ イジ ・プ ログ ラ ムの フ ローチ ャー トを つ くる も

のだ が、 この プ ログ ラムは 多 量の ユ ーザ ーを獲 得 して大 きな 利益 をあ げ た。

さ らに、 この普 及に ともな っ て ソ フ トウエ ア特 許 ま で も獲得 した。 これ は コン

ピュ ータ ・プ ログ ラ ムに与 え られ た最 初 の特 許 で あ る。 あ る専 門家 の 指 摘 す

る とこ ろに よれ ば、 これ は 一連 の プ ログ ラ ミン グ ・ス テ ップ以 上の もの で あ

る とい う。
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長 所 と欠 点

同 社は 非常 に 高い 転 職率 の この業 界 にあ っ て比 較的 人 間 の移 動 が 安 定 して

お り、 強 力 な技 術 陣 を 持 って い る。

ADRの 特 色は 高 水 準な ソフ トウエ ア に焦 点 を しぼ り、 一 般 的 に アプ リケ

ー シ ョ ン'ソ フ トウ エ アを 避 け て い る こ とで あ る
。 もち ろ ん利益 は ア プ リ

ケ ー シ ョ ン ・ ソ フ ト ウエ アの 分野 の方 が いい。 これ は過 去 に おけ る成 長 と

利 益 に影 響 してい る こ とは 言 うまで もな い。 た だ現 在 の経 営陣は ミック ス し

た よ うな か た ちへ の転 換 を長 期 計 画 と して 考え て い る とい わ れ る。

ADRは これ まで の とこ ろ成 功 して い る。 す で に有 名 な ソ フ トウ エ ア ・パ

ッケー ジAUTOFLOWも 生み出 してお り、 これ は特 に今 後 も需 要 の拡 大 が

の ぞ ま れ て いる。

コメ ン ト

ADRは 強 力な 技 術 スタ ッ フを 持 っ て い る。 そ して積 極 的 なマ ー ケ ッテ ィ

ング活 動 を 行 ない 将 来 の成 長 に対 して強 力 い地 点 に立 っ てい る よ うに見 え る。

この成 長 の拡大 は 販 売 組 織 をい か に確 立す るか、 さ らには どれ だ け価 値 の あ

るア プ リケー シ ョン'パ ッケ ージ を 開 発 す るか にか か って い る。1969年

の8月 、ADRは 社 を 買収 した。 同社 とは 高 水準 専 有権

付 ソフ トウエ ア ・パ ッケ ージ の 分 野 で 指導 的 な ソフ トウエ アを開 発 し提 供 し

て い る。 この合 併 はADRの 今 後 に新 ら しい 戦力 とな っ う。

財 務 内 容

年 度 1965 1966 1967 1968 1969 一__一 一 ー 一一______一 一 ー 一 一 一 一 ー 一 一 一 一 ー 一
(6年)

販 売(1畑oト ツの 982 1,386 2,870 4,188 2,775

純 利 益0ρooド ノの 100 21 234 529 201

1株 あ た り利 益 0.15 0.02 0.28 0.18 0.16

従 業 員 数 150

会 計 年 度 末 12月31日

■
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AutomaticDataProcessing,Inc.

業 務 内 容

ADPは 主 に 以 下 に 示 す2種 類 の サ ー ビス を用 意 して い る 。(1)給 料 支 払

いお よび 受 け取 り勘 定 の処 理、(2)株 式 内買い 人 の た め の 記 録 保 持 。 同 社 の 子 会

社 ニ ュ ー ヨ ー ク 州 のIndependentBluePrint&SupplyCo・,は 、 エ

ン ジ ニ ア リン グ、 建 築 業 者 、 そ の 他 の 商 業 企 業 向 け の 複 製 、 印 刷 サ ー ビ ス を

提 供 して い る。 同社 は公開 株 式 企 業 で あ り、そ の 株 式 は ア メ リカ株 式 取 引所 で 取

り引 き され て い る。

同 社 は 、 受 け 取 り勘 定 処 理 と と もに 給 料 支 払 い 処 理 サ ー ビ ス に つ い て 、 そ

の 業 務 を 作 り上 げ 、 自社 内 に コ ン ピ ュ ー タ 機 能 を 設 け る よ りは 、 社 外 サ ー ビ

ス の 利 用 の 方 が 経 済 的 だ とす る 企 業 が 買 い 手 で あ る。 同 社 は 最 近 、 トラ ッ ク

に よ る 集 荷 、 運 送 を5大 都 市 で 開 始 し て い る。 株 式 売 買 の 記 録 保 持 サ ニ ビス

は 、 同 社 の 子 会 社AutomaticComputerServices,Incに ょ っ て ニ ュ

ー ヨー ク の 金 融 地 区 内 の コ ン ピ
ュ ー タ ・セ ンタ ー で 行 な っ て い る。

同 社 は 最 近 次 の よ うな 狙 い か ら 一 連 の 買 収 を 行 な っ た。 川 会 社 の サ ー ビ

ス 業 務 の地 理 的 拡 大 を 図 る 。(2)5種 の 新 し い 業 務 を 行 うた め。 地 理 的

拡 大 は 、 現 在ADPofMichigan,Inc.(デ ト ロ イ ト)とADPof

Missouri,Inc・(セ ン トル イ ス)と 呼 ば れ て い る。2つ の 独 立 サ ー ビ ス ・

ビ ュ ー ロー の 買 収 が 目的 で あ っ た。 新 し い業 務 へ の 進 出は 、 川 マ サ チ ュ ー

セ ッ ツ 州 ニ ュ ー トン のResearchCalculations,Inc・ 出 版 業 界 へ の サ

ー ビス と し て の 専 門 サ ー ビ ス ・ビ ュ ー ロ ー ② 出 版 業 界 へ の サ ー ビ ス の 専

門 ビ ュ ー ロ ー、 ブ イ ラ デ ル フ イ ア の1.D.R.社(3)医 療 ・科 学 情 報 出版 分

野 で の 個 人 所 有 企 業 の1群 の 買 収 の 目 的 で あ っ た。 こ う し た 出 版 社 の 年 間 販

売 は 、 買 収 以 前 で 約200万 ドル(7億2,000万 円)で あ っ た。
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長所 と短所

同社 は 大 きな顧 客 層 を持 ち、 さほ ど洗連 され て いな い とは いえ、 比 較 的独

特 なサ ー ビス で もつて 高い利 益 をあ げ てい る。

1司社 は 重要 ない くつ か の能 力 とか 著 し く効 率 の 良 い経 営 を行 な うと と もに

積 極 的な 販売 活 動 を行 な っ て いた。

提供 され て い るサ ー ビス は、 比 較 的 技術 水準 は低 く、 資 本 も さほ どい らず、

競 合会 社 がつ け入 りや す いが 、ADPが 確 立 した 領域 で は、 競争 は 恐 ら く大

きな 問題 とな るだ け の要 素 は あ る まい。

コメ ン ト

ADPが 提 供 して い る比 較 的 あ りふ れ たマ ー ジ ンの低 いサ ー ビス に つ いて

の 批判 に よって 成 果 を論 ず る こ とは 無駄 で あ る。ADPに よ るサ ー ビスは、

非 常 に好 評 で あ り、 経 営事 情 もよ く近 い将 来 さ らに大 きな発 展 を遂 げ る こ と

で あ ろ う。

財 務 内 容

年 度 1965 1966 1967 1968 1969
一ー 一 一 ー 一 一 _一 一 ■■● 一 一 一 一 ー ー 一 一 ー 一 一 一 一 一 一 ー 一 一

売 上高 2,513 4,841 9,055 15,886 26,703

(単 位:1000⇔ レ)

純利益 228 644 1,062 1,587 2,326

(単 位:1000⇔ レ)

1株 ごとの利 益 0.19ト ル 0.50ド ル 0β0ド ル 107ト ル 145ト ル

従 業 員 数 1,200

年 度 末 6月30日

'



Bolt,Beranek,&Newman,Inc.
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業 務 内 容

BoltBeranek,&Newman社 は 操 業 以 来17年 目 の 会 社 で 、 業 務 は 各

種 方 面 、 例 え ば科 学 ・エ ン ジ ニ ア リン グ 分 野 の 開 発.コ ン サ ル テ ィ ン グ、 調

査 等 を 行 な っ て お り、 そ の 範 囲 は 情 報 科 学 、 コ ン ピ ュ ー タ'サ イ エ ンス 、 デ

ー タ 通 信
、 教 育 ・訓 練 シ ス テ ム お よ び タ イ ム シ ェ ア の コ ン ピ ュ ー タ 訓 練 な ど

が あ る。 同 社 の 業 務 内 容 の大 半 は 、 調 査 と開 発 で あ っ て、1968年 度 に こ

れ らが 占 め た 割 合 は77%に 達 し、 残 り23%が 産 業 用 サ ー ビ ス 各 種 と製 品

で あ っ た。

財 務 内 容

、年 度 196719681969
一ー ー ー ー 一 一 ー ー 一 一_ .一 ー ー ー ー 一__________

収 入(単 位:1000⇔ レ) 4,97510.8881玩173

純利益(単 立1000Dレ) 346281675

1株 ご との利 益 31ド ノレ25ド ノレ32ド ノレ

従 業 員 数 575

年 度 末 June30



一82－

ComputerApPlications,lnc.

業 務 内容

CAI社 は、 主 と して コ ン ピュ ータ 関 連事業 に従 事 して お り、 そ の 内容 は

ω コン ピュータ ・ソ フ トウ エ ア の開 発 と コンサル テ ィン グ ・サ ー ビス 、

(2)政 府機 関 向 け の コ ン ピ ュー タ導 入 紹介 とコ ン ピュー タ経 営 、(3)計 算

サ ー ビス業 務 で あ る。 同社 の子 会 社SPEEDdata社 は、製 造 業 社 向 け に コン

ピュ ータ化 され た 消費 品 販 売 情報 を提 供 してい たが 最 近 解体 され た。 他 の幾

つか の 子会 社 は、 消費 製 品 の市 場 調査 サ ー ビス、 印 刷 と出版 、 そ して グ ラフ

ィ ック ・ア ー トな どの サ ー ビス を行 な って い る。 同 社 は 株 式 公開 会社 で あ り、

そ の株 式 は アメ リカ証 券 取 引所 で 取 引 きさ れ てお り、 同 社 の経 営 陣 は 公 開株

式 の約20%を 所 有 してい る。

CAIは1960年 に設 立 され、 政府 の コン ピ ュータ ・シス テ ムの プ ログ

ラ ミング と コン ピュータ 導 入 計 画 の 需 要を 満 たす こ とを 目 的 と し た コ ン ピ

ュ ータ ・ソフ トウエ ア企 業 で あ った が、 今 日で は 、 こ うした 政府 向 けサ ー ビ

スは 、 す で に同 社 の売 上 げの ほ んの わず かを 占め る にす ぎな い。 専 門 的 サ ー

ビス(プ ログ ラ ミン グ、 コ ンサ ル テ ィン グ、 導 入経 営)な ど、 商業 、 政 府 の

顧 客へ の 売 上げ が、1968年 度 のCAIの 売 上げ の37%を 占めた が、 残

り総売 上高 の17%は 、 商 業 計 算セ ンタ ー営業 で 占め ら れ てい る。

1968年 に、CAIは 印 刷 な らび に 出版 分 野 で多 くの企 業 買収 を行 な っ

て い る。 そ れ らの 内 訳 は、(1)芸 術 品 の複 製 の 出版 と芸 術 に 必要 な 材料 を 扱

っ てい たWilUamPennPublishing社 と そ の 子 会 社(CAIの

1968年 度 販売 高 の15%を 占め た):(2)出 版社 で あ り販売 元 で もあ

るParisBookCenter,社 と そ の子 会 社:(3}政 治 関 係 の ブ ック ・

ク ラブを経 営 し出版 も して い るArlingtenHovse,社 と そ の 子 会 社

(1968年 度 の売 上げ は100万 ドル以 上):(4)出 版 社Triton

▼
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Press.社:(5)書 籍流 通 とコン ピュ ータ ・サ ー ビス ・ビ ュ ー ・一を

経 営 して い たMercedesBookDistributors社.(1968年 度 の

売 上げ は100万 ドル 以 上)。1969年2月 に、CAIはProfessional

AutomationGroup.社 を買収 した。CAIは 小 さな コン ピュ ータ ・

ソフ トウエ ア企業 と コン サル タ ン ト業者 の 買収 を続 け る と と もに、 最 近、 ダ

イ レク ト'メ ール とグ ラフ ィック ・アー トの サ ー ビス分 野 で の 買収(複 数) .

を 行な っ て いる。 ダ イ レク ト ・メ ール とグ ラフ ィ ック'ア ー ト'サ ー ビスは

同 社の 収 入 に大 き く貢 献 し、 全売 上 高 の28%を 占め て い る。

1969年 にComputerApplicationの 子会 社 で野 菜 小売 り在 庫 シス

テ ムを行 な って い たSPEDataは 、900万 ドル の損 失 を 計 上 し て 倒 産

したが 、 これ は システ ム に追 加 しなけ れ ば な らな か った必 要 物 を まか ない き

れ なか っ たの が、 その 原 因 で あ る。

長 所 と短 所

同社 の 利益 が低 迷 して い るの は、 経 営能 力が他 企 業 買収 の ベ ース を 支 え き

れな い こ とを示 してい る。

同社 は コン ピ ュ ータ ・シス テ ムの比 較的 大 きな 潜 在 ユー ザ ー を持 っ て お り

市 場 か ら利 益 を引 き出 す貴 種 的 能 力 も有 して い る。

コメ ン ト

CAIが 、 そ の経 営 能 力 を越 え て背 伸 び しす ぎて い る とい わ れ て い るが 、

これ は同 社 が過 去3年 間 、 深 刻 な利 益 低 下 とな っ て お り、 そ の結 果 、 金 融界

で の 信用 を大 き く落 とす とい う憂 目 に合 って い る こ とか ら も明 らか で あ る。

今 年 度 の金 融再 建上 の 困 難 は、 企業 として大 きな 影響 を受 け ざる を得 な い こ

とも考 え られ るほ どの 問 題 に な って い る。 さ らに、 同社 は 、金 融 上 も さ る こ

とな が ら新 会 社 設立 問 題 もあ っ て退 社 した多 くの貴 重 な人 々 を失 な つ て もい

る。
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財 務 内 容

年 度 1965 1966 1967 1968 1969

・__________一 一 ー ー ー 一 一 ー ー ー 一 一 ー ー ー ー ー 一 一 ー ー ー 一 一

売上げ 15,139 22,040 33,910 31,345 41,913

(単 位:1000Pレ)

利 益 385 688 672 460

(単1立:1000ロ レ)

1株 ご との利 益 0.18ト ル 0.50ト ル 0.60ト ル 0.38}∪ レ 4.58ト ル

(損 失)

純 資 産 1,474,000ド ル

年 度 末 9月30日

▼
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ComputerScieneesCo,

Lo8AngelestCalifornia

CSCは 各 種 の コ ン ピ ュ ー タ 関 連 サ ー ビ ス を 提 供 し て い る。 この 中 に は

① コン ピ ュ ー タ'ソ フ トウ エ ア 開 発 サ ー ビス ② 社 内 コ ン ピュ ー タ 導 入 運 営

③ タ イ ム シ ェ ア リン グ ・サ ー ビス ④ オ ン ラ イ ン ・デ ー タ 検 索 サ ー ビ ス(Co

mPutexお よ びComPuticket)。CSCは 同 時 に コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ

ン'ネ ッ ト ワ=ク の 設 計 も 行 な ,っ て お り、 地 上 お よ び 海 洋 通 信 の コン

サ ル テ ィ ン グ も実 施 し て い る。 株 式 は 公 開 され て お り、2人 の 株 主 が 公 開 株

の52%を 所 有 し て い る。

CSCは1959年 に 設 立 され 、 ソ フ トウ・エ ア会 社 と して 政 府 の コ ン ピ ュ

ー タ'シ ス テ ム ズ ・プ ロ グ ラ ミン グ の 需 要 に 応 え て き た。 した が っ て 同 社 は

こ の 政 府 契 約 を 土 台 に 上 記 の コ ン ピ ュ ー タ 導 入 コ ンサ ル テ ィ ン グ な ど を 手 が

け る よ うに な っ た の で あ る。 現 在 同 社 の 政 府 契 約 の 割 合 い は80%に 達 して

い る。

CSCの タ イ ム シ ェ ア リ ング'サ ー ビ ス は 、REMOTRANと 呼 ば れ 、

汎 用 の リモ ー ト ・バ ッチ ・サ ー ビス で 科 学 問 題 解 決 お よ び デ ー タ'マ ニ ュ プ

レ イ シ ・ ン 機 能 を提 供 し て い る。 現 在 こ の サ ー ビ ス は リ ッチ モ ン ドと ワシ ン

トン に あ る原 子 力 委 員 会 に 設 置 したCSCの コ ン ピ ュ ー タ 時 間 の1部 を 利 用

して い る。

CnmputaxServices社 は オ ン ラ イ ン ・デ ー タ 検 索 サ ー ビズ を 提 供 して

い る。 これ は 個 人 の 州 お よ び 連 邦 税 に つ い て の 問 い 合 わ せ に 応 え る もの で あ

り、 この サ ー ビス では税 計 算 を も販 売 して い る。CSCは 株 式 の ほ とん ど を 所 有

し て い る が 、 直 接 管 理 して は い な い。(ConmerceClearingHouse社 が

部 分 的 に 管 理)Conputaxは 現 在 資 金 不 足 の 状 態 に あ る。CSCの 持 株 は

50,000ド ル で あ る。

Computicketの サ ー ビ ス はオ ン ラ イ ン娯 楽 切 符 販 売 サ ー ビス で あ る 。 こ

「
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れは多 くの原因が積 み重 な って1,300万 ドル の損 失 を 出 した。 そ してユ ー ザ

ー に満 足 の ゆ くよ うなサ ー ビス がで き るか ど うか危 ぶ まれ、 これ が失 敗 の原

因 とな つて い る。 そ して シ ステ ムに対 す る資金 援 助が む ずか しい と ころか ら

サ ー ビス 活動 の停 止 に追 い こまれ た。

CSCは 非官 庁 ユ ーザ ーに 提 供 して い るサ ー ビス の 中 には 次 の よ うな もの

が あ る。 ① 契約 ベ ー ス に よる コ ン ピュ ータ ・シス テ ムズ ・プ ・グ ラム ② 専

有権 付 ソ フ トウエ ア ③C・mputerSciencesInstituteの 運 営 お よび

情 報技 術 教 育 と コンサル テ ィン グの 運営 。

長 所 と欠 点

CSCは 政 府契 約 に過 度 に依 存 して い る よ うに 思え る。 しか しな が ら政 府

機 関 の仕事 か ら得 た 多様 な経 験 は 商用 ベ ー スで 活 用 され、 積 極 的 に成 長 を 促

す要 因 とな つて きた ので あ る。 しか しな が ら利 益 を あげ る機 会 にお よん で の

多 方 面 に わ た る失敗 は経 営 陣 の企 業 成 長 計 画 に対 す る能 力 にい くらかの 疑 い

を もた せ る に いた つ た。

コメ ン ト

CSCは 、 これ まで商 用 市場 で の成 長 にお いて 政 府予 算へ の依 存度 を著 る

し くへ らす とい った や り方 で 積 極 的 に リス クを とる方 針 を打 ち 出 した。 しか

し資 金 の 見 通 しが たつ 前に どれ だ け注 意 深 く リス クの ウエ イ トず け を行 な っ

てい るか に つ い ては 疑 問 が あ る。 しか しなが ら事 実 としてCSCは コ ン ビ=

一 夕 ・ソ フ トウ エ ア会 社 では 利 益 が トッ プ ・ク ラス に属 してお り、 これは 新

ら しい試 み が 成 功 す る の に強 力な よ りど ころ とな るだ ろ う。
σ



一87一

財 務 内 容

年 度 1965 1966 1967 1968 1969
一 一 一 ー ー 一 一 一 ■一 一 一 一 一 一_一 一 一_一 一 一 一 一 一 ー 一 一

販 売(1ρ00ト ル) 10,306 25,239, 38,796 53,386 64,607

純 利益(抽00ト ル) 37 2,474 1,704 3,304 6,006

1株 あ た り利 益
トシレ

0.01

トシレ
0.59

トシレ

0.41

トツレ

0.77

トツレ

1.24

従 業 員 数 3,600

会 計 年 度 末 3月27日

●

1

ComputerUsageCompany,Inc.

業 務 内 容

CUCの 主 要 業 務 は 、 コ ン ピ ュ ー タ の ソ フ トウ エ アの 開 発 サ ー ビ ス で あ る

が 、 さ ら に 同 社 は 次 の よ う な 業 務 も行 な っ て い る。:(1)専 有 権 付 ソ フ ト

ウエ ア ・パ ッ ケ ー ジ の 販 売 と リー ス 、(2)特 殊 目 的 用 計 算 セ ンタ ー 事 業 、

(3}コ ン ピ ュ ー タ 教 育 サ ー ビス 、(4)余 剰 コ ン ピュ ー タ 時 間 の 販 売 、(5)

企 業 内 コ ン ピ ュ ー タ 導 入 と経 営。 同 社 は 株 式 公 開 企 業 で あ り、 経 営 陣 は そ の

公 開 株 の27%を 所 有 して い る。

高 度 な 実 力 と ア プ リケ ー シ ・ ン用 ソ フ トウ エ ア の 開 発 がCUCの 急 速 な 成

長 と利 益 を 持 た ら し て お り、 これ ら ア プ リケ ー シ ョ ンは 同 社 の 販 売 の85%

以 上 を 占 め て い る。 この 業 務 は 、 全 株 所 有 子 会 社ComputerUsage

Development社(CUDC)が 行 な っ た。1司 社 は さ ら に2つ の 全 株 所

有 子 会 社 と して 計 算 セ ンタ ー を経 営 して い るComputerUsageBusiness

Services,社(CUBS)と 、 コ ン ピ ュ ー タ 関 連 で 企 業 内 な い し学 習

訓 練 を 行 うComputerUsageEducation社(CUE)を 所 有 し て い
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る。

1968年7月 に、 同 社 の 創 設 者 た ちが 支 配権 を放 棄 せ ざ るを 得 な か っ た

経 営 上の 激変 が 起 っ た。 これ は 明 ら か にCUBSの 損 失 とCUDCの 利 益 減

少 とに よ る もので あ っ たが 、 最 近 の 発表 に よれ ば、 同 社 の子 会 社 の 自主 経 営

は、 以 前の場 合 よ り も弱 め ら れて い るそ うであ る。

長 所 と短所

同 社は強 力 な技 術 スタ ッフ と商 業用 途 向 けの ソフ トウエ ア開 発 に大 きな経

験 を持 って い る。

1969年 まで、 同 社 の発 展は 着 実 で立 派な もので あ った た め に、 健全 か

つ 控 え 目な 成 長 との 評価 を得 た。 しか し、 最 近 の 状況(経 営陣 変 更 と1969

年 の 収 支結 果)は 、 この評 価 が 保 証 され た もの で な く、 想 像 され て い る程、

経 営 内 容 が 良い と もいえ な い とみ る こ と もで き る こ とを示 して い る。

コメ ン ト

1969年11月 に、Sears,Roebuck&Co・,がCbmputerUsageの

株 式 を 買収 す る こと に原 則 的 に同 意 して い る。 この 計 画で は、Searsの 全株

所 有 子 会 社で あ るAllstateEnterprises,社 の 子 会 社 と し て

Computer ,Usageを 運 営 し、Searsの 自動金 融、 貯 蓄 とロー ン、 自動 車 ク

ラブ、 火 災予 防 さら に最 近 で は 火 災予 防基 金 な ど各 種 サ ー ビス業務 等 を 行な
、

っ て い る。 この買 収はSearsが 、 データ処理産業に進 出す る こ とを も意味 し

て い る。

CUCの 力 は、流 動性 に とむ 市 場 で 健 全 かつ 控 え 目な 方 法 を と り続 けた こ

とに あ っ たが、 この方 法が さ ら に成 功 し続 け るか ど うかは 、新 しい経 営陣 の

力が 同社 の失 な われ た 勢 い を と り戻 せ るか ど うか に か か るで あ ろ う。

,

■
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財 務 内 容

年 度 1965 1966 1967 1968 1969

一 一 一 一 一 一 一 ____________一 ー 一 一 ー 一 一 ー ー 一 一

売 り上げ 6,033 8,897 13,258 13,609 11,466

(単 位=1000Dレ)

利 益 345 449 603 493 dl,663

(単 〔立:1000朽 レ)

1株 当 り利 益 0.53ト ツレ 0.64ト ンレ 0.85}ウ レ 0.73Dレ L81Dレ

(損 失)

従 業 員 数 450

年 度 末 9月30日

ComputingandSoftware,Inc.

事 業 内 容

CGmputingandSoftware{t主 に 次 の よ うな コ ン ピ ュ ー タ ・サ ー ビ ス

の 提 供 業 務 を 行 な っ て い る 。a)NASA向 け の コ ン ピ ュ ー タ 導 入

経 営 と 関 連 ソ フ ト ウ エ ア の 開 発 サ ー ビ ス、 ② コ ン ピ ュ ー タ'ソ フ トウ

エ ア ・パ ッケ ー ジ の 販 売 と 商 用 ソ フ トウ エ ア の 開 発 サ ー ビ ス 、(3)特 殊 目

的 の 計 算 セ ン タ ー経 営 さ ら に 、 同 社 は 、(1)コ ン ピ ュ ー タ化 さ れ た ダ

イ レ ク ト ・メ ー ル 広 告 サ ー ビ ス 、(2)商 業 興 信所 サ ー ビ ス 、(3)デ ー タ

処 理 要 員 の 訓 練 を 含 む 、 職 業 訓 練 ス ク ー ル の 経 営 、 ④ 消 費 者 向 け 電 子 製

品 の 修 理 サ ー ビ ス ㈲ 電 子 光 学 機 器 の 販 売 を も行 な っ て い る 。

株 式 公 開 会 社 で あ るC&Sは 、 ・サ ン ゼル ス に 本 社 が あ る精 密 材 料 ・部 品

メ ー カ ーWhittaker社 の46%所 有 子 会社 で あ る。

NASA向 け の 導 入 経 営 と関 連 ソ フ トウ エ ア 開 発 は 、 同 社 の 販 売 の も40%

を 占 め 同 社 の 営 業 活 動 の 基 幹 を な して い る。 こ の 活 動 に よ っ て 同 社 は 、 複 雑
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な科 学用 コ ン ピ ュー タ の ア プ リケ ー シ 。ンに大 きな経 験 を得 る こ とが で きた。

同 社 の商 用 ソフ トウ エ ア と計 算 セ ンタ ー活 動 は、 一 般 な らび に特 殊 会 計分 野

に集 中 してい る。 これ らの サ ー ビス は、 ダ イ レク ト ・メ ール と商 業 興信 所 サ

ー ビス と と もに、 同 社 の販 売 の15%を 占め て い る。 商業 興 信所 用 サ ー ビス

は 現在 手 動 で あ り、 コ ン ピュー タ化 が 進め られ てい る。

長 所 と短所

同社 が 単 一 の 政府 機 関 に、 非 常 に大 きな販 売 部分 を 頼 って い る こ とは 、 非

常 に 危険 な位 置に あ る といえ よ う。

同 社は 積 極 的 な拡 張 哲 学 を持 って お り、 きわ め て長 期的 な 可能 性を ひ め て

い るか も しれ な い が、 同 社 の 基本 的 な ソフ トウエ ア事 業 には、 技 術 的 に も販

売 上 も直 接 関係 を持 た ぬ活 動 を い くつ か行 な って きて い る。

1司社 の予 算記 録 は 非 常 に 印象 深 い。

コメ ン ト

C&Sは 収 入面 で あ ま りにNASAに 頼 りす ぎ てい るが、 その仕 事 は、 ソ

フ トウエ ア分 野 にお い て同 社 の カンは 少 し も関 係 な い方 面 に分 かれ て い る。

しか し、C&Sは 投 資 効果 の 点 で は、 非常 に よい 能 力 を 持 って い る こ とを証

明 して い る。

財 務 内 容

年 度 1965 1966 1967 1968 1969
一 ー 一 一 ー ー ー 一 一 ___一_一 ー ー ー 一 一 ー ー ー ー 一 一 一 一 ー ー ー 一 一 一 一 ー 一

販
士 －L－

元 高 6,213 10,027 21,189 35564 64,420

(単 位:1000}∪ レ)

利 益 214 367 1,007 1,736 4,112

(単 位:1000ト ル)

1株 ごとの利益 0.20ウ レ 0.34ト ル 0.98ト ル 1.35ド ル 1.11ト ル

従 業 員 数 2,100

年 度 末 10月31日

t

■
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JnformaticsInc.

SharmanOaks,California

●

事 業 内 容

Informatics社 は、主 と して コ ン ピ ュ ー タ ・ソ フ トウ エ ア 開 発 サ ー ビ ス と

専 有 権 付 ソ フ トウ エ ア ・パ ッケ ー ジ の 販 売 を 行 な っ て い る。 さ ら に 当 社 は 計

算 セ ンタ ー の 運 営 と鉄 道 座 席 予 約 用 の オ ン ラ イ ン ・デ ー タ 検 索 サ ー ビ ス も行

な っ て い る。

これ ま でlnformatics社 が手 が けた 最 も大 き な 仕 事 は 大 規 模 デ ー タ ・バ ン

ク の マ ネ ー ジ メ ン トお よ び デ ー タ 検 索 シ ス テ ム 用 の ソ フ トウ エ ア開 発 で あ っ

た。 こ の 仕 事 の 約60%は 政 府 関 係 機 関 か ら の 受 注 で あ っ た。 当 社 は これ ま

で 専 有 権 付 デ ー タ ・マ ネ ー ジ メ ン ト ・ソ フ トウ エ ア ・パ ッ ケ ー ジMARKIV

を 約150販 売 して い る。 勿 論 現 在 で も こ の パ ッ ケ ー ジ は サ ー ビス ・ビュ ゥロ

ウ で 汎 用 計 算 機 能 と と もに 売 れつ づけ て い る。

当 社 は リー モ ー ト ・タ イ ム シ ェ ア ー ド ・タ ー ミナ ル が 利 用 で き る 全 国 規 模

の サ ー ビス ・ビュウ ロウ 活 動 の 計 画 を 発 表 した 。 しか し、 まだ この 計 画 実 施 に

全 力 を 傾 け て は い な い 。

Informatics社 はAtrasComputerSystems社 に 財 政 援 助 を 行 な う

一 方
、10%の 株 を 所 有 し て い る。 この 会 社 は 旅 行 代 理 店 や 航 空 会 社 に オ ン

ラ イ ン'ト ラ ベ ル'リ ザ ベ ー シ ・ン'サ ー ビス を 提 供 す る た め に 設 立 さ れ た。

しか し、AirTrafficConferenceと かThetradeassociation

ofth・U・it・dS…esa・ ・li
neか ら利 用 の 申 し込 み を受 け て 厩

。

長 所 と短 所

当 社 は 比 較 的 高 級 な ソ フ トウ エ ア を 開 発 し て い る。 少 な く と も そ の ひ と つ

は 醸 な 製 品 最 埴 要 な ・ ン ピ ー 一 ・ ・サ ー ビ職 長 分 野 の ひ とつ で ある

大 規 模 デ ー タ'パ ン パ ・ び オ ン ・イ ン ・デ ・ ・リ ト リ ーバ ル の
マ ネ ー.ジ

メ ン トで あ る。
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当社 は政 府 関係 機 関 との契 約 に あ ま りに も依 存 しす ぎてい る。

コメ ン ト

Informaticsは デ ータ検 索 コ ン ピュ ータ ・サ ービス 市場 に優 れ た技 術 を

持 ち この 分野 で の成 長 をね らって 設 立さ れ た会 社 で あ る。 これ を証 明す る も

のは 当 社 が開 発 した製 品 を販 売す る能 力 と経営 能 力 で あ る。

財 務 内 容

年 度 196.5 1966 1967 1968 1969

一転語 認 一
2,185 4,496

________一 ー ー 一 一 『 一 一 一 一 ー ー ー 一 一

6,428 7,868 11,548

利

(単 位:1ρ00ト ル)

者
88 171 279 397 561

1株 ご との 利益 0ユ9ト シレ 0.37ト ツレ 051ト ツレ 070ト ル 0.42⇔ レ

従 業 員 数 455

年 度 末 3月31日

PlanningResearchCorporation

業 務 内 容

PRCは 、 複 雑 な コ ン サ ル テ ィ ン グ、 エ ン ジ ニ ア リ ン グ、 シ ス テ ム 開 発 サ

ー ビス な ど広 範 囲 な 事 業 を行 な っ て い るが 、 そ の 事 業 は 次 の よ うな 数 多 くの

部 門 と子 会 社 を通 し て行 な っ て い る。

1.AssuranceandSupportEngineeringDivision:信 頼 性 評 価 、

デ ザ イ ン検 討 、 宇 宙 シ ス テ ム 設 計 、 そ の 他 高 度 の エ ン ジ ニ ァ リ.ン グ ・サ ー

ビス を行 な う。

2.OomputerSystemsDivision:科 学 用 とエ ン ジニア リン グ指 向 コ ン ピ

ュー タ ・シス テ ムの た め の 分 析 、 設 計 、 プ ・ グ ラ ミング ・サ ー ビス を 行 な う。

3、InformationSystemsDivision:軍 需 用 に コ ン ピ ュ ー タ選 択 と コ

ン ピ ュ ー タ 化 さ れ た情 報 シ ス テ ム の 設 計 、 導 入 に お い て タ ー ンキ イ援 助 を

行 な う。

4.MilitarySystemsDivision:軍 需 用 に 理 論 調 査、 オ ペv－ シ ョ

ン ズ ・リサ ーチ 、 プ ロ グ ラ ム ・マ ネ ー ジ メ ン トお よび シ ス テ ム 分 析 サ ー ビ

ス を行 な う。

5.SystemsEconomicsDivision:ア メ リカ政 府 な らび に 外 国 政 府 の

社 会 経 済 関 係 向 け に 調 査 と情 報 シス テ ム の サ ー ビス を行 な う。

6.pRCTechnicalApPlicationsInc.(子 会 社):Assurance

6
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andSupportEngineeringDivisionの 行 な うサ ー ビ ス を 補 足 す る。

7.AlanM・Voorhees&Associates,Inc・(ア メ リカ 企 業 … …100

%所 有 子 会 社)とRead、Voorhees&AssociatesCtd.(カ ナ ダ 企

業 … …50%所 有 子 会 社):政 府 当 局 向 け の 都 市 計 画 、 土 地 利 用 計 画 、 交

通 研 究 な どを 行 な う。

8.PRCDataServices,Inc.:子 会 社 で 軍 需 用 に プ ロ グ ラ ミン グ

サ ー ビ ス を 行 な っ て い る。

1969会 計 年 度 中 な ら び に そ れ 以 降 、PRCは コ ンサ ル テ ィ ン グ と シ ス

テ ム 開 発 分 野 な ど の 新 しい 領 域 へ の 進 出 を行 な うと 同 時 に 数 多 くの 企 業 買収

を 行 な っ て い る。

そ れ ら は 以 下 の 通 り、

1.BehaviorSciencesCorporation,行 動 科 学 に 関 す る コ ン サ ル

タ ン ト組 織 。

2.R.DixonSpeasAssociates・ 航 空 産 業 に 対 す る コ ン サ ル タ ン ト。

3.H.B.Maynard&Co.経 営 コ ン サ ル タ ン ト。

4.QuintonEngineers'Ltd・ 建 設 と エ ン ジ ニ ア に つ い て の コ ン サ ル タ

ン ト。

5.Budlong&Associatcs.機 械 、 電 気 工 学 関 係 の コ ン サ ル タ ン ト。

6.J・L・Jacobs,Ins・,地 方 政 府 の コ ン サ ル タ ン ト。

7.Crawford・Bunte,Roden,Inc・,都 市 交 通 に つ い て の コ ン サ ル

タ ン ト。

8.FrederickR・Harris,Inc・,工 学 設 計 コ ン サ ル タ ン ト。

9.EconomicsResearchAssociates,土 地 経 済 、 レ ク リエ ー シ ョ ン、

レジ ャ ー 時 間 の 調 査 な ど に 集 中 した 調 査 機 関 。

こ の 期 間 にPRCが 行 な っ た 興 味 深 く、 利 益 を 生 む と思 わ れ る 買 収 は 、

DecisionSystems,Inc・,の 子 会 社 か ら 購 入 した ホ テ ル とモ テ ル の 予 約
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シス テ ム であ つ た。PRCは この シス テ ム に野 心 的 な 計 画を抱 き、 日を移 さ

ずHowardJohnsonとDowntownerモ ータ ー ・ホ テル ・チ ェ ー ン と独 占

契 約を 結 んで い る。 この シス テ ムは新 設 子 会 社 、InternationalReserva

-tionsCo ・,が 経 営す る こ とに なろ う。

以 上 の よ うな事 業 内容 が 示 す よ うに、PRCは 販 売 の大 部 分 を 政府 との 契

約 に頼 って お り、1968年 度 の販 売額 中約75%が 政府機 関 向 けで 占め ら

れ て お り、 その うち の69%が 国防 総 省 に対 す る もの であ った。PRCは 株

式公 開 会社 であ り、 役 員 と重 役陣 が 株式 の約35%を 所 有 して お り、 重役 首

脳2人 が会 社外 株 の20%を 所 有 して い る。

長所 と短 所

同 社 は 広範 囲 な技 術 的経 験 を 持 つ た大 スタッ フ と広 範 なサ ー ビス にお い て

非常 に 良 い評 判を 得 てい る。

コメ ン ト

PRCの 比 較 的危 険 の低 い慎 重 な経 営 と結 びつ い た大 きな 成 長は 、 シス テ

ム開 発 分 野で は きわ めて珍 ら しい例 で あ る。 将 来 は少 な く とも この 成 果 を続

け る もの とみ られ 、 も し政 府 か らの事 業 が現 状 を維 持 す れ ば、 恐 ら くそ れ以

降 も うま く行 こ う。

財 務 内 容

年 度 1965 1966 1967 1968 1969
一 一 ー ー 一 一 一 一 一 一___一 ー ー ー 一_______一 ー 一 一 ー ー ー 一

販 売 高' 14,212 16,618 18,595 23,435 57,202

(単 位:1000}∪ レ)

利 益 789 748 1,006 1,365 2,900

(単 位:1000旨 レ)

1株 ご との 利益 L12}ウ レ LO2ト ル 1.34}ヲ レ 0.851∪ レ 価4}ウ レ

従 .業 員 数 2,920

年 度 末 6月30日
一

■
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独 立 中堅 ソ フ トウエ ア 会社

■

AdvancedCo皿puterTech且iquesCorporation

ACTの 業 務 内 容 は=(1)コ ン ピ ュ ー タ ・ ソ フ トウ エ ア の 開 発 サ ー ビ ス

(売 上げ の73%を 占 め)、 高 度 な ソ フ トウ エ ア と ア プ リケ_シ ョ ン ・プ ロ

グ ラ ム の2つ を 含 ん で い る。(2)コ ン ピ ュ ー タ ・シス テ ム ・コ ン サ ル テ ィ ン

グ(売 上 げ の15%)、(3)コ ン ピ ュ ー タ ・ア プ リケ ー シ ョン ・シ ス テ ム の

た め の 技 術 手 引 き の 販 売(売 上 げ の8%) 、(4)ア リ ゾ ナ 州 フ ェ ニ ッ ク ス ・

セ ンタ ー で の 計 算 セ ン タ ー 事 業(4%)
。 政 府 との 契 約 は 、 販 売 高 の25

%を 占 め て い る。

財 務 内 容

年 度
一 ー 一 一 ー ー 一 __

1965 1966 1967
-一 一 ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー 一______ _

1968 1969

販 売 高 363 976 1,377 1,753 2,475

(単 位:1000⇔ レ)

利 益 39 107 91 93 96

(単 位:1000⇔ レ)

●

●

AriesCorp

業 務 内 容

各 産 業 、 教 育 施 設 、 政 府 な ど の ユ ー ザ ー 向 け に デ ー タ 処 理 、 コ ン サ ル テ ィ

ン グ・ シ ス テ ム 分 析 、 プ ロ グ ラ ミン グ な ど の サ ー ビ ス を 行 な っ て お り、

Ariesの 業 務 で は 、 政 府 と軍 事 契 約 の 比 重 が 大 き い。

Ariesは 金 融 上 の問 題 が 起 き た た め 、 社 内 で の ソ フ トウ エ ア 製 品 開 発 を 停

止 す る ま で は 黒 字 で あ っ た。

1969年 に 、AriesはAutomationTechnology
,Inc・ か ら

AutotechSystemsCorp.を 買 収 した 。 た め にAutomationTechnology
,
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Inc.は 現 在 で は 同社 へ 支 配株 主 に な つて い る。

通 常 、アメリカでは他 企業 買収 の場 合 、 そ の支 払 い に 自社株 と現金 を あて る。

大 量 の 自社株 で 買収 を 行な う場 合 、 被 買収 企業 の親 会社 は 買収企 業 の 大株 主

とな る こ とが 多 い。

財 務 内 容

年 度
___一 一 一 一 一 一 ー 一

飯 売 高(単 位:1000ト ル)

利 益(〃)

196719681969

___一 ー ー ー ー ー 一 一 ー 一 一 ー 一

4,35142682,837

d1,256N/A

AutomationSciences,Inc.

1963年 以 来、ASIは 主 として ア プ リケ ー シ 。ン分 野 で、 コン ピ ュー

タ'ソ フ トウ エ アの 開発 サ ー ビス を 提 供 す る業 務 を行 な っ てい る。 同 社 の 売

上 げ の わず かはCOBOLラ ン ゲー ジ の効 用 を拡 げ る ため に設 計 され た 専 有

権 付 ソフ トウエア・パ ッケージの販 売 と各 種 の コン ピ ュータ ・シ ス テ ムの 教 育 セ

ミナ ー に よる もので あ る。 同社 の売 上 げの 約半 分 が3,4種 の 契約 に よ る も

の で あ り、 政 府 に対 す る仕 事 は殆 ん どな い。

ASIの 専 門 スタ ッフは150人 、 株 式 は 公開 であ り、 社外 株 式 の74%

は 経 営 陣 に よって所 有 され て い る。

財 務 内 容

年 度 1965 1966 1967 1968 1969

一__一 一 ー 一 一 ________一 一 ー ー 一 一 ー ー ー 一 一 ー 一 一

販 売 高 407 979 1,351 1,719 2,308

(単 位=1000杉 レ)

利 益 39 111 106 197 298

(単 位:1000⇔ レ)

■
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AutomationTechnology,Inc.

1966年 以 来 、Autotechは 主 と して ア プ リケ ー シ 。 ン ・プPグ ラム と

シ ス テ ム 分 野 で コ ン ピ ュ ー タ の ソ フ トウ エ ア 開 発 サ ー ビ ス を 提 供 す る業 務 に

従 事 して い た 。 同 社 の 業 務 のgo%以 上 は 政 府 向 け の もの で あ る。 株 式 は 公

開 で あ り、70%の 社 外 株 が 経 営 陣 に よ っ て 所 有 さ れ て い る。

1969年 初 頭 、 ア メ リ カ の ソ フ トウ エ ア企 業 と し て は10指 の うち の1

つ で あ るAriesCorporationの 資 本53%を 買 収 した。1968年 に

Ariesは 約430万 ドル(15億4,800万 円)の 販 売 高 で 、125万 ド

ル(14億5千 万 円)の 損 失 を 計 上 して い た。Ariesの 大 きな 間違 いは
、 そ

の 販 売 力 の 使 用 に あ っ た。 新 し い 構 成 で は 、 同 社 の 独 壇 製 品 で あ るAuto--

diagrammerとPromptが 主 な も の で あ る が ラ イ セ ン ス 販 売 され る

こ と に な ろ う。Ariesの 弱 点 に は 、 さ ら に経 営 が 非 常 に バ ラ バ ラだ っ た こ と

が あ る。 結 局 、 新 し い 事 業 が 新 しい 地 位 を 生 み 、 担 当 副 社 長 が 生 れ た。 新 し

い 事 業 は 、 集 中 化 され て い る とは い え 、 かな りの 部 分 的 な 自 由 裁 量 を 許 して

い た。 部 門 担 当 者 と 支 部 マ ネ ー ジ ャ ー は 、 利 益 中 心 で 事 を 進 め 、 独 自 の 事 業

を 行 な い続 け て き た 。 単 に 法 的 、 金 融 上、 そ の 他 政 策 決 定 上 に 責 任 が 集 中 化

され て い た だ け で あ っ た。

約70%のAriesの 収 入 が 連 邦 政 府 か ら の も の で あ る。 し ば ら くの 間 は

こ の 比 率 は 多 少 の 変 動 が あ つ て も、 概 ね 続 く も の とみ ら れ て い る。ATIは

現 在 子 会 社4つ(AutotechdeLatinAmerica,TaxCorpofAmerica,

ComputerProfessionsCorpとAries)を 持 ち 、1970年 に 全 体 で

1,000万 ドル に な る も の とみ ら れ て い る。

財 務 内 容

年 度
一一 一 一 ー ー ー 一 一 _

販 売 高(単 位:1000杉 レ)

禾ll益(駒 立:1000}〉 レ)

19671968
-一 一 一 一} 一 一 ー ー 一 一__ _

686900

20(5)

1969

7,500

(718)
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ComputerMethodsCorporation

1961年 以 来CMCは 、 主 に 商 業 用 コ ン ピ ュ ー タ ・ア プ リケ ー シ ョ ン分

野 で コ ン ピ ュ ー タ ・ソ フ トウ エ ア の 開 発 サ ー ビ ス を行 な っ て き た 。 同 社 は 最

近 、 ロサ ア ン ゼ ル ス の 汎 用 タ イ ム シ ェ ア リ ン グ 企 業 で 、 オ ン'ラ イ ン'プ ロ

グ ラ ミ ン グ専 有 パ ッケ ー ジ を い くつ か 開 発 して い るTimesharingServices

社 を買収 してい る。CMCは 専 門 ス タ ッ フ 約80名 を 抱 え た 、 ニ ュ ー ヨー ク の

ロ ッ ク ビル ・セ ン タ ー に 本 社 を お く消 費 者 金 融 企 業CoburnCorpof

Americaの 子 会 社 で あ る。

DataSystemsAnaIystsInc.

1963年 以 来、DSAは コ ン ピ ュータ の ソフ トウエ ア開 発サ ー ビス:主

に ア プ リケ ー シ ョン分 野 の そ れ を行 な って きて い る。 同 社 の80%以 上 の販

売 は 大 手7顧 客 に よつて お り、20%の 販売 が 政府 契約 に よって い る。 タ イ

ム シ ェ ア リングや専 有 ソフ トウエ ア、 パ ッケー ジを 含む 分 野 で の コ ン ピ ュー

タ ・サ ー ビスへ の投 資 も行 な って い るが、 い ず れ もまだ利 益 を 生 ん で い な い・

DSAは 専 門スタ ッフ85人 を 持 ち、 株 式 は公 開 、 社外 株 式 の60%が 経

営 陣 の手 中 にあ る。

財 務 内 容

年 度 1965 1966 1967 1968 1969

一 ー ー ー ー ー ー 一 一 一 一 ー ー ー 一 一__一 ー 一 一 一 一 ー ー ー ー 一

販 売 334 679 1,105 1,600 1,606

(単 位:1000Pレ)

利 益 34 16 81 N/A 38

(単 位:1000Pレ)

●

■
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DecisionSystemsInc.

1960年 以 来 、DSIは 高 度 な ソ フ トウ エ ア と ア プ リケ ー シ 。 ン を 含 む

コ ン ピ ュ ー タ'ソ フ トウ エ ア の 開 発 サ ー ビス の 提 供 事 業 を 行 な っ て き て い る。

同 社 は コ ン ピ ュ ー タ ・サ ー ビ ス ・ビ ュ ー ロ ー(こ れ は 明 らか に 同 社 資 金 の 大

き な 損 失 源 とな つ て い る)も 営 業 して お り、Kodak社 のCarousel35シ

リス ラ イ ド映 写 機 用 の ラ ン ダ ム ・ア ク セ ス 部 品 の メ ー カ ー'販 売 店 で も あ る。

同 社 で は 適 当 な 資 金 源 が み つ か れ ば、 今 後、 活 動 を さ ら に 拡 げ る 計 画 で あ る。

株 式 は 公 開 さ れ て い る。

財 務 内 容

年 度 1965 1966 1967 1968 1969
一 一 一 ー ー ー ー ー 一 一 ー 一 一 ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー 一 一 ー ー ー 一

販 売 高 2,559 965 781 815 1,054

(単 位:1000ト ル)

利 益 22 (430) (338) (129) 25

(単1立:1000Pレ)

●

●

DigitekCorporation

1961年 以 来 、Digitakは コ ン ピュ ー タ ・ ソフ トウ エ ア の 開 発 に 従 事

して い る。 同 社 は そ の 努 力 の 大 半 を コ ン パ イ ラー や 他 の 高 度 な ソ フ トウ エ ア

の 開 発 に 注 ぎ 込 み 、 そ の 分 野 で 高 い 評 価 を 獲 得 して い る。1司 社 は 最 近 、2つ

の ソ フ トウ エ ア 企 業 、MeasurementAnalysisCorpとApplication

ResearchCorp・ な ら び に 工 学 コ ン サ ル テ ィ ン グ 企 業 で あ るMarina

ResearchInc・ を 買 収 して い る 。

MeasurementAnalysis社eま 、 市 場 で 大 成 功 し最 近ControlData社

が そ の 顧 客 向 け に ラ イ セ ン ス を 受 け た ば か りの 専 有 権 付 ソフ トウエア ・パ ッケー

ジ、MAC/RANを 、Digitekに も た ら した。Digitekは さ ら に
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DigitekTimesharing,Inc・ と呼 称 さ れ る こ と に な る で あ ろ う ロサ ン ゼ

ル ス の 汎 用 タ イ ム シ ェ ア 分 野 の 企 業 を 買 収 、 そ の 分 野 に 進 出 し た。 同 社 は8

つ の 全 国 的 セ ン タ ー の 設 立 計 画 を 発 表 して い る。

Digiteckは 株 式 公 開 企 業 で あ り、 社 外 株 の 半 数 は 経 営 陣 の 所 有 に な っ て

い る。

財 務 内 容

年 度 1966 1967 1968 1969
一ー ー ー ー ー ー ー 一 一 一 ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー 一_一

販 売 高 1,243 518 2,434 2,372

(単 位:1000Pレ)

利 益 113 (710) (234) (40)
(単 位:1000ド ル)

Logicon,Inc.

1962年 以 来 、Logiconは ソ フ トウ エ ア 開 発 サ ー ビ ス の 提 供 を 事 業 と

し て きて い る。 ほ と ん ど の 業 務 は 、 軍 用 な ら び に 航 空 宇 宙 用 ア ブ リケ ー シ 。

ン の た め の コ ン ピ ュ ー タ 中 心 シ ス テ ム分 野 で あ る。

Logiconは ス タ ッ フ 数 総 計180名 、 株 式 は 公 開 で あ る が 、 しか し ほ と

ん ど が 創 設 者 の 所 有 に 帰 して い る。

財 務 内 容

年 度 1965 1966 1967 1968 1969
一 ー ー ー ー ー ー ー 一 一 ー ー ー ー 一 一 ー 一 一 ー 一 一 ー ー ー ー ー ー 一 一

販 売 高 1,064 1,371 2,179 3,787 503'6

(単 位:1000Dレ)

利 益 1 4 100 139 238

(単位:1000砂)

■
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●

prograrrmingSciencesCorboration .

PSCは 主 に高 レベ ル な ソフ トウ エ ア分 野 に お け る コン ピュ ータ'ソ フ ト

ヴ エ ア の開 発 サ ー ビス を提 供 す る ため に、1969年5月 に設立 され た。 同

社 はCOBOLソ フ トウ エ アの 開発 でIBMか ら大 きな契 約 を受 注 した。P

SCは また、Pス ア ン ゼル スで 計 算セ ンタ ー を 営 業 して お り、 ニュ ー ヨ… ク

に も開設 す る計 画で あ る。 同社 は専 有権付 ソフトウエア・パ ッケ ー ジの 販 売 を開

発 の集 中 の た め に技 術波 及 会社(ConsolidatedSoftware)を 設立 して

い るが、 そ の 会社 を売 却 してい る。

PSCは 高 い 評価 を 得 て い る専 門 ス タ ッフ約100名 を かか え て い る。 最

近株 式 を 公 開 に し始 め たが、 社外 株 の大 半は経 営 陣 が握 って い る。

r

財 務 内 容

年 度 1967 1968
___一 ー ー 一 一 ー ー 一 __一 ー 一 一 ー 一 一 ー ー ー 一 一 ー ー ー 一

販 売 高(単 位:1000ρ レ) 126,474 731,194

利 益(単 位:1000Dレ) (126) (99)

`

■

SystemDevelopment(ン)rporation

SDCは アメ リカ政 府 向 け に コン ピ ュ ータ ・セ ンタ ー ・シス テ ムの設 計 サ

ー ビス を行 な っ てい る。1954年 に設 立 され て以 来 、 同社 は大 きな経 験 を

つ み、 軍 事 用 、 宇宙 用、 人 事 用、 都 市 シ ス テ ム、 教 育用 ア プ リケ ー シ ・ンな

どに お け る シス テ ム'デ ザ イ ンで、 非 常 に高 い評 価 を得 て い る。SDCは 専

門 スタ ッフ250人 以 上を 持 って い る。 最 近 そ の 構造 を変 え て営 利企 業 と し、

以 前 のRandと の協 力関 係 を絶 っ て い る。 この 発 表以 来、 社 内手続 きの変 更

に よ りSDCは 少 し く低 調 とな って い る。 マ ネ ー ジ ャーは 、 そ の株式 利 益 や

利 益 分 配、 す で に生 れ て い る大 きな売 上げ 高 な どに つ いて、 まだは っ き りつ

か ん でい な い。
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財 務 内 容

年 度 1965 1966 1967 1968
一 ー ー ー 一___ 一 ー ー ー ー ー ー ー 一 一 一 一__一 一____一

販 売 高 50,168 51,298 51,215 53,377

(単 位:1000Pレ)

利 益 N.A. 522 588 689

(単 位:1000旨 レ)

●
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第5章 ソフ トウエ ア ・パ ッケー ジの概 況

1.範 囲

こ こで調 査 され て い る ソ フ トウェ ア ・パ ッケー ジは、 そ の能 力 と特 徴 に

おい て互 い に著 しい違 い を持 ってい る。 決 して微 細 に亘 る観 察 を 内容 と し

ては い ない が、 一 般 的 な フ ァ イル や デー タ処理 での 利 用 価値 を基 に した、

見本 の抽 出 にそ うよ う各 々のパ ッケ ー ジを紹 介 してい る。
●

〉

1、1フ ァ イル ・マ ネ ー ジ メ ン ト・パ ッケ ー ジ

それぞ れ の パ ッケ ー ジは、 い くつか の ソフ トウェ ア ・パ ッケー ジの型

式 に区分 され る。普 通 、 タイ プの第 一 に あげ られ る のは、 デ ー タ ・フ ァ

イル を常 に最新 の状 態 に保 っ てお く処理 で簡 単 な仕事 を順調 に遂 行 す る

フ ァイ ル処理 パ ッケ ー ジで あ る。 このパ ッケー ジに よって 処理 さ れ る主

な 内容 は、 デ ー タ ・ソー スか らの フ ァイ ルの抽 出、 フ ァイ,ルの維 持、 デ

ー タの削 除
、 選 択 され た 基 準 に よる記 録 の選 別、 記録 時 の デー タ算 定、

記録 か らの デー タ抽 出、 レ ポー トの作 製 等 で あ る。 これ らの パ ッケー ジ

は普 通、 上 述 した機 能 だ け を果 し、 しば しば入 出力 フ ォー ム を利 用す る

ことが ある。 そ して 必ず し も単一 の言 語 を持 っ て い る わけ で は な く、 時

には 処 理 手 順 や最 新 の特 徴 を備え てい る もの もみ られ る。また、あ る 種 の

り 　パ ッ ケ ー ジ は
、 ユ ー ザ ー ・プ ロ グ ラ ム を シ ス テ ム に 呼 び 出 し、 パ ッ ケ ー

ジ に 追 加 す る 能 力 も兼 ね 備 え て い る が 、 大 部 分 は そ こ ま で の 能 力 を 持 っ

て い な い 。 パ ッ ケ ー ジ と 一 諾 に ユ ー ザ ー ・プ ロ グ ラム を 利 用 す る この 能

力 は 、 「オ ウ ン ・コ ー ド(OwnCode)」 能 力 と 呼 ば れ て お り、 ど の パ

ッ ケ ー ジ に も多 様 な 適 応 性 を 附 与 し て い る。 しか しな が ら、 これ ら の フ

ァ イ ル ・マ ネ ー ジ メ ン ト ・パ ッ ケ ー ジ は む し ろ 商 業 利 用 や デ ー タ に 適 応
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させ られ た シス テ ムの た め に作 製 され た安 価 な もの で あ る点 に 留意 すべ

きであhフ ァイル処理 パ ッケー ジの例 と しては 、MARKW、GRStoよ び

QWICKQWERY等 が あ る。

1、2デ ー タ ・マ ネ ー ジ メ ン ト・パ ッ ケ ー ジ

データ ・マネージメン ト・ シ ス テ ム用 の パ ッ ケ ー ジ は 、 一 般 的 な 情 報 フ ァ イ

ル を 処 理 す る た め に 一 層 精 巧 な プ ログ ラ ム を備 え て い る 。 これ らの パ ッ

ケ ー ジ は 普 通 、 特 殊 な オ ペ レー テ ィ ン グ ・ シス テ ム と接 合 さ れ て デ ー タ

・フ ァ イ ル を 処 理 す る 仕 組 み と な っ て い る 。 通 例
、 デ ー タ ・デ フ ィ ニ ッ

シ ・ ン言 語 と呼 ば れ る モ ジ ュ ー ル が あ り、 これ に は デ ー タ 構 成 要 素 が 記

述 さ れ 、 媒 介 変 数 化 さ れ、 さ らに 区 分 化 さ れ て あ る種 の リス トに 記 入 さ

れ て い る 。 ま た 、 そ の 能 力 と して 、 大 規 模 な フ ァ イ ル の 増 加 や 転 換 に 際

して 、 フ ァ イ ル を 再 構 成 で き る 点 が 特 徴 で あ る。 多 くの デ ー タ ・マ不一 シ

メ ン ト ・シ ス テ ム は 、 そ れ ぞ れ 完 成 した 独 立 装 置 の よ うに 説 明 さ れ て い

る が 、 オペ レー テ ィ ン グ ・シ ス テ ム が 重 層 的 な機 能 を 果 そ う と す る 際 、

条 件 を 満 た す 上 で 数 々 の 困難 が 生 じて くる の が 普 通 で あ る 。 こ れ らの プ

ロ グ ラ ム ・パ ッ ケ ー ジは 、 オ ン ・ラ イ ン とか タ イ ム シ ェ ア リン グ等 マ ル

チ ・デ ー タ ・フ ァ イ ル が 使 わ れ る シ ス テ ム 用 に 書 か れ る こ と も あ る。

フ ァ イ ル ・マネー ジメ ン ト機 能 と質 問 言 語 の 特 性 は と も に 極 め て 複 雑 で

あ る。 これ らの パ ッ ケ ー ジ は 通 常 、 フ ァイル ・マネージメ ン トや汎 用 ユー テ

ィ リテ ィ ・パ ッ ケ ー ジ よ り も高 い 費 用 が 必 要 と さ れ る 。 民 間 商 業 ベ ー ス

　
で供 給 さ れ て い る も の は 殆 ん ど な い と言 っ て よ い 。IBM社 のGIS(

GeneralixzedInformationSystem)は 一 般 向 け に 製 作 さ れ た も

の では な か っ た し、 現 在 使 用 さ れ て い るDPSも 本 来 、GISの 一 部 分

と して 作 成 さ れ た も の で あ る。CSC社 か ら発 表 さ れ たCOGENT皿 は

今 ま で の と こ ろ 商 業 用 に は 使 用 で き な い し、Auerbach社 のDM-1

も 一 般 顧 客 向 き に は 作 られ て い な い。 これ らの プ ロ グ ラ ム ・パ ッ ケ ー ジ

イ

●
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は 、 シ ス テ ム ご と に デ ザ イ ン さ れ て い て オ ペ レ ー シ ョ ン ・シ ス テ ム に各

々 の 独 自性 を持 た せ て い る が た め に、 転 移 性 に つ い て は 限 定 さ れ ざ る を

得 な い 性 格 を も っ て い る 。 この 事 実 は 、MANAGE(SDS)、INFOL

(ControlData)、IMRADS(Univac)IDH(GE)、BEST

(NCR)お よ びTDMS(SDCのADEPT)に も 当 て は ま る 。

、

1.5テ キ ス ト処 理 パ ッ ケ ー ジ

他 の タ イ プ の パ ッ ケ ー ジ と して 、 特 殊 領 域 用 に 作 成 さ れ た もの が あ る。

この 中 に は テ キ ス ト処 理 と サ ー チ(検 索)用 の 両 パ ッ ケ ー ジが 含 ま れ 、

ほ と ん どが ドキ ュ メ ン ト ・オ リエ ン テ ィ ッ ド ・シ ス テ ム で あ る 。 そ し て

これ らの シ ス テ ム は 、 テ キ ス ト ・ハ ン ド リン グ 方 式 に 適 合 さ れ て い る。

こ の種 の パ ッ ケ ー ジ の 欠 点 と して 挙 げ られ る の は 、 テ キ ス トが 単 一 の タ

イ プ の デ ー タに 限 定 さ れ た も の で あ り、 フ ァ イ ル を構 成 し て い る ど の パ

ッケ ー ジ も、 ソ フ ト ウ ェ アへ の 修 正 な し に は 能 率 的 に 処 理 さ れ 得 な い こ

と で あ る 。DPS、SPIRESお よ びSYNTRAN/360は す べ て テ キ ス

ト処 理 パ ッ ケ ー ジ の 型 式 に含 ま れ る 。

1.4汎 用情 報検索パッケー ジ

これまで範疇 に当てはま らないパ ッケー ジが他 にも存在す るが、特性

の 面 で は 多 くの 類以 点 を持 って お り・DATACENTRAL・INQUIRE・

GIMやCCA103等 は これ に当 る。 これ らの パ ッケ ー ジは デ ー タ ある

い は 記録 文 献 の フ ァ イル を扱 うもので、 汎 用機 能 を混成 した もの と見 て

よい だ ろ う。 この種 の パ ッケー ジの 中に は、 オ ン ・ライ ン ・ター ミナ ル

を併 せ 用 い て、 フ ァ イルへ 遠隔 地 で発生 した デー タを送 り込 め る型 式の

もの もある 。 ただ し、 これ は広 範 囲 にわ た るテ キス ト処 理 能 力 には 欠 け

る と ころが あ り、 構 成 され たデ ー タ に主 に適 用 され る。 この項 の パ ッ ケ

ー ジは、 他 の様 式 が 持 っ てい る種 々の制 約 を まぬ がれ た、 よ り一 般的 な
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特 性 を持 っ て い る も の と言 え よ う。

2.ソ フ トウ エ ア ・パ ッ ケ ー ジ の 調 査

以 下 の部 分 で 述べ られ て い る のは 、選 択 され た 幾種 類 か の ソ フ トウェ ア

・パ ッケー ジに関す る概 括 的 な調 査 結果 で あ る。全 般 的 には 政 府 関係 機 関

の た めに 開発 され た もの よ りは む しろ、 商 業 用 に利 用 さ れ て い るパ ッケ ー

ジ を重 点 的 に選 択 し てい る。 政府 発注 の 幾種 類 か は 非 常 に精 密 な もの で価

値 は高 いが、 民 間 ベ ー ス では 採 算 が とれ な い点 、 特 殊 操 作装 置 を必要 とす

る点 な どの 理 由か ら対 象 の外 に置 い た。

各 々の パ ッ ケー ジの一 般 的 指標 は、 ドキ ュ メ ンテー シ ョン、 レポ ー ト、

電 話 回 線 の コー ル か ら得 られ た情 報 を基 礎 として記 述 され て い る 。そ の シ

ステ ムの 幾 つか は2、3年 間存 在 して きた が、 機 能 の 向 上 した シス テム に

見合 う最新 的 な ドキ ュ メ ンテ ー シ ・ンを欠 い て い る。 提示 され た デ ー タの

大部分 は、 現 在 応 用 で き る。

2.1AEGIS(AnExistingGeneralInformation

System)Progra皿matics社

AEGISは 、Progra㎜atics社 が 開 発 し た デ ー タ ・イ ン フ ォ ー メ

ー シ ョ ン ・シ ス テ ム で あ る
。 こ れ はIBM360で 使 わ れ 、OS又 はD

OSオ ペ レ ー テ ィ ン グ ・シ ス テ ム と と もに 作 動 す る 。 そ して オ ン ・ラ イ

ン 、パッチ両 処 理 方 式 で 能 力 を 発 揮 す る 。10CSとFFSフ ァ イル との 互

換 性 は 、 階 層 的 あ る い は 連 続 的 な フ ァ イ ル 構 成 を 持 っ て い る な ら可 能 で

あ り、 固 定 ま た は 不 特 定 の 記 録 時 間 の ど ち ら も容 認 さ れ て い る。

サ ブ ・シス テ ム と し て はDEFINE-CREATE、MAINTAIN、

QUERY、REPORTの4種 類 が あ る。

DEFINE-CREATEサ ブ ・シ ス テ ム は 、 フ ィ ー ル ドま た は 記 録 に

お い て は 固 定 あ る い は 不 特 定 の 長 さ を と り、 数 値 も し くは ス ト リ ン グ の

●
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い ず れ か を採 用 し、階 層 的 あ るい は線 型 の デ ー タ構成 を示 して い る 。そ

れ らの フ ァ イル は 、 ファ イル ・ネ ー ム、 フ ィー ル ド ・ネー ムそ して セク

シ ョ ン ・ネ ー ム を含 む周期 的 セ ッ ト等 に よっ て規 定 され てい る。

MAINTAINサ ブ ・システ ムは、 条 件 の変 更 、 附 加、 削除 、 修 正、

保 安 点検(読 み 取 り と書 き込 み保 護)の ため に準 備 され て い る。 また 全

記録 の 変 更 又 は 削 除 も可 能 で あ る。

QUERYサ ブ ・シス テ ムは、 積 層 した質 問 を さば くこ とを可 能 に し、

論 理 回 路 で あ るANDとORを 使用す る。 また 、 特 定 の マ ス クが付 け られ'

た テ キ ス ト ・ス キャ ニ ン グ を持 っ てお り、 合計 、 平 均 、 瞬断 お よび比 率

のみ な らず検 索 に おい て もオ ン ライ ン機 能 を発 揮 す る。

REPORTサ ブ ・シス テ ムは、 出力 フォー マ ッ ト機能 を備え て い る。

また タ ー ミナ ル、 キ ィー ボー ド、 あ るい はCRT出 力 装 置 等 の 使 用 を可

能 にす る編 集 機 能 や シス テ ム ・オ プ シ ・ン を備 え る。 ま た どの分 野 の も

の も表 の調 査 や算 術 能 力 を兼 ね備 えて い る。 この サ ブ ・システ ム は、 シ

ス テ ム統 計 機 能 を持 っ てい る。

2、2COGENT皿ComputerSciencesCorpora.tion

COGENTIIIは 、AECの た め に 開 発 さ れ た デ ー タ 処 理 シス テ ム で あ

る。 同 シ ス テ ム は70年 中 に 商 業 的 に 利 用 で き る よ う に はftら な い と思

わ れ る 。

ま たCOGENT皿 は 、COBOLと の 機 種 変 換 可 能 な フ ァ イ ル 処 理 シ ス

テ ム で 、 新 型 の 多 目 的 デ ー タ処 理 シ ス テ ム の 利 用 の た め に 作 成 され た 。

これ はIBM360シ ス テ ム用 に 記 述 さ れ て い て 、OSま た はMVTに

お い て はCOBOLコ ン パ イ ラ ー を 用 い て 、256Kメ モ リ ー を 必 要 とす

るo

こ の シ ス テ ム は 、 情 報 記 憶 、 保 持 、 検 索 お よ び デ ー タ の 提 示 の た め の

もの で 、 種 々 の グ ル ー プ の 利 用 者 に 標 準 デ ー タ の 範 囲 で そ の 利 用 を許 す
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もの で ある。 この シス テ ムは 、 単 一 の 包括 的 な デ ー タ指令 集 に よっ て制

御 され、 現 在 の デ ー タ ・セ ッ ト、 記録 お よびデ ー タ ・ベー ス の フ ィー ル

ドの記 述 だけ で な く、 全 て の シス テ ム ・デー タを記 入 して い る。

COGENTは 一種 類 の情 報 シス テ ム言語 と、 プ ログ ラム と質 問言 語 を翻

訳 す る ラ ンゲー ジ ・プ ロセ ッサー を利 用す る。 アセ ン ブ リ言語 で書 か れ

てい る 翻 訳 プ ロセ ッサ ー は、 相互 に作用 す る質 問言 語 を コ ン トロー ル し

オ ン ・ラ イン装 置 の デ ー タ入 力能 力 を考慮 に入 れ てい る。

なお、情報 シ ステ ム言 語は 、相 互 に影響 を及 ぼ す 照会 お よ び記 憶 言語 だ

け で な く、 固定 形 式の デ ー タ記 述 と機能 的 分 類 を も含 ん で い る。 そ の言

語 の構 成要 素 は、3段 階 の利 用 者 グル ー プ で使 用 で き、 そ れ は デ ー タ処

理 、 操 作担 当者 、 シス テ ム ・ア ナ リス トと分 か れ る。

ファ イルは、 一 つ の デ ー タ ・セ ッ トに限定 す る こ とを通 して階 層 的 な

デ ー タ構成 を持 つ よ うに組 み 立 て られ、 同時 的 か つ 直接 的 な呼 出 フ ァイ

ル と して の構 造 を 持 っ て い る。

広 範囲 の フ ァイ ル ・メ イ ンテ ナ ンス の 可能 性 も現 在期 待 で き、 オ ン ・

ライ ン入 力装 置 で の エデ ィテ ィ ング、 デ ー タ適 正検 査 等 の能 力 も備え て

い る。 勿論 あ らゆ る標準 的 な論 理 的 ・算術 的 機 能 を持 っ てい る こ とは 言

うまで も ない 。

記録 の フォー マ ッ トはCOBOLの 実 施 に ょっ てのみ 制限 され る。

■

2、5DATACENTRAI、DataCorporation

DataCentralは 、一 つ ま た は 複 数 の集 中 さ れ た デ ー タ ・ベ ー ス を 持

つ 、 デ ー タの 記 録 お よ び 検 索 シ ス テ ム で あ り、 オ ン ・ラ イ ン ・デ ー タ伝

送 装 置 の 使 用 に よ り多 くの 利 用 者 が 遠 隔 地 か らア ク セ ス で き る 。 こ の シ

ス テ ム は 、 数 少 な い 商 業 的 に 利 用 可 能 な オ ン ・ラ イ ン ・ リア ル タ イ ム'

シ ス テ ム の 一 つ で あ る 。
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全部 の デー タ ・ベ ー スは 、単 一 の イ ンバ ー テ ィ ッ ド ・フ ァイ ル と して

扱 わ れ て お り、 そ の デ ー タ を呼 出 す た めの 目録 が備 え られ て い る。 この

DataCentra1は 体 系 化 され て い ない テ キス トで の 処理 や検 索 を企 図

され た もの で あ るた め、 記号 で構成 され たデ ー タの 記憶 や検 索 の能 力 に

は 幾 分制 約 を持 って い る。 ある記録 の中 のあ らゆる場 所 の どの よ うな言

語 も、 そ の 記録 を検 索す る た めの 要 素 となる こ とが で き る。 そ の 索 引 は

プ ログ ラ ムを組 み立 て、 自動 的 にデ ー タ ・ベー ス の た め の キー ・ワー ド

の辞 書 を作 り上げ る。 ま た これ は、 特 に周期 的 か つ 固定 的 な特 徴 や、 グ

ル ー プ処理 の特 性 を持 つ もの と して デザ イ ンされ た もの では な い。

そ の質 問言語 は 形式 的 な もの で、 デー タが 最 初そ の シス テ ム に投 入 さ

れ た方 法 で あ らか じ め決 定 され る。 言語 は 自由 な形 式 で あ り、 コ ン ピュ

ー タ の訓 練 を全 く受け て い な い人 々に も利 用可 能 だ と説 明 され て い る
。

しか し、 大 部分 の質 問言 語 が 不 特 定 な シ ステ ムの場 合 と同様 に、 そ れ は

記・号で 体 系化 され た言 語 の 場 合 よ り も複 雑 で あ る。 さ らに この シス テ ム

は 多 くの 精 巧 な特 性 を持 って い て、 エク ス ブ レッシ ・ンに おけ るオペ レ

ー タの利 用 に制 限が ない点
、 あ らゆ る論 理 演 算 だけ で な く代 数 的 演 算 や

ネ ス テ ィ ング に も利用 出来 る点 な どが 注 目され る。 ル ー ト ・ワー ドの検

索 も、 複 合 の言 語 の場 合 と同様 に可能 で あ る。 フ ァ イル ・メ イ ンテ ナ ン

スの 手 順 は極 め て精 密 な もの で、 最 新 の能 力、 大規 模 ファ イル の処 理 、

そ してADD、DELETE、MODIFY、HOLD 、BATCH等 の全 て の機

能 維 持 の 上 で必 要 な特 徴 を併 せ 持 って い る。DataCentralは シス テ

ム の統 計 量 を維 持 し、 誤 りの記録 や、 読 み取 り ・書 き込 み の 安 全管理 を

遂 行 す る能 力 を備 え て い る。

主 なサ ブ ・シス テ ム にはUPDATEとSEARCHの 二 つ が あ る。

SEARCHは 、 遠隔 地 の ター ミナ ル か らデー タ ・ベ ース に 質問 す る利 用

者 に適 合 す る様 式 を とっ て お り、 完 全 な拾 い読 み(BrOwsing)の 能 力

を備 え て い る。 ま たUPDATEは 、 創 造 お よび維 持機 能 を果 す もの で、
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全 ての最 新 情 報 の追 加 、 変 更そ し て ファ イ ル の作 成 を 行 な う。 利 用者 は

ター ミナ ルか らフ ァイ ル を変更 した り、 修 正 す る ことが で きず 、 ア ッ プ

デー トす る こ と もで きない 。

DataCentralは パ ッケ ー ジ と して利 用可 能 だが、 プ ログ ラムの 修

正 が次 の場 合 必 要 とな る。.1)特 殊 な 出力 装 置 の場 合、2)四 則 演 算 の

た めの検 索装 置 が ある時、3)標 準 型 で ない 入 力装 置 の フォー マ ッ トが

必 要 な場 合。

2、4DM-1AUERBACHCorporation

DM-1は 、 デー タ処 理 システ ムの一 般 型 で あ り、 顧 客 の注 文 に よ り

作 成 す るパ ッ ケー ジで あ る。 従 っ て固 定料 金 で入手 可能 な もの では な い。

ま たDM-1は 、 タ イ ム シェ ア リン グ ・シス テ ムに お いて、 大 規 模 な

動 的 な デー タ ・ベ ー ス と と もに用 い られ る よ う設計 され てい る た め、 一

般 的 な シス テ ム操 作が、 デー タ ・ベ ー スの 処理 に際 して は必要 で ある。

このDM-1シ ス テ ムは、 プ ログ ラム とジ ョブ単 位 の ラ イブ ラ リー ・

サ ー ビス、 デ ー タの記 憶 お よび呼 出 サー ビス、 作 業 の 実 行制 御 等 の能 力

を備 え て い る。 利 用 目的 に合せ た プ ログ ラム と ジ ョブ の ライ ブ ラ リー も

あ り、 利 用者 が 、 彼 ら自身 の プ ログ ラム でそ れ らを供給 す る こ とが で き

る。(オ ウ ン ・コー ド能 力)

この シ ステ ム は コ ン ピュー タの オペ レー テ ィ ン グ ・シ ス テム に組 み 込

ま れ た デ ー タ ・サー ビス 用 のル ー チ ー ン を使用 す るた め に設計 され た も

の で、 同時 に これ ら一 連 の 命令(ル ー テ ィー ン)に デ ー タ処 理 の新 た な

機能 を補 足 す る役割 り も果 す。 その デ ー タ表 示 言語 は、 様 々な長 さの デ

ー タ素 子、 選 択 的 な デ ー タ素 子 そ して ネ ス テ ィ ン グ ・構 造 の利 用 を可 能

に してい る。 ま た デー タの 構成 は セ ッ トに な っ た指令 表 に よっ て規定 さ

れ て い て、 論 理 演算 フ ァ イルの 構 造 は、 複 雑 な重 層 的論 理 関係 を持 って

い る。

●



'-111一

相互 に作 用す る質 問言 語 は、 シ ステ ムに おけ る会 話 を通 してそ の質 問

の記 号 体 系 化 を果 して い る。 ま た利 用者 は デ ー タや表 示 パ ラメ ー ター を

変 更 した り、 新 しい デ ー タ素子 を附加 した り、 自己の フ ァ イルへ の修 正

を加 えた りす る こと もで きる。

DM-1で は、 デ ー タの 限定 、 デー タの構 成、k・ よびデ ー タ ・レ コー

ドの入 力 方 法 等 の 重要 性 が強調 さ れて い る。 そ してそ れ は、 標準 化 され

た レポ ー ト作 製 言 語 や 利用 者 の質 問 ・維 持 言 語 お よび レ コーデ ィ ング ・

サ ー ビス等 を含 ん で い ない こ とに注 意 すべ きで 、 これ らの 用 途 に は別 に

注文 が 必 要 で あ る。 特 殊 な イ ン ター フ ェイ ス につ い て は、DM-1と 利

用 者 の コ ン ピュー タ ・シス テ ムの境 界 に新 た な条 件 が 必要 で、 これ は

DM-1が どの特殊 コ ン ピュー タ ・シス テ ム も念頭 に 入 れ てデ ザ イ ンさ

れ てい な い こ とに よる。

2.5DPS(DocumentProcessingSystem)IBM

DPSはIBM360シ ス テ ム の た め に 設 計 さ れ た 一 連 の プ ロ グ ラ ム

で 、 機 械 言 語 で解 読 で き る ドキ ュ メ ン ト ・デ ー タ を検 索 可 能 な デ ー タ ・

セ ッ トに 変 換 した り、 これ らの デ ー タ ・セ ッ トを検 索 し た り、 あ る い は

そ れ ら を 基 に した 様 々 な 索 引 を 作 成 した りす る こ とが で き る。 本 来DPS

は 、IBM社 のGIS(GeneralizedInformationSystem)の サ

ブ セ ッ ト と して 作 製 さ れ た もの で あ る が 、 現 在 で は 全 くGISと は 分 離

さ せ ら れ て しま っ た 。

DPSはOS/360の も と で 一 連 の ジ ・ ブ 単 位 と して 作 動 し、BCD

の オ ペ レ ー シ ョ ン の も と で は バ ッ チ 処 理 方 式 用 に デ ザ イ ンさ れ て い る 。

しか し、MFTに っ い て は 、 遠 隔 地 の オ ン ラ イ ン 制 御 卓 で の 操 作 を 援 助

す る役 割 り を 持 つ 。

ま たDPSは フ リ ー ・テ キ ス トの検 索 用 に も設 計 さ れ て い て 、 記 号 体

系 化 さ れ て い な い テ キ ス トの 処 理 が 可 能 で 、 そ の テ キ ス トか ら この シ ス
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テ ム は デ ー タ 索 引 を 創 造 す る こ と が で き る。 デ ー タ は 単 一 レベ ル の フ ァ

イ ル に 構 成 さ れ て い て 、 そ の フ ァ イ ル の 中 で は 、 記 録 は 多 様 な 長 さ の テ

キ ス トに よっ て 導 き 出 さ れ た 体 系 化 さ れ た フ ィ ー ル ド と と も に 、 連 続 し

た 状 態 に 置 か れ て い る。 こ の フ ィ ー ル ドは 、 長 さ が 固 定 さ れ た デ ー タ要

素 を 含 ん で い る。 また、テ キ ス ト ・フ ィ ー ル ドは ドキ ュ メ ン ト情 報 を 含 み

そ れ は キ ィ ー ・ワ ー ドの み の 場 合 も あ れ ば テ キ ス トの 時 も あ る。 テ キ ス

ト選 択 の 程 度 は 、 シ ス テ ム ・パ ラ メ ー タ の よ うに 、 ワ ー ド ・サ イ ズ の 許

容 値 、 ス ト ッ プ ・ワ ー ドの 表 あ る い は 同 義 語 等 を 指 定 す る こ と に よ っ て

制 御 で き る。

こ の シ ス テ ム は 、・入 力 装 置 か ら ドキ ュ メ ン トを 探 し た り、 テ キ ス ト ・

フ ィ ー ル ドを創 り 出 した り、 ワ ー ド ・ リス トや シ ス テ ム の 索 引 を 最 新 の

もの に 改 め る こ と が 可 能 で あ る。 統 計 量 は 、 ドキ ュ メ ン ト ・フ ァ イ ル に

お け る ワ ー ドの 周 波 数 の 統 計 に よ っ て 一 定 値 を維 持 で き る よ うに な っ て

い る が 、 個 々 の ドキ ュ.メ ン トに よ っ て は 保 つ こ とは で き な い 。

2.6GIM(GeneralizedInfomationManagement)

TRWSystems社

GIMは 、 情 報 の 記 憶 、 維 持 、 検 索 の た め の 汎 用 言 語 で あ る 。 この 言

語 は 、 リモ ー ト・ス テ ー シ ・ ン と中 央 コ ン ピ ュ ー タ 複 合 組 織 との 間 の ネ ッ

トワ ー ク を 使 う よ うに 設 計 さ れ て い る。 この シ ス テ ム は 、 自動 的 に デ ー

タ・フ ァ イル 間 の デ ー タ・エ レ メ ン トを 相 互 関 連 さ せ る よ うに 作 ら れ て い る。

質 問 用 言 語 を 使 っ て 自然 言 語 で 一 定 の 自然 英 語 の デ ー タ ベ ー ス 情 報 に

ア ク セ ス す る こ とが で き る し、 ま た フ ォ ー マ ッ ト作 成 の た め の 簡 単 な一

般 ル ー ル を提 供 して くれ る 。

ア ドレ ス は 、 計 算 さ れ 、 デ ー タ は 、 一 回 の ア ク セ ス で ラ ン ダ ム'ス トレ

ー ジか ら検 索 す る こ と が で き る
。

言 語 処 理 装 置 は 、 ア ク セ ス が 行 な わ れ る前 に 各 質 問 を 処 理 す る 。
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デ ー タへ の イ ンデ ックス は質 問 のた めに作 成 され た もの で あ る。 可 変

長 言語 が どん なに 多 くて も語 順 を限 定 した上 で認識 さ れ る。 デ ー タ ・エ

レ メ ン トは、 デー タ ・リス ト照合 番 号 、 項 目番 号、 等 か ら構成 さ れ てい

る。

数年 前 にす で に発 表 済 み で あ るけ れ ど もGIMは 、 つ い最 近(1970

年)い くつ か の顧 客 設 置場 所 を選 定 し、 最 終 的 なテ ス ト、 評 価 、 導 入 の

段階 に入 っ た と ころ で あ る。

■

2.7GRS(GeneralRetrievalSystem)

'

InformationSciences社

GRSは 、 デ ー タ ・ベ ー ス ・レ コ ー ドか ら特 定 フ ィ ー ル ドを 選 択 し、

計 算 し、 蓄 積 し、 デ ィ ス プ レ イ す る た め に 作 成 され た もの で あ る 。

デ ー タ の イ ン プ ッ トに は 、 簡 単 な フ ォ ー ム が 利 用 さ れ る 。GRSで は

1レ コ ー ド当 り275の 様 々 な デ ー タ、 ソー ト ・キ ー の 中 の6つ の デ ー

タ'フ ィール ドk'よ び ス ピー チ ・フ ィ ー ル ドの55種 の 条 件 が 利 用 で き る。

GRSに は3つ の 段 階 が あ る 。

'GRSIは
、 入 力 形 式 を使 っ て検 索 制 御 を セ ッ トす る た め の 手 続 き が

含 ま れ て い る 。

'GRS皿 は
、 検 索 段 階 で あ り、 これ は ソ ー ト ・キ ー に よ っ て 仕 上 げ が

行 な わ れ る 。

'GRS皿 は
、 出 力 段 階 で あ り、 そ こで は 、 デ ー タ は 、 レ ポ ー ト ジ ェ ネ

レ ー タ ー に よ っ て 読 ま れ 、 フ ォ マ ッ トに 盛 り込 ま れ る 。

GRSは 、 デ ータ ・ファイル が 維 持 で き、 ア ク セ ス で き る 比 較 的 高 度 で

な い ア プ リケ ー シ ョ ン に あ て は ま る よ うに な っ て い る 。

最 新 の 能 力 に 関 す る 情 報 は 、 手 本 に な い 。
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2.81DS(InteqratedDataStore)

GeneralElectric社

IDSは 、COBOLで 書 か れ て お り、GEの コ ン ピ ュ ー タ で しか 利 用

で き な い 。 こ の シ ス テ ム は 、 デ ィ ス ク 内 部 フ ァ イ ル か ら、 デ ー タ を 作 成

し、 維 持 し、 検 索 す る 能 力 を 提 供 し て くれ る。

IDSは 、 オ ン ラ イ ン ・リモ ー ト ・タ ー ミナ ル の イ ン ク ワ ィ ア リ ィ能

力 を 有 し 、GEの マ ル チ ・プ ロ グ ラ ミ ン グ ・モ ニ タ ー の 制 御 の 下 で、

働 く よ うに な っ て い る 。

IDSは 、 モ デ ィ フ ァ イ さ れ たCOBOLプ ロ シ デ ュ ア ル ・ス テ ー ト メ

ン ト と、IDSが つ く り 出 した フ ァ イ ル を 調 整 す る た め の ベ ー シ ッ ク ・

ラ ン ゲ ー ジ で 書 か れ て い る 。

す べ て の メ ン テ ナ ン ス 、 検 索 、 お よ び 出 力 に は 、COBOLが 利 用 さ れ

る 。

理 論 的 に い え ば 、 明 快k－ 組 の 手 続 き に は 、 特 別COBOLプ ロ グ ラ ム

で か か れ た 最 新 の 各 タ イ プ が 要 求 さ れ る 。

IDS機 能 の い くつ か は 、 デ ー タ を 入 力 し、 そ れ を 検 索 し や す い と い

う点 で 特 別 入 出 力 機 能 に よ く以 て い る。 種 々 の 物 理 的 お よ び 論 理 的 処 理

に よ る フ ァ イ ル 構 造 が 可 能 で あ る 。 この 場 合 デ ー タ ・フ ォ ー ム の グ ル ー

プ と接 続 さ れ た リ ンク お よ び キ ー ・エ レ メ ン ト上 で ラ ン ダ ム に 行 な え る

エ ン ト リー を備 え る 必 要 が あ る。 フ ァ イ ル ・メ ン ラ ナ ン ス の 最 中 、 リ ン

ク は 、 追 加 、 修 正 あ る い は 削 除 な ど の 処 理 を 行 な う こ とが で き る 。

ユ ー ザ ー は
、 デ ー タ の 論 理 構 造 を詳 し く規 定 し、 い く分 、 物 理 構 造 を

コ ン ト ロ ー ル す る こ と が で き よ う。 マ ス タ ー も し くは 、 反 復 グ ル ー プ の

組 み 合 わ せ ば 、 どん な も の で も、 入 力 作 成 用 に 利 用 で き る 。

■
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2.91NQUIRE-InfodataSystems社

INQUIREは 、 ユ ー ザ ー が 大 容 量 デ ータ ・ベ ース を維 持 、 利 用 で き る

問 題 指 向 型 情 報 記 憶 ・検 索 シ ス テ ム で あ る。

INQUIREは 、 次 の4つ の 主 要 な 機 能 を 有 して い る。

1)情 報 検 索

大 容 量 フ ァ イ ル か ら情 報 の特 別 項 目 を 発 見 し、 検 索 す る 。

2)フ ァ イ ル ・メ ン テ ナ ン ス

フ ァ イ ル の 中 の 情 報 を 構 成 し、 フォ ーマッ ト を規 定 す る。 す な わ ち
、

フ ァ イ ル の 中 に 蓄 え られ た情 報 を追 加 し
、 消 除 し、 変 更 す る 。

3)出 力 フ ォ ー マ ッ ト作 成

検 索 さ れ る 情 報 の 編 成 と フォ ーマ ットの 規 定 。

4)管 理 面 で の コ ン トロ ー ル

フ ァ イ ル の 利 用 な ら び に 情 報 の 配 布 を 管 理 統 制 した り監 視 した りす

る。

INQUIREは 、IBM360/40な ら び に そ れ 以 上 の シ ス テ ム 用

にPL/1を 使 っ て 記 述 され る。 そ して128Kメ モ リー を 使 用 す る。

こ の プ ロ グ ラ ム は 、 一 覧 表 作 成 用 の も の で
、 こ の デ ー タ ベ ー ス は 再 編

集 せ ず に 処 理 す る こ と が で き る 。 フ ァ イ ル や 、 デ ー タ 特 性 は ファイル'ヘ

ッ ダ ー や トレ ー ラ ー ・レ コ ー ド、 な らび にOSに よ っ て維 持 さ れ'る
。 そ う

す る こ と に よっ て ジ ・ ブ 管 理 ス テ ー トメ ン トを 最 小 限 度 に お さ え
、 デ ー

タ ・ベースを 作 成 す る よ うに す る 。

シ ス テ ム モ ジ ュ ー ル と して は
、 次 の3つ が あ げ られ る。

・tir－ ダ ー ・シ ス テ ム'''"↓''"

こ れ は 、 フ ァ イ ル へ の ア イ テ ム を作 成 し た り、 追 加 す る シ ス テ ム で あ

る 。

「
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・ コ マ ン ド ・シス テ ム

こ れ は 、 リ ト リー バ ル や デ ー タ・メ ン テ ナ ン ス 機 能 を 制 御 す る シ ス テ ム

で あ る。

・ユ ー テ ィ リテ ィ ・シ ス テ ム

これ は 、 シ ス テ ム'メ ン テ ナ ン ス 情 報 な らび に デ ー タ・ベ ー ス の 動 き を 制

御 す る シ ス テ ム で あ る 。(コ ン ト ロー ル・シ ス テ ム 、 統 計 値 、 オ ー バ ー

フ ロー ・レ コ ー ド等)

コ マ ン ド・シ ス テ ム は 、 ユ ー ザ ー が 遠 融 オ ン ラ イ ン 質 問 シ ス テ ム を行

な う場 合 に 利 用 さ れ る。

メ ン テ ナ ン ス'コ マ ン ドを 使 っ て、 特 定 の オ ン ラ イ ン・デ ー タ修 正 を行

な う こ とが で き る 。

イ ン デ ッ ク ス'フ ァ イ ル は 、 探 索 に よっ て 次 々 と索 引 さ れ、 ア イ テ ム ・

フ ァ イ ル は、BDAMを 使 っ て直 接 ア ク セ ス さ れ る 。

デ ー タが 作 成 さ れ る場 合 、 ユー ザ ー は 、 フ ィ ー ル ド名 、 フ ィ ー ル ドの

型(固 定 型 か 、 可 変 型 か)、 フ ィ ー ル ドの 長 さ、 も し くは 最 大 長 、 な ら

び に フ ィ ー ル ドを 条 件 付 き と す る か、 オ プ レ ・ ン とす る か を 自 由 に 規 定

す る こ とが で き る 。

ま た 、 ユ ー ザ ー は 、 フ ィ ー ル ドの 内 容 が 、 リ ト リー バ ル 向 け の キ ー ワ

ニ ドと し て 扱 うべ き も の で あ る か ど うか に つ い て 規 定 す る こ とが で き る。

INQUIREは 、 テ キ ス ト処 理 の特 性 は 有 して い な い が 、 そ の 代 り・

デ ー タ も し くは ドキ ュ メ ン ト・フ ァ イ ル な ど体 系 的 情 報 に 関 す る 多 く の 高

度 な能 力 を 有 して い る 。

8

2 .101TIRCIBMTechnicalInformationRetrievalCenter

ITIRICは 、IBMの 技 術 情 報 セ ンター に おい て社 内用 に作 成 され
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た も の で 、 磁 気 テ ー プ・フ ァ イ ル を 使 っ て バ ッチ ・テ キ ス ト探 索 を行 な う

もの で あ る。

最 近 発 表 さ れ たTEXTPACは 、ITIRCの 実 験 か ら生 れ た 副 産 物 で

あ る 。

ITIRCは 、IBM360/40と360/50を 使 っ て 実 行 さ れ 、

こ の シ ス テ ム に は350,000以 上 の 適 要 を 記 憶 し て い る 。

この 原 文 通 りの 情 報 シ ス テ ム は 、 ドキ ュ メ ン トの 格 納 お よび 検 索.現

在 の情 報 の 普 及 、 お よび 特 別 索 引 作 成(告 示 、 ユ ー ザ ー索 引、KWIC、

Kwoe、 等)を 提 供 す る。 ま た この シ ス テ ム は 、 ユ ー ザ ー の 特 別 質 問 に

対 す る適 要 を 提 供 して く れ る。

ユ ー ザ ー は
、 直 接 、 こ の シス テ ム に 質 問 す る こ とは し な い 。

質 問 の 専 門 家 が 仲 介 者 と な っ て 、 必 要 な 同 義 語 を い く つ か つ け 加 え 質

問 を準 備 す る 。

探 索 論 理 の 中 に は 、AND、OR、NOT、ABSOLUTEYES、

MASKING、SECURITYCODE、 お よ び接 頭 語(語 幹 探 索)が 含 ま

れ て い る。

す べ て の イ ン プ ッ ト記 録 に は 、 独 特 の 番 号 が 付 与 さ れ 、 そ れ を テ キ ス

ト分 折 プ ロ グ ラ ム に よ っ て、 セ ン テ ン ス や そ の 中 の ワ ー ドに 番 号 を つ け

次 に そ の ワー ドを ア ル フ ァ ベ ッ ト順 に 分 類 す る 。

こ の ワ ー ド ・ リス トは 、 ア イ テ ム に対 す る 個 々 の 索 引 に な る 。

こ の ワ ー ド ・ リス トは 、 デ ー タ を 分 析 した結 果 で あ る が 、 次 の もの が

含 ま れ る。 テ キ ス ト ・ワ ー ド、 ワ ー ド ・レ ン グ ス ・ポ イ ン タ ー、 隣 接 し

た ワ ー ドの ア ドレス(前 あ る い は 後 に あ る ワ ー ド)、 キ ャ ピ タ リゼ ー

シ ョ ン ・コ ー ド、 プ リ ン ト ・フ ィ ー ル ド、 セ ン テ ンス ・ナ ン バ ー 、 ア ル

フ ァ ベ テ ィ ッ ク ・ポ ジ ッ シ ョ ン ・イ ン デ ィ ケ ー タ ー 、 ア ル フ ァベ テ イ ッ

ク ・チ ェ イ ン ズ ・マ ス タ ー ・テ ー プ ・フ ァ イ ル は 、 記 事 、 著 者 、 ソ ー ス

・コ ー ド
、 ドキ ュ メ ン ト ・コ ン ト ロ ー ル ・ナ ン バ ー か らな る。 この テ ー
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プ は バ ッチ ・モ ー ドで 行 な う。 検 索 さ れ た 記 事 は 、 特 殊 な カ ー ドに 打

ち 出 さ れ る。 これ らの カ ー ドは 、 顧 客 に 、 タ イ トル 、 記 事 、 出 典 、 著 者

名 、 参 考 カ ー ド(こ れ は ユ ー ザ ー が フ ィ ー ド ・バ ッ ク統 計 を作 る た め に

用 い る)等 を提 供 す る 。

2.11MANAqEXeroxDataSystems社

MANAGEは 、XDS(以 前 はSDS、(ScientificData

Systems)と 称 し て い た)に よ っ て 開 発 さ れ た もの で 、 同 社 の シ リー

ズ の コ ン ピ ュ ー タ で し か 実 行 で き な い 。

MA.NAGEは 、 テ ー プ フ ァ イ ル だ け か ら デ ー タ を作 成 、 維 持 、 な ら び

に検 索 で き る汎 用 シス テ ム で あ り、 ラ ン ダ ム・ア ク セ ス装 置 は 利 用 す る こ

とが で き な い 。

こ れ は 、 相 当 簡 単 な ビ ジ ネ ス・ア プ リケ ー シ ・ ン 向 け に 開 発 さ れ た も の

で、Informatics社 のMARK皿 に 以 て い る デ ー タ・フ ァ イ ル 指 向 型 の

シ ス テ ム で あ る。

こ の テ ー プ フ ァ イ ル は 、 固 定 長 で あ り、 レ コ ー ドの 大 き さ は、 最 大1

レ コ ー ド当b15キ ャ ラ ク タ ー な らび に1行 当 り120キ ャ ラ ク タ ー で

あ る。

レ コ ー ドの 長 さ は 、 フ ァ イ ル 間 で 様 々 で あ る が 、1フ ァ イ ル 以 内 に は

収 ま ら な い 。

MANAGEは 、 適 要、 報 告 書 等 に 関 す る 特 定 の テ キ ス ト処 理 を行 な っ

て く れ る。

し か し、 テ キ ス トの 素 材 は 、 プ リ ン トさ れ る も の と 同 様 の フ ォ ー マ ッ

トで 入 力 しな け れ ば な ら な い 。

検 索 は 、 固 定 位 置 識 別 コ ー ドに よ っ て行 なわ れ る。
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2.12MARKIV-lnformatics社

MARKIVは 、6年 前 にInformaticsか ら発 表 さ れ た 第4番 目 の 商 業

用 パ ッ ケ ー ジ で あ っ た 。MARKIVは 、MARK皿 を よ り 高 度 な形 に 修 正

した も の で、 最 小 限32Kメ モ リー あ れ ばIBM360シ ス テ ム を 使 っ

て 利 用 す る こ と が で き る 。

MARKIVは 、 デ ー タ の 作 成 、 維 持 、 検 索 を提 供 し て くれ る ひ と つ のデ

ー タ ・フ ァ イ ル ・マ ネ ー ジ メ ン トで あ る
。MARKIVは 、 包括 的 報 告 シ ス

テ ム で あ り、 ユ ー ザ ー の 使 用 に も と つ い て、 コ ン ピ ュ ー タ・プ ロ グ ラ ム を

作 成 し て くれ る。

ユ ー ザ ー は
、 特 定 機 能 の ユ ニ ッ トの ラ イ ブ ラ リィ の 中 に コ ー ド化 され

て 記 憶 さ せ て あ る、 ひ とつ 、 も し くは 複 数 の 体 系 的 フ ォ ー ム を 有 し て い'

る 。

ま た 、 ユ ー ザ ー は 、 テ ー プ や デ ィ ス ク・ス トレ ー ジの 中 に 収 め られ て い

る フ ァ イ ル の 論 理 的 な 構 成 を 詳 し く規 定 す る こ とが で き る。

同 時 に 、 ユ ー ザ ー は 、 特 定 処 理 用 の 自分 自 身 の ル ー チ ン(「 個 人 用 コ

ー ド」 資 格)を 呼 び 出 す こ と も で き る し
、MARKラ イ ブ ラ リィ の 中 の 汎

用 プ ロ グ ラ ム を 蓄 え て お い て 、 必 要 な 都 度 、 そ れ ら を 定 期 的 に 引 き出 す

こ と が で き る。

ユ ー ザ ー は
、 こ の シ ス テ ム を使 っ て、 こ れ ら主 要 な 機 能 を 遂 行 す る こ

と が で き る 。

・デ ー タ ・ソ ー ス か ら フ ァ イ ル を 作 成 す る
。

・デ ー タ を 更 新 す る こ と に よ っ て フ ァ イ ル を維 持 す る こ と
。

・デ ー タ を追 加 した り
、 削 除 す る こ と。

・デ ー タ(フ ォ ー ム)を 選 択 す る こ と。

・選 択 基 準 に も と つ い て レ コ ー ドを 作 成 す る こ と
。

・ これ らの デ ー タ を計 算 す る こ と。

・選 択 した レ コー ドか らデ ー タ を 引 き 出す こ と
。

一
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・新 しい フ ァ イ ル(部 分 的 な もの で あ れ 、 結 合 的 な もの で あ れ)を 作 成

す る こ と。

MARKIVは 、 以 上 の 機 能 の 他 に 、 特 定 の 応 用 に 利 用 で き る 。

シ ー ク エ ン シ ャ ル 処 理 も し くは、 イ ン デ ッ ク ス'シ ー ク エ ン シ ャ ルワ ァ

イ ル が 与 え られ れ ば 、 レ コ ー ドは 固 定 式 に も可 変 式 に も で き る。

レ コー ドは 、 反 復 セ グ メ ン トを含 め て、1Vコ ー ド当 り99セ グ メ ン

ト に 限 定 さ れ て い る。

多 数 フ ァ イ ル の 更 新 は 限 定 さ れ て い る 。

質 問 は 、 ユ ー ザ ー の 書 式 に も と つ い て 行 な わ れ る が 、 然 るべ き質 問 言

語 は 、 利 用 で き な い 。

MARKIVに は 、 融 通性 の あ る 対 語 能 力 が 欠 け て い る た め 個 々 の 質 問 を

処 理 す る よ り も、 デ ー タ・フ ァ イ ル を配 置 した り、 レ ポ ー トを 作成 す る こ

との 方 に 適 し て い る と い え よ う。

2.15PDQ(ProgramforDescriptorQuery)

AppliedDataResearch社

基 本 的 なPDQシ ス テ ム は で き上 っ た が 、1969年 現 在 で は、 完 全

なPDQリ ト リ ー バ ル ・シ ス テ ム は ま だ 完 成 し て い な い 。

計 画 と し て は 、 特 別 検 索 オ ブ シ ・ ン の 出 力 特 性 と と も に 、 オ ン ラ イ ン

処 理 を 提 供 で き る完 全 な シ ス テ ム を ね ら っ て い る 。

現 在 のPDQシ ス テ ム は 、 情 報 を記 憶 し、 検 索 し、 修 正 し、 削 除 し、

維 持 す る よ うに な っ て い る 。

こ のPDQは 、8つ の 日常 英 語 、 な らび に フ ァ イ ル(別 立 て の 索 引 フ

ァ イ ル)の 中 の デ ー タ を 分 類 す る デ ー タ 用 語(DataDescriptors)

を 使 用 し て い る。

PDPに は 、3つ の 基 本 的 な エvメ ン トが あ る 。

Lデ ー タ項 目
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こ れ らは 、 「一 連 の キ ャ ラ ク タ ー 」 と して 記 述 さ れ る。PDQで は

フ ォ ー マ ッ ト、 キ ャ ラ ク タ ー 数
、 容 量 、 あ る い は デ ー タ の 意 味 上 の 制

約 が な い 。

これ は 、 デ ー タ項 目 で あ る こ と
.もあ る し、 ドキ ュ メ ン トの デ ー タ で あ

る場 合 も あ る。

2.索 引 用 語

単 一 の デ ー タ項 目 を 記 述 す る の に 、 い くつ か の 用 語 を 使 用 す る こ と

が で き る 。

各 項 目 は 、 そ の た め の 用 語 一 覧 表 を 有 して お り、 これ らの 用 語 は 各 項

目 を 索 引 す る の に 使 わ れ る。

3・ 符 号(Labels)

シ ス テ ム に投 入 さ れ る各 デ ー タ 項 目 に は 単 一 の ラ ベ ル が つ い て い る
。

デ ィ ス ク の デ ー タ 構 成 の 翻 訳 番 号 は 、 ラベ ル の一 部 で あ る の で
、 番 号

は 従 属 的 な も の で あ る。

質 問 言 語 は な い が 、 な ん らか の フ ァ イ ル・マ ネ ー ジ メ ン ト能 力 が あ る。

PDQは 、 現 在360/30、24Kメ モ リー 、DOSを 使 っ て 、 働 く

よ う に な っ て い る。

現 在 、 デ ー タ は 、 フ ァ イ ル 、 エ レ メ ン ト、 あ る い は レ コ ー ドサ イ ズ の

制 約 が あ っ て 、 利 用 で き な い 。

2.14QWICKQWERY-C.A.C.社

QwICKQwERYは 、IBM360/30を 使 っ て、 バ ッ チ 処 理 モ

ー ドで 処 理 す る フ ァ イ ル・マ ネ ー ジ メ ン ト ・パ ッ ケ ー ジ で あ る
。

これ は 、 イ ン プ ッ ト形 体 を受 け 入 れ 、 さ ら に 直 列 も し くは 連 続 的 な フ

ァ イ ル を 利 用 す る 。

ラ ン ダ ム ア ク セ ス 装 置 は 利 用 で き る が 、QWICKQWERYは 、 マ ル

チ・フ ァ イ ル は 受 け 入 れ な い 。 フ ァ イ ル は 、 ひ と つ の 処 理 標 準 に 合 わ せ な
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け れ ば な ら な い 。 フ ァ ン ク シ ョ ン ・ラ イ ブ ラ リィ あ るい は フ ァ イ ル ・マ

ネ ー ジ メ ン ト能 力 は な い が 、 出 力 用 のす ぐれ た レポ ー ト ・ジ ェ ネ レ ー タ

ー は あ る
。

フ ァ イ ル 構 成 は 、 シ ス テ ム に よ っ て 固 定 さ れ て い る 。 し た が っ て 、 少

な く と も ひ とつ の リ ー ド ・ル ー チ ンは 、 各 ア プ リケ ー シ ョ ン別 に 記 述 さ

れ な け れ ば な ら な い 。

こ の シ ス テ ム は 、 フ ィ ー ル ドお よ び グ ル ー プ 処 理 能 力 を有 して い な い 。

こ の シ ス テ ム の 書 式 は 、 入 力 用 に 、 質 問 用 に、 ま た 出 力 の 指 定 に 利 用

さ れ る 。

デ ー タ ・エ レ メ ン トの 類 義 語 は 、 与 え られ て い る の で 、 デ ー タ・フ ァ イ

ル 辞 書 を 作 成 す る こ と が で き る 。

2.15SPIRES

(StanfordPublicInformationRetrievalSystem)

SPIRESシ ス テ ム は 、 書 誌 的 デ ー タ を準 備 し、 タ ー ミ ナ ル を活 用 し

た検 索 シ ス テ ム で あ る 。

こ れ に は、2つ の メ イ ン ・シス テ ム が あ る 。

ひ とつ は 、 マ ス ・.デー タ ・フ ァ イ ル の 準 備(創 作 と 修 正)用 の も の で

あ り、 他 の ひ とつ は 、 出 力 プ リ ン タ ー あ る い は テ レ タ イ プ ラ イ タ ー 上 に

パ ー マ ネ ン ト ・コ ピ ー の 試 験
、 も し くは 提 示 用 に デ ー タフ ァ イ ル の 選 択

部 分 の 探 索 が で き る。

SPIRESは 、 機 能 的 に、 二 つ の タ イ プ の ユ ー ザ ー 向 け に設 計 さ れ て

い る 。

ひ とっ は 、 デ ー タ ・フ ァ イ ル の メ ン テ ナ ン ス を 管 理 す る マ ネ ジ ャ ー で

あ り、 他 の も う一 つ の タ イ プ は 、 中 に入 っ て い る必 要 な 属 性 を規 定 す る

こ と に よ っ て、 デ ー タ を検 討 す る た め に デ ー タ ・ベ ー ス を 利 用 す る 探 索

者 で あ る 。
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2.16SYNTRAN/560(IBMSyntaxTranslator)

SYNTRANは 、IBMで 、,Brinerに ょ っ て 開 発 さ れ た 自 然 言 語 処

理 シ ス テ ム で あ る 。

SYNTRAN'は 、 自 然 言 語 の 質 問 に 応 え て 、 テ キ ス ト照 合 を 準 備 し た

り、 テ キ ス ト情 報 を 索 引 す る た め の シ ス テ ム で あ る。

シ ス テ ム を創 る参 照 文 に は 、 分 類 さ れ た 索 引 、 要 約 、 抜 す い 、 も し く

は 関 連 用 語 集 が 盛 られ て い る 。

これ らは 、 テ キ ス ト・ワ ー ド利 用 につ い て の 文 法 的 、 統 計 的 分 折 に も と

つ い て 作 成 さ れ た もの で あ る。

文 法 的 分 折 に よ っ て 、 テ キ ス トの 意 味 付 に 際 し、 ど の 語 が 重 要 で あ る

か を 判 定 し、 統 計 的 分 折 に よっ て そ の 重 要 性 の 内 容 を 判 定 す る 。

SYNTRANは 、IBM360/30、40、 あ る い はBOSの つ い

た50を 使 っ て 実 行 さ れ 、 ベ ー シ ッ ク ・ア セ ン ブ ラ ー 言 語 で 記 述 さ れ る。

キ ャ ラ ク ター 数 に つ い て は 、 シ ス テ ム 上 の 制 約 は な い 。

こ の ア ウ トプ ッ トは 、 各 セ ン テ ン ス の 中 に 出 て くるKWICと か

KWOCな ど の 索 引 語 を 使 っ て 、 ア ル フ ァ ベ ッ ト順 に 配 置 され た セ ン テ

ン ス の プ リ ン ト・ア ウ ト と しそ 出 て く る 。

●

2.17TDMS(TimesharedDataManagementSystems)

-Syste皿sDevelopment社

TDMSは 、SDCのTSS-LUCIDシ ス テ ム か ら発 展 して き た シ ス

テ ム で あ り、 軍 事 用 に 開 発 さ れ た もの で あ る。

こ の シ ス テ ム は 、 現 在 、 コ マ ー シ ャ ル ・ベ ー ス で利 用 す る こ と は で き

な い が 、IBM360/50を 使 っ て 利 用 で き る よ うに 設 計 さ れ て い る 。

しか し、 こ の シ ス テ ム は 、 標 準 式360/50だ け で な くSDCが 開

発 したADEPTオ ペ レ ー テ ィ ン・グ シ ス テ ム も併 用 しな け れ ば 、 利 用 で き

な い よ うに な っ て い る。

、
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こ の シ ス テ ム は 、 タ イ ム シ ェ ア リン グ に お け る デ ー タ 管 理 の た め に 用

意 され た 汎 用 シ ス テ ム で あ る。

TDMSの 場 合 、CRTコ ン ソ ー ル か ら 、 デ ー タ を 記 述 、 作 成 、 検 索 、

な ら び に デ ィス プ レー す る こ とが で き る。

ま た 、 こ の シ ス テ ム に よ っ て 、 更 新 な ら び に メ ン テ ナ ン ス 操 作 や 、 ハ

ー ド・コ ピ ー ・レ ポ ー トを 作 成 す る こ と が で き る。

TDMSシ ス テ ムは 、 フ ァ イ ル を 、 一 連 の 関連 目録 と し て 記 憶 で き る。

一 群 の 表 の う ち の あ る もの は
、 実 際 の ユ ニ ー ク な デ ー タ・エ レメ ン ト数

を 収 容 し て お り、 別 の表 で は 、 個 々 の デ ー タ・エ レメ ン トお よ び そ の 論 理

的 関 係 に つ い て 記 述 して い る。

(分 類 番 号 順 に 配 置 さ れ た デ ー タ・ポ イ ンタ ー を 活 用 す る。 デ ー タ・ポ イ ン

タ ー は 、 実 際 に 使 わ れ るデ ー タ・エ レメ ン ト数 を 示 し て い る。)

ア ウ トプ ッ ト能 力 には 、 次 の 二 つ が あ る。

比 較 的 簡 単 な 質 問 を 扱 うQUERYと 、 高 度 な ア ウ トプ ッ トを 扱 う

COMPOSE/PRODUCEで あ る。

COMPOSEに よ っ て 、 ユ ー ザ ー は 、 報 告 書 も含 め 、 ア ウ トプ ッ ト

を 作 成 す る こ と が で き る。 一 方 、COMPOSEに よ っ て 作 成 し た ア ウ

トプ ッ ト ・フ ォ ー マ ッ トを 、 必 要 に 応 じ呼 び 出 せ る よ うに 、PRODUCE

に よ っ て 記 憶 して お く。

メ ン テ ナ ン ス ・プPグ ラ ム に は 、2つ の 種 類 が あ る。UPDATEと

MAINTAINが そ れ で あ る。

UPDATEは 、 デ ー タ・エ レメ ン ト数 値 の 追 加 、 削除 、 変 更 を 行 な う。

MAINTAINは 、 分 類 、 部 分 集 合 、 抽 出、 命 令 、 再 構 成 機 能 を 提 供

し て くれ る。

■
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2、18CCAlO3ComputerCorporationofAmerica

CCA103ソ フ ト ウ エ ア ・シ ス テ ムは 、 フ ァイ ル へ の 問 い 合 わ せ 、 な

らび に フ ァイ ル 相 互 間 の 前 後 参 照(Crossreferences)を 提 供 す る

フ ァ イ ル'メ ン テ ナ ン ス 書プ ロ グ ラ ム で あ る。

ま た 、 こ の シ ス テ ム は 、 フ ォ ー マ ッ ト作 成 能 力 を 有 して お り、 こ れ に

よつ て ユ ー ザ ー は 、 デ ー タ を ど の 様 に して ア ウ トプ ッ ト'プ ロ グ ラ ムの

中 に 、 フ ォ ー マ ッ ト化 す る か を 指 定 す る こ とが で き る。

こ の シ ス テ ムは 、IBM360/30な ら び に そ れ 以 上 の モ デ ル を 使 っ

て 運 用 され る。 ま た 、 この シ ス テ ムは 、65バ イ ト'ス ト レ ー ジ とDOS

オ ペ レー テ ィ ン グ・シ ス テ ム を 必 要 とす る。

こ の シ ス テ ム は 、 バ ッ チ 処 理 装 置 で あ り、 テ ー プ ・フ ァ イ ル だ け で 運

用 さ れ る。

2.19CFSS(CombinedFileSearchSys±em)一 一ーーIBM

CFSSは 、 汎 用 ドキ ュ メ ン ト'ス ト レ ー ジ と リ ト リー バ ル ・シ ス テ ム

の 両 機 能 を そ な え て い る。

こ の シ ス テ ム は 、 ま ず、IBM1401を 使 っ て 完 成 さ れ た 。 それ か

ら 、360を 使 っ て 行 な わ れ る よ うに な つ た。

こ の フ ァ イ ル'シ ス テ ム に は 、 マ ス タ ー ・フ ァ イル 、 デ ス ク リ ブタ ー

'フ ァ イ ル も し くは
、 イ ン デ ック ス 、 お よ び 辞 典 、 も し くは コ ン トロ ー

ル ・フ ァイ ル が 含 ま れ て い る。

こ の イ ン デ ッ ク ス ・フ ァイ ル は 、 逐 次 的 に 索 引 され 、 マ ス タ ー ・フ ァ

イル は 、 レ コ ー ド番 号 順 に 並 べ ら れ る。

マ ス タ ー ・フ ァ イ ル'レ コ ー ドに は 、 コ ン ト ロ ー ル 情 報 とか 、 探 索 可

能 な デ ス ク リプ タ ー 、 な ら び に フ リー ・テ キ ス トな どが 含 ま れ て い る。

コ ン ト・ 一 ル な ら び に 探 索 可 能 セ ク シ ・ ンは 、1レ コ ー ド当 り2200

キ ャ ラ ク タ ー に 制 約 され て い る が 、 フ リーテ キ ス トは 、 長 さが 制 限 さ れ
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て い な い の で 、 セ グ メ ン ト化 して2200キ ャ ラ ク タ ー か ら な る 物 理 的

レ コ ー ドに し な け れ ば な ら な い。

テ ー プ入 力 は 、1ブPッ ク 当 り10レ コ ー ドに ブ ロ ッ ク 化 しな け れ ば

な ら な い。

入 力 デ ー タ は 、 シ ス テ ム に 入 力 す る の に 必 要 な フ ォ ー マ ッ トに し て お

か な け れ ば な ら な い。

フ ァイ ル 作 成 、 メ ン テ ナ ン ス お よ び 更 新 は 限 定 され て い る。

質 問 言 語 に は 、 ロ ジ カ ル"オ ペ レ ー タ ー 、 シ ソ ー ラス'プ ロ グ ラ ム 、

お よ び ル ー ト ・ワ ー ド分 析 を 活 用 す る。

テ キ ス ト処 理 能 力 あ る.い は 、 デ ー タ の 統 計 的 分 析 能 力 は な い 。

5.ソ フ トウ エ ア パ ッ ケ ー ジ の 特 徴

以 上述 べ た19の ソフ トウエ ア ・パ ックー ジ の 目立 っ た特 徴 を、 以 下 に

表 示 す る と次 の とお りで あ る。
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表6 代 表 的 ソ フ ト ウ エ ア の 特 長

パ ッケ ージ 名
製 造 企 業 利用可能状況 価 格 データ/ト キゴ ントシスデム ト㌔ メンテーション可 能

1.AEGIS Progr㎜itics 可 能 Data 部分的
2.COGENI皿 ComputerSciencesCorp 1970年 春

1冶taManagement 部分的
3.DATACENTRAL DataG)rp 可 能 $40-50K Document 可 能
4,DM-1 AuerbachCorp・ ヵス トマ ー と の 契 約 Quote DataManagement 可 能
5,DPS IBM

可 、能 Document 可 能
6.GIM TRWSystems,lnc. 可 能 Data 部分的
7,GRS InformationScience,Inc. 可 能 $4-10K Data 部分的
8.IDS GeneralElectric Data 可 能
9・INQUIRE 1・f・d;t・Sy。tem、,1。 。. 可 能 $22K Both 可 能 一優 秀
10.ITIRG 田M 可 能 Free Document 可 能
11,MANAGE ScientificDataSystems,Inc. 「

可 能 1)ヨta . 可 能
12.MARKIV Informatics 可 能 $30K Data 可 能
13・PDQ AppliedDataResearch,Inc. ある部分のみ可能 $25K Both 部分的
14・QwICKQWERY ConsolidatedAnalysis

.Centers,Inc.
可 能 $27K Data 部分的

、

'

15.SPIRES Institutefor⊂bmm.Research

StanfordUniversity

不可能 Document 部分的

16,SYNTRAN/360 IBM Document 部分的
ユ7.TDMS

9
SystemsDevelopmentCorp.

'

不可能 DataManagement 部分的

18.CCAlo3 ComputerCorporationof 可 能 $25K Data 部分的
America

19.CFSS IBM 可 能 D㏄ument
-

声
N
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表7 使 用 ハ ー ド ウ エ ア

パ ッ ケ ー ジ 名 基本 概要 メ モ リ ー オペ レーティング ・シ久 テム ランダム・アクセス 装 置 そ の他特 殊 なハートウエア

1.AEGIS IBM360/30 OS/DOS Disk

2.COGENT皿 IBM360 256K OS/MVT Yes-Disk

3.DATACENTRAL IBM360/300r40 64K DOS
Drum,DataOeU
Yes TeleprocessingRquipment

4.DM-1 MachineIndependent

5DPS IBM360/40 128K OS Yes

6.GIM 32K 3magtapes,1random

accessfordatabase,

1L/Odevice

7.GRS 360/30 64K DOS/OS 2311plusone

(32Kwithoutcal・) moredevice

8.IDS G.E.

9.INQUIRE IBM360/40&up 128K OS Yes-2311min. Universa1
Drum,Disk,DataCell InstrucUonSet

10.ITIRC IBM

11.MANAGE SDSSer 、ies9computers 8K(24bit-words) No'

12.MARKIV IBM360/30,40,50,65,75 32Kmin ・ DOS/OS 2311Disk

13・PDQ IBM360/30&up 24K DOS 1DiskDrive

14.QWIGKQWERY IBM360/30 64K DOS No

15.SPIRES IBM360/67 IBM2741plus

terminalS

16,SYNTRAN/560 IBM360/30,40,50 641く BOS Yes FloatingPoint

17.TDMS IBM360/50,65,67 256K
ノ

ADEPT(SDC 2314Teletypeor Yes

(Time-Sharing) Developed) Terminal-Yes

18.CCA103 IBM360/30 64K DOS 2311 IBM2260CCICRT

19.CFSS IBM1401 8K Disk,DataCell
、

IBM360/20

◆ 、 ・ 奄
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表8 オ ペ レ テ ィ ン グ 機 能

メ

処 理 機 能 リモ ー ト'タ ー ミナル
インプ リメンテーション

パ ッ ケ ー ジ の 型

パ ッ ケ ー ジ 名 言 ヨi
バ ッ チ オンライン 両 方 YesNo

「コ 口口

舛 ス トプ ロセッサー
フアイル
マネジグント

データ
マネジメント

1, AEGIS Yes Yes Yes

2. COGENT皿 Yes Yes Yes BAIＬProcessorプ Yes

COBOL
3. DATACENTRAL Yes Yes Yes X

4. DM-1 Yes

5. DPS Yes No X Yes

6. GIM

7. GRS Yes No X COBOL Yes

8. IDS Yes

9. INQUIRE Yes Yes Yes X BALSubrout ines

PL/1「
10. ITIRC Yes

11. MANAGE SDSBusiness Yes

Language
12. MARKW Yes Yes No X BAL Yes

13. PDQ Yes No Yes

14, QWICKQWERY Yes No SIMSCRIPT Yes

15. SPIRES Yes Yes PL/1 Yes

16. SYNTRAN/360 BAL Yes

17. TDMS Yes JovialAssembly Yes

Language
18. CCAlo3 Yes Yes Yes Yes,8

19. CFSS Yes X

、

一

戸
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表9 デ ー タ ・ フ ァ イ ル

デ ータ'表 現 記 録7ォ ー マ ッ ト

最大 レコード・噺 ズ その他のサイズ
パ ッ ケ ー ジ 名 EBCDICBCDASC皿 固 定 可 変 両 方

1,AEGIS Yes

2.00GENT皿 YesYes COBOLDependentYes

3.DATACENTRAL YesYesYes-Available Yes NoLimit

4.DM-1

5.DPS YesYes Yes 249Formatedfieldsof

1-255chal〃/record

1600char.max.

formatteddata

6.GIM

7.GRS 55conditious

6field/sortkey

8.IDS

9.INQUIRE YesYesNo YesYesYes 17millionrecords

10.ITIRC

11.MANAGE

、

12.MARKIV YesAvailable YesYesYes 255chal/element 99,999bytcs

9999cha吻roup

13.PDQ Yes

14.QWIOKQWERY Yes NotLimited

15,SPIRES

16.SYNTRAN/360

17.TDMS YesYes

18.COAlo3 YesAvailable Yes

19,CFSS 2200char/seg・

10records/block

■ 1
・馳 ●
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表10フ ァ イ.ル ・ メ ン テ ナ ン ス

オ ン ラ イ ン'メ ン テ ナ ン ス
理論的 利 用 で き る フ ァンク シ ョン アップデ ート'パ

ッ ケ ー ジ 名

YesNo メン分/ス
付 加 削除 修正 他 機 能

アップデート間の質問

1.AEGIS XXX

2・COGENT皿 X Yes XXXYes Yes NotFinalized

3.DATAdENTRAI、X No 、XXX Yes No

4.DM-1

5.DPS

6.GIM

7.GRS NoFile遁intenance

8.IDS

9・INQUIRE X Yes XXXYes Yes Yes

10,ITIRC

,11.MANAGE

12.MARKIV X No XXReplaceYes Yes Yes

13・PDQ Yes

14・QWrCKQWERY No

15.SPIRES 1
16.SYNTRAN/360

17.TDMS X Yes XXXArit㎞eticAlro

18.CCAlO3 X Yes XXXArithmetic

19.CFSS

ー

　

ω
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表11質 問 の 処 理

質 問 の 形 式
質問に精通した人

パ ッケ ー ジ 名
オ ンライ ン インターアクティフンテユー トリフル バ ッチ 即時の必要性

旬 レチファイル質 問 質問結果用ズトレージ

1.AEGIS Yes

2.COGENT皿

3.DATACENTRAL YesConversationalModeYes Yes Yes

4.DM-1

5.DPS No

6.GIM YesYesYes

7.GRS

8.IDS

9.INQUIRE YesYesYes No Yes Yes

10.ITIRC Yes

11.MANAGE

12.MARKIV NoNoYes No Yes No

13.PDQ

14.QWICKQWERY NoNoYes

15.SPIRES YesYesConversational Yes

16.SYNTRAN/360

17.TDMS YesTutorial No

18.CCAlo3 YesNoYes Yes

19.CFSS

● `
P・ ワ
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表12質 問 用 ラ ン ゲ ー ジ

・・ツ ケ ー ジ 名
言 語 フ ォー マッ ト コンペ/シ ョカ レ 論 理 論理的

一

ア リ入メア ィック
,

フォーム 英 語 手 順 、 オペ レータ オペ レータ 比 較 オペレータ ネスティング

1.AEGIS マシ ン'コ ー ド AND,OR Sum,Hits

Average,Ratio

2.COGENT皿 Yes Yes Yes Yes Yes

3.DATACENTRAL X Yes Yes Yes Yes Yes

4。DM-1'

5.DPS Yes Yes VVeightedKeyword RootWord

search

6、GIM

7.GRS X

8.IDS

9・INQUIRE Yes Yes Yes Yes Yes Yes

10.ITIRC
、

11.MANAGE
11

12.MARKW XAssembly Yes Yes Yes Yes

Language

13・PDQ YesYes

14・QWICKQWERY X Yes Yes Yes

15.SPIRES AND,OR,NC圧

16.SYNTRAN/360

17.TDMS Yes Yes Yes Yes Yes Yes

18,CCAlo3 Yes Yes EQ,NE Yes

19.CFSS Yes Yes Yes

-
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表13 そ の 他 の 特 色

特 殊 性 能 .

パ ッケ ー ジ 名

一

シスアム

統辞鮪旨

安 全保護

リート/ライト

レポート'マ ルチ ・ テキス ト'変 換

ジェネ レイタ ー プログラミング サ ーチング インララ クス そ の 他

1・
,AEGIS

Yes Yes MaskedTbxtScanning

2.COGENT皿 Yes
.

3.DATACENTRAL Yes Yes YesYes RρotWordSearch

4.DM-1

5.DPS YesYes

6,GIM ProceduralStrings
P GraphicOutput

FormattedFileConversion

7.GRS

811DS

9.INQUIRE Yes Yes YesNoNo StringSearching

＼FreeText

10.ITIRC

11.MA .NAGE

12.MARKW Yes Yes AuditCap・

13.PDQ

14・QWICKQWERY Yes Yes

15.SPIRES

16.SYNTRAN/360 Yes

17..TDMS Yes 、

18.CCA103 Yes '

19.CFSS

白 ' 巨. -
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策6章 米国におけるソフ トウエアの将来

現在 過 渡 期 にあ る業 界 で、 既 に独 立 して ソフ トウエ ア ・サ ー ビス を供 給 し

て い る企 業は 数多 くあ る。 また重 視 す べき 転換 が 起 りつ つ あ る に して も、 伝

統 的市 場 の成 長 は そ の歩 み を 止 めて い ない。 その 転換 とは 第1に 利 用 者 分 布

で あ り、第2に 必 要 と され てい る複雑 化 の 水 準で あ り、 最 後 に競 争 の程 度 の

中 に見 られ る。 従 来 の コン ピ ュータ市 場 とは 別 に、 ソフ トウエ アの能 力 が重

要な 要 素で あ り、 か つ 現 在 それ が欠 け てい る分 野 で新 しい 企 画 開発 す る 可能

性 は 多 分 に あ る と思 われ る。

これ らの新 分 野 に 乗 出 した企 業 は、 以 前 を 上回 る利 益獲 得 の 可能 性 を 持 っ

て い るが、 同 時 に非 常 に大 きな 危険 を も抱え てい る。 基本 的 に は彼 らは、 契

約 サ ー ビス とい う形 式 よ り も請 負事 業 的 な方 法 で、 非常 に 貴重 な リソー ス

ー 精 巧 な機 能 一 を応 用 し よ う と試 みてい る
。

契 約 サ ー ビス として提 供 され る ソ フ トウエ ア と、 請 負事 業 で の能 力 基 準 と

して の ソフ トウエ ア との 間 に見 られ る 根本 的な 相異 ゆ え に、 ソ フ トウ エ ア'

サ ー ビス に対 す る決 定 は 次 の二 つ の グル ー プに区 分 で きる。

ソフ トウエ ア'サ ー ビ ス分 野

ソフ トウ エ ア企 業 以 外 の活 動

1.ソ フ トウ エ ア ・サ ー ビ ス

1.1コ ン ピ ュ ー タ利 用 者 か らの ソ フ トウエ ア ・サ ー ビス契 約 に対 す る顕著

な需要 は、 今 後 も持続 す る・と思 わ れ、 ユン ピュ一 夕製 造企 業に お い て も

あ る程 度そ の需 要 は 増 大 し続け るだ ろ う。

1.2現 在、 ソ フ トウエア 専 門会 社 は 、 全 ソフ トウエ ア機能 の僅 か な部 分 し

か提 供 して い ないo例 示 すれ ば、68年 にお け る ソ フ トウエ ア に支 出 さ

れ た53憶 ドル(1908億 円)と い う推 定 額 の うち、 同産 業 が 獲得 し
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たの は約3億 ドル(10億8千 万 円)に と どま っ て い る。

1、5ソ フ トウエ ア 専 門 業 界の 企業 活 動 は下 記 の2つ の 原 因に よつて そ の 成

長 度 を向 上 させ て い る。

米 国 の ソ フ トウ エ ア関 係 支 出 と して 規定 され る 「市 場 」 に現在 の シ ェ

ア を保 持 し、 この市 場 の将 来 性は 非常 な期 待 を 持 た れ て い る こ と。

全 ソフ トウ エ ア部 門で の彼等 の 占有率 が増 加 し てい る こ と。 これ は よ

り広 範 囲 な利 用者 獲 得 の た めに行 な わ れて い る宣 伝 活動 と、現 在持 って

い る顧 客 の ソフ トウ エ ア に関 連 す る企業 活 動 の 幅 を 拡大 して きた こ とに

よる。

1.4利 用者 グ ル`プ に つい て は、 下 記 す る進 展 が 予 想 され て い る。

連 邦政 府は68年 には 約1億5800万 ドル(56億8800万 円)

の 支 出 を この 分 野 に 振 り分 けたが 、72年 に は 約3億6000万 ドル

(1296億 円)に そ の額 を増加 さ せ、 最 大 の取 引 先 としての 位 置を保

つ で あろ う。

デ ータ処 理 装 置 の メ ー カ ーは、 ソフ トウエ ア の利 用 者 グル ー プ として

の位 置 を相対 的 に下 げ る と考 え られ るが、 その 支 出絶対 額 では68年 の

3000万 ドル(10億8千 万 円)か ら72年 の推 定額6500万 ドル

(13億4千 万 円)へ と伸 ば し紡 げ る と予 想 され、 同 グル ー プの 後 援は

次 の特 徴 を 持 って い る。

将来 必要 な新装 置 の 企 画発 表 は、 そ の数 を減 少 させ、 不 安 定要 因 を 持

って い る。

コン ピュ ータ主 要 メ ー カーの ソ フ トウエrア生 産 は 自給 自足 の度 合 を 増

す で あ ろ う。

小 規模 の コン ピュ ータ'タ ー ミナ ル お よび 端 末 機 器 の メ ー カー か らの

需 要 が増 加 す る こ とに よって、 主 要 企業 か ら の発 注 低下 は 幾 分 緩和 され

る。
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デ ータ処 理 装 置 の利 用 者 達 は、 ソフ トウエ ア産 業 拡大 の 重要 な 要 素 で

あ るが、 市 場 拡張 の企 業 努 力 と ソフ トウエ アの 可能 性 開発 へ の プ ランを

不 断 に追 求 す る こ とが 必 要で あ る。

1.5専 有 権 付 パ ッ ケ ー ジ を大 規 模 に売 上げ得 る分 野 を除 い て、 ソフ トウ

エ アの契 約サ ー ビスは 、 コス トと売 上 高が と もに増 加 して い る一般 的傾

向 の 影響 を 受 け、 そ の 収益 率 に枠 をは めら れ て い くこ とにな ろ う。 この

事 実は あ らゆ る企業 で 見 られ る こ とで あ り、 契約 が増 大 す れ ば 、 フタ ッ

フ も同 時並行 的 に増 加 す る。 ま た主 な資 本 投 資 に対 す る 高額 な利 潤 は も

ち ろん期 待 で き るが、 収益 率 の 上昇 は 制約 され た もので あ り、 特 に ソ フ

トウエ ア業 界 の特 徴 で あ る人 事 面 で の 厳格 さが 欠乏 してい る よ うな 企 業

では 、 この傾 向が 著 しい。

1.6将 来 の多 様 な利 用 者 を 念頭 に して 開発 され た プ ログ ラム で あ る専 売 特

許 のパ ッケ ージは 、 利 潤 の動 向 には 部 分的 な 解決 手 段 とな るで あ ろ う。

高 価な また精微 な コ ン ピュ ータ利 用 技 術 を販 売 して も、 効 果 的 な経 営 内

容 向 上 の手 段 とは な らな い。 そ の 上、 近 い将 来 にお け る ソ フ トウ エ ア業

界 全体 の企 業 内容 を 著 し く改 善 す る要因 と して、新 技術 の 開 発 は 余 り期

待 で き ない。

1.7拡 大 しつ つ あ る 民間 企 業 あ るい は エ ン ド ・ユ ー ザー市 場 へ 投 資 す る立

場 にあ る ソフ トウ エ ア企 業 に とって 、現 在 平 均以 上の利 益 をあ げ る機 会

を 持 って い るが、 これ には次 の事 実 が伴 う。

強 力な 即 市 場性 に重 点 を 置 い た商 業活 動、 これ は 歴 史 的 に み て 政 府

需 注 に よ り進 歩 した企 業 が必 然 的 に立 ち 向わ ね ば な らな い課 題 で あ る。

市 場 拡張 と新 製 品 開 発 に必 要 とす る投 資 も含 む と ころの 高 い危 険 性。
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1.8成 熟 した ソフ トウエ ア企 業 では、 利 益 と売 上げ 高 の 割合 に圧 力が か か

る こ とは あ つて も標 準 的 ソフ トウエ ア契 約 サ ー ビスは、 よ り激 しい競 争

の中 で、 市 場、 売 上げ と も伸 び て行 くだ ろ う。 新 規参 入 の企業 に とっ て

ソフ トウエ ア の能 力 と経 営能 力を うま く結 合 させ る技術 を提 示で きるな

らば、 こ の分 野 には まだ まだ大 きな チ ャ ンス が残 って い る。

情報 工 学 に おけ る技 術、 特 にそ の 中で もソ フ トウ エ アは 、 現在 では 多 数

の新 しい主 要産 業部 門 で、 そ の経 営 上必 要 不 可 欠 な要 素 として認 識 され る

に至 った。 例 を と る と、 オ ン ラ イ ン情 報サ ー ビスで 、 必 然的 にそ の参 加 者

とな るべ ぎ主 要企 業 が 、 ソ フ トウ エ アの能 力 の 欠乏 に よっ て効 果 的な 市 場

参入 が 阻害 され て い る と ころ もあ る。 ソ フ トウ エ アの能 力 の重 要 性が 今 後

必ず増 大 す る と予 想 され る分 野 に は、 オ ー トメ ー シ 。ン工業 、教 育、 コ ミ

ュ ニケ ー シ ョン、 デ ータ処 理 装 置 そ して 印 刷 ・複写 技 術 、 更 にサ ー ビス 産

業 が あ げ られ る。

この 現 象結 果 は 、 有能 か つ堅 実 な ソフ トウエ ア ・グル ー プを本 質 的 に価

値 あ る資 産 に転 化 させ るは ずで あ.り、 この 資 産 は 次 の3様 式 に 使用 され 得

る。

前 述 した成 長分 野 で そ の企 業 活 動 を 伸長 させ る ため に ソ フ トウエ アの 導

入 の必 要 性 を認 識 して、 よ り大 規 模 な企 業 に対 す る会社 買収 と して。

ソ フ トウ エ ア会 社 自ら の関連 産業 へ の 進 出 の 基盤 として。

契約 サ ー ビス の 素材 と して。

今後 数年 間は 、 ソフ トウエ ア専 門会 社 の市 場 価 値 にお け るいわ ゆ る 「底

値 」 は 、他 社 を吸 収す る必 要性 如何 に よ り決 定 され る よ うに思 われ る。 も

つ と も彼等 が そ の 買収 費用 として望 む 価格 は 、 当該 企 業 の株 価 の相 関 関 係

に 影 響 され るが。 この 最低 価格 は お そ ら く今 年 、 ソフ トウ エ ア産業 の抱 え

る転換 期 の 諸 問 題 が原 因 とな って株 価 が急 落 し、 一 度 そ の 姿を 見 せ た もの



一139一

と思 わ れ 、 この業 界 の産 業 構 造 に将 来 よい効 果 を与 え る よ うな 好 転 の 兆 し

は 、 こ こ数 ケ月 間現 わ れ ない だ ろ う。

情 報 サ ー ビス の よ うな新 分 野へ の ソフ トウエ ア産業 の進 出 は 、 収益 性 向

上 の試 み に と ど まらず 、 ソフ トウエ アの能 力 が 持 つ請 負事 業 的価 値 の表 明

で あ り、 同 業界 が本 来 の利 潤を 獲 得 す るに ふ さわ しい発 展過 程 で あ る。 し

か しな が ら、 この進 出 を達 成 す る こ とには 、 契 約業 務 よ りも多 少 高い危 険

性 が 含 まれ て お り、経 営 規模 、 市 場 そ して営 業 面 の可能 性 等 の一 般 的 な 改

善 とは 同 列 に置け な い。

2.そ の他 の ソフ トウェ ア 会 社 の活 動

情 報 技 術方 面 の 技 能、 特 に ソフ トウエ ア の技 能 は 多 くの新 しい事 業分 野

に欠 くこ との で きない重 要 な リソー ス と して広 く認識 され る よ うに な って

い るo

た とえば、 オ ン ラ イ ン情 報 サ ー ビス分 野 は、 当然 関 係 して くるい くつ か

の 大 手 の 会社 に とっ ては、 ソフ トウ エア能 力 が欠 如 して い る ため効 率 的 に

参 入 す る こ とが で きない。

ソフ トウエア 能 力が、 今 後 ます ます 重 要 に な って ゆ く分 野 と しては、

産 業 オ ー トメー シ ョン、 教 育、 通 信 とデ ー タ処 理装 置、 な らび に 多

くの サ ー ビス指 向型 ビジネス な どが あげ られ る。

この よ うな状況 では、 有 能 な しっか り したソフ トウェア・グル ー プを そ れ

自体 価 値 ある もの にす る こ とが 大切 で あ る・

この 資産 は重 要 で あb、 次 の3つ の場 合 に利用 で きる。

。 上 に リス ト・ア ップ した もの と類 似 の分 野 に おけ る ビジ ネスを 開拓 す る

た めに ソ フ トウエ ア能 力 の必 要性 を 認 識 した 大手 会社 が 企 業合 併 に の

り出 した よ うな場 合 。

。 ソ フ トウエ ア会社 自体 が関連 ビジネス領 域 に参 入 す る ため の ベ ース と

してo
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o請 負 い サ ー ビスの ソ ース と して。

これ か らの数 年 間 は、 ソフ トウエ ア会 社 の市場 価値 の 「最底 価 格 」 は 他

の会 社 の合 併 需 要 に よっ て設定 され る こ とに な りそ うで ある・ も っ と も彼

らが喜 入 で支払 う価 格 とい うの は、 そ の株 式 の 相対 的 市場 価格 か ら影響 を

受 け る で あろ う。

ソ フ トウエ ア業 界 では、 多 くの 変 化 す る状 況 の 中 で、 株 式 市 場 が急 落 し、

おそ ら く今年 は、 最底 価 格 に 近づ くこ と に な ろ う。

この発 展 は将 来 の業 界 の 構造 に 大 きな影響 を与 え る もの と思 わ れ るが、

こ こ数 ヵ月は、 は っ き り しないか も しれ な い。

情 報 サ ー ビス の様 な新 事 業分 野 に ソ フ トウ エ ア会 社が 参 入 す る ことは、

利 潤 率 を 増 大 させ よ うと試 み る との同 様、 ソフ トウエア能 力 の企 業 価値 の

表 わ れ とみ る こ とが で きる。 そ して、 ま さに こ うい うア プロ ーチに よっ て

ソ フ トウエ ア会社 か らほん と うの 利潤 が 期待 で きるの で あ る。 しか し、 こ

れ を達 成 す るた め には、 請 負 い仕 事以 上 に よりす ぐれ た マ ネ ジ メ ン ト、 マ

ーケ ッテ ィン グ、 ビジネス一 般 の 能 力 が 必 要 とされ る し、 ま た危 険 度 も高

くなる こ とを 認 識 すべ きで ある。

唱
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